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酪
農
中
止
農
家
は
「
高
齢
・
後
継
ぎ
な
し
」
で
は

な
い
？

中
央
酪
農
会
議
が
実
施
し
た
「
令
和
五
年
度
酪

農
経
営
廃
業
者
調
査
」
結
果
に
よ
る
と
、
令
和
四

年
度
中
に
酪
農
経
営
を
中
止
し
た
戸
数
は
北
海
道
で
二
四
九
戸
、

都
府
県
で
は
五
八
一
戸
の
合
計
八
三
〇
戸
だ
っ
た
。
令
和
四
年
二

月
時
点
の
酪
農
家
戸
数
は
約
一
万
三
千
戸
だ
っ
た
の
で
、
廃
業
率

は
約
六
％
に
な
る
。
調
査
対
象
は
系
統
出
荷
者
の
み
な
の
で
全
体

で
は
、
七
％
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
中
止
農
家
割
合
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
も
問
題
だ
が
、
中
止
酪
農
家
の
平
均
年
齢
が
北
海

道
で
は
五
八
・
三
歳
で
、
五
〇
代
以
下
が
四
割
を
超
え
た
こ
と
に

驚
か
さ
れ
た
。さ
ら
に
、後
継
者
が
い
て
も
中
止
し
た
酪
農
家
が
、

北
海
道
で
は
九
％
、
都
府
県
で
は
一
二
％
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
酪
農
中
止
理
由
は
、「
高
齢
・
後
継
者
な
し
」
が
最
も
多
か
っ

た
が
、
そ
れ
が
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

農
水
省
が
実
施
し
た
「
畜
産
経
営
離
脱
に
関
す
る
調
査
」
は
、

年
次
ご
と
に
全
酪
農
家
を
対
象
と
し
て
お
り
、
先
の
調
査
と
若
干

の
違
い
が
あ
る
が
、
平
成
三
〇
年
か
ら
の
時
系
列
比
較
が
可
能
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
離
脱
割
合
は
三
年
度
ま
で
は
三
％
台
だ
っ

た
の
が
、
四
年
次
に
六
％
ま
で
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。

農
水
省
の
調
査
に
は
離
脱
要
因
項
目
が
あ
り
、
最
も
多
か
っ
た

の
は
、「
高
齢
化
」
の
三
〇
％
だ
が
、
次
が
「
経
営
不
振
・
悪
化
」

の
一
六
％
で
、「
従
事
者
の
事
故
・
病
気
・
死
亡
」
の
一
五
％
を

上
回
っ
た
。
令
和
三
年
ま
で
の
調
査
で
は
、「
経
営
不
振
・
悪
化
」

の
選
択
肢
が
な
く
、
経
営
関
連
で
は
「
負
債
問
題
」
の
み
な
の
で

直
接
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、「
負
債
問
題
」
は
五
％
だ
っ
た
。

酪
農
を
始
め
畜
産
経
営
の
収
益
性
が
悪
化
し
て
い
る
の
は
、
農

水
省
の
「
農
業
経
営
調
査
」
を
見
て
も
わ
か
る
。
酪
農
経
営
で
は

令
和
三
年
度
に
七
三
六
万
円
だ
っ
た
農
業
所
得
は
、
四
年
度
で
は

四
九
万
円
の
赤
字
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
肉
用
牛
部
門
で
も
繁
殖

経
営
も
肥
育
経
営
も
赤
字
に
転
落
し
て
お
り
、
養
豚
、
養
鶏
も
大

き
く
所
得
を
減
ら
し
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
要
因
は
、
飼
料
費
や

動
力
光
熱
費
の
増
加
、
特
に
飼
料
費
の
高
騰
と
指
摘
で
き
る
。

以
上
か
ら
、
離
脱
理
由
に
高
齢
化
が
多
い
こ
と
に
変
わ
り
な
い

が
、
経
営
を
断
念
す
る
相
対
的
に
若
い
層
の
増
加
も
離
脱
率
の
増

加
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
酪
農
へ
の
新
規
就
農
者

数
も
令
和
四
年
は
三
年
に
比
べ
二
一
人
減
の
七
三
人
に
留
ま
っ

た
。
や
は
り
、
収
益
性
の
悪
化
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
特
に
、
経
営
環
境
が
悪
い
中
で
は
、
倒
産
す
る
経
営
以

外
に
、
優
秀
な
経
営
も
今
が
辞
め
頃
と
み
て
経
営
を
中
止
す
る
と

言
わ
れ
る
。
反
対
に
、
負
債
な
ど
で
や
め
る
に
や
め
ら
れ
な
い
農

家
が
一
定
存
在
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
畜
産
経
営
の
現

状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
収
益

何
が
起
き
て
い
る
の
か
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性
の
改
善
、
特
に
飼
料
費
を
抑
え
る
抜
本
的
な
対
策
が
必
須
だ
。

ス
ー
パ
ー
の
棚
か
ら
米
が
消
え
た

筆
者
の
住
ま
い
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
も
、
八
月
中
旬
以
降
米

棚
が
空
っ
ぽ
な
状
態
が
続
い
た
。
米
不
足
が
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
不
足
要
因
と
し
て
、
当
初
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
や
パ
ン
な
ど
の
値
上
げ
で
相
対
的
に
安
く
な
っ
た
米
需

要
の
増
加
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
た
が
、
農
水
省
が
全
国
の
ス
ー
パ

ー
、
生
協
計
約
一
千
店
舗
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
八
月
第
二
週
は

消
費
者
の
米
購
入
が
前
年
同
期
比
で
四
割
増
加
し
た
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
臨
時
情
報
な
ど
の
影
響
に
よ
る
買
い

だ
め
と
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

国
は
市
場
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、「
備
蓄
米
」
の

放
出
は
行
わ
な
い
と
し
た
。
確
か
に
八
月
は
端
境
期
で
、
九
月
に

な
っ
て
か
ら
は
新
米
が
少
し
ず
つ
入
荷
し
だ
し
た
。
し
か
し
、
棚

か
ら
米
が
な
い
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
は
相
当
の
も
の
だ
。
奇
し
く

も
本
年
六
月
に
「
平
時
に
お
け
る
食
料
安
保
」
を
柱
と
す
る
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
改
訂
さ
れ
、
同
時
に
米
や
小
麦
、

畜
産
物
な
ど
重
要
な
食
料
が
不
足
す
る
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の

「
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
」
も
制
定
さ
れ
た
。
う
が
っ
た
見

方
だ
が
、「
食
料
安
保
」
の
重
要
性
を
国
民
に
実
感
し
て
も
ら
う

た
め
、
あ
え
て
対
応
し
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
ま
で
考
え
て
し
ま

っ
た
。

米
需
要
の
増
加
を
受
け
、
米
の
生
産
抑
制
見
直
し
に
言
及
す
る

マ
ス
コ
ミ
も
あ
る
が
、
米
の
一
人
当
た
り
年
間
消
費
量
は
ピ
ー
ク

の
半
分
以
下
の
五
〇
㎏
程
に
な
っ
て
お
り
、
長
期
的
に
こ
の
ト
レ

ン
ド
は
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
本
年
三
月
に

全
国
米
穀
販
売
事
業
共
済
協
同
組
合
が
「
米
穀
流
通
二
〇
四
〇
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
「
現
実
的
な
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、

二
〇
四
〇
年
の
米
の
国
内
需
要
量
は
三
七
五
万
ト
ン
、
生
産
量
は

三
六
三
万
ト
ン
と
ほ
ぼ
半
減
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。
特
に
、
半

減
し
て
も
需
要
量
を
国
産
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
と
見
て
い
る
。

や
は
り
平
時
の
食
料
安
保
の
鍵
は
国
内
生
産
の
維
持
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
農
地
と
担
い
手
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
二
つ
の
確
保
に
は
、
経
営
の
成
り
立
つ

作
物
の
存
在
が
肝
心
だ
。
先
の
農
業
経
営
調
査
に
よ
る
と
水
田
作

経
営
の
農
業
所
得
は
、
約
二
・
八
ha
の
耕
作
で
わ
ず
か
一
万
円
に

過
ぎ
な
い
。
今
後
需
要
が
期
待
で
き
る
作
物
は
、
千
万
ト
ン
以
上

を
輸
入
に
依
存
し
、
価
格
も
高
騰
し
て
い
る
飼
料
穀
物
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
は
輸
入
飼
料
穀
物
と
飼
料
用
米
な
ど
の
国
産
飼
料
穀
物

の
価
格
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
差
が
徐
々
に
狭
ま
っ

て
き
て
い
る
。
政
策
的
な
支
援
次
第
で
品
質
と
需
給
バ
ラ
ン
ス
に

よ
っ
て
、
欧
米
の
よ
う
に
主
食
用
と
飼
料
用
穀
物
の
相
互
乗
り
入

れ
が
可
能
な
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
も
夢
で
は
な
く
な
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
か
。
農
地
利
用
を
柱
と
し
た
、
主
食
用
米
中
心
で
は

な
い
、
米
政
策
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

（
Ｓ
Ｋ
）
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1
�
水
田
畑
地
化
と
園
芸
作
振
興
の
論
理

生
産
調
整
と
し
て
水
田
の
畑
地
化
と
園
芸
作
振
興
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
一
見
す
る
と
合
理
的
で
あ
る
。
畑
地
化
と
は
過
剰
と
な

っ
た
生
産
設
備
で
あ
る
水
田
を
廃
棄
す
る
こ
と
で
あ
り（
荒
幡（
二

〇
一
四
）、
ｐ
�
二
八
五
）、
過
剰
生
産
を
解
消
す
る
た
め
の
根
本

的
な
対
策
と
な
る
。
一
方
で
、
食
生
活
の
変
化
に
対
応
し
て
、
大

規
模
化
し
た
農
民
組
織
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
商
品
が
園
芸
作
物
中

心
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
国
際
的
な
傾
向

で
も
あ
る
（A
braham

et
al.

（
二
〇
二
二
）、
ｐ
ｐ
�
七
―
八
）。

米
政
策
改
革
の
歴
史
の
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
度
々
畑
地
化
は
議
論

さ
れ
、
ま
た
予
算
も
つ
け
ら
れ
て
き
た
（
西
川
（
二
〇
二
三
ａ
）、

ｐ
�
二
四
―
二
五
）。
近
年
の
水
田
畑
地
化
と
園
芸
作
振
興
に
特

徴
的
な
の
は
、
転
作
助
成
で
あ
る
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

（
以
下
、「
水
活
交
付
金
」）
に
対
す
る
財
務
省
か
ら
の
削
減
圧
力

が
強
ま
る
中
で
、
畑
地
化
と
園
芸
作
振
興
が
必
ず
し
も
一
体
性
を

持
た
ず
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二
〇
一
六
年
の
財
務
省
に
よ
る
予
算
執
行
調
査
に
お
い
て
、
水

田
機
能
を
失
っ
て
い
る
農
地
を
転
作
助
成
の
交
付
対
象
か
ら
除
外

す
べ
き
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
と
の
発
端
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
受
け
る
形
で
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
農
林
水
産
省
は
湛
水
設
備

や
用
水
供
給
設
備
を
有
し
な
い
等
の
水
田
を
交
付
対
象
か
ら
除
外

す
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
は
五
年
間
に
一
度
も
水
張

り
を
し
な
い
水
田
を
交
付
対
象
か
ら
除
外
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
五

年
水
張
り
ル
ー
ル
」
を
導
入
し
た
。「
五
年
水
張
り
ル
ー
ル
」
を

満
た
せ
な
い
水
田
は
、
畑
地
化
支
援
に
よ
っ
て
畑
へ
の
転
換
に
誘

導
さ
れ
た
。
最
高
交
付
単
価
は
二
〇
一
八
年
度
の
一
〇
・
五
万
円

／
一
〇
ａ
⑴
か
ら
始
ま
り
、
二
〇
二
一
年
度
に
一
七
万
円
、
二
〇
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二
二
年
度
に
一
七
・
五
万
円
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
は
一
四
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

も
う
一
方
の
圧
力
は
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
転
作
作
物
の
中

心
と
な
っ
て
い
た
、
飼
料
用
米
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
予
算
編

成
の
時
期
に
「
建
議
」
を
公
表
す
る
財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会

で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
飼
料
用
米
生
産
が
高
額
の
水
活
交
付
金
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
対
策
と
し
て
野
菜
を
中
心
と
し
た
高

収
益
作
物
の
作
付
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き

た
。
二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
水
活
交
付
金
に
高
収
益
作
物
等
拡
大

加
算
二
・
〇
万
円
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
も
単
価
の
引
き
上
げ
や

五
年
間
の
定
着
支
援
の
創
設
等
、
水
田
に
お
け
る
園
芸
作
振
興
の

た
め
の
制
度
は
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
先
の
畑
地
化
支
援
と
定
着
支

援
を
合
わ
せ
て
、
現
在
で
は
「
畑
地
化
促
進
事
業
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
財
務
省
と
農
林
水
産
省
の
間
で
ど
の
よ
う
な
折
衝
が
行
わ

れ
た
の
か
、
ま
た
財
務
省
に
よ
る
指
摘
が
直
接
的
に
農
林
水
産
省

の
行
動
に
影
響
を
与
え
た
の
か
ど
う
か
を
、
外
部
か
ら
う
か
が
い

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
果
的
に
両
者
の
指

摘
と
行
動
は
踵
を
接
し
な
が
ら
政
策
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
西
川
（
二
〇
二
三
ｂ
）、
ｐ
ｐ
�
一
―
九
）。

農
林
水
産
省
の
資
料
に
よ
る
と
⑵
、
畑
地
化
支
援
の
最
高
交
付

単
価
が
一
七
・
五
万
円
に
設
定
さ
れ
た
二
〇
二
三
年
開
始
分
に
お

い
て
採
択
面
積
は
三
・
五
万
ha
に
達
し
た
。
最
高
交
付
単
価
が
一

四
万
円
と
な
っ
た
、
二
〇
二
四
年
開
始
分
の
採
択
面
積
は
一
・
八

万
ha
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
の
詳
細
な
結
果
は

ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
特

集
で
は
、
四
名
の
研
究
者
に
事
例
報
告
を
中
心
と
し
て
、
各
地
の

水
田
の
畑
地
化
と
園
芸
作
振
興
の
実
態
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
。
各
報
告
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
や
は
り
畑
地
化
と
園
芸
作

振
興
は
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
畑
地
化
が
契
機
と
な
っ
て
園
芸
作
が
取
り
組
ま
れ
た

事
例
は
少
な
く
、
元
々
畑
作
物
を
作
っ
て
い
た
水
田
が
畑
地
化
支

援
の
交
付
金
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
の
が
、
実
態
に
近
い
。
以
下

で
は
、
筆
者
の
解
釈
も
踏
ま
え
な
が
ら
各
論
文
を
要
約
し
た
い
。

2
�
各
論
文
の
要
約

東
山
寛
論
文
「
北
海
道
に
お
け
る
水
田
利
用
の
動
向
と
畑
地
化

の
実
態
」は
、北
海
道
に
お
け
る
中
核
水
田
地
帯
を
事
例
と
し
て
、

畑
地
化
推
進
の
実
態
と
要
因
を
分
析
し
て
い
る
。
北
海
道
で
は
二

〇
二
三
年
開
始
分
と
し
て
約
二
万
ha
の
畑
地
化
が
推
計
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
全
国
実
績
の
五
七
・
一
％
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、
畑

地
化
と
は
北
海
道
の
転
作
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
畑
地
化
さ
れ
た
水
田
は
、
作
付

は
飼
料
作
物
や
ソ
バ
と
い
っ
た
粗
放
的
作
物
が
中
心
で
あ
り
、
地

域
区
分
で
は
中
山
間
地
域
に
偏
っ
て
い
た
。
東
山
論
文
の
結
論

は
、「
平
均
レ
ベ
ル
で
も
相
当
の
規
模
拡
大
が
進
行
し
て
い
る
北

海
道
の
水
田
地
帯
で
は
、
…
（
中
略
）
…
例
え
ば
タ
マ
ネ
ギ
の
よ
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う
な
露
地
野
菜
を
新
規
に
導
入
し
、
拡
大
・
産
地
化
す
る
水
田
園

芸
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
描
き
に
く
い
」（
ｐ
�
一
一
）
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

上
田
賢
悦
論
文
「
秋
田
県
に
お
け
る
大
規
模
園
芸
団
地
整
備
に

よ
る
水
田
園
芸
振
興
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、「
園
芸
メ
ガ
団
地

育
成
事
業
（
メ
ガ
団
地
事
業
）」
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
て
き
た
水

田
園
芸
産
地
の
実
態
を
報
告
し
て
い
る
。
メ
ガ
団
地
事
業
で
は
販

売
額
一
億
円
の
産
地
形
成
を
目
標
と
し
て
、
二
〇
二
一
年
で
合
計

五
〇
団
地
を
整
備
し
た
。
主
要
品
目
で
あ
る
露
地
ね
ぎ
と
枝
豆
に

つ
い
て
は
、
多
く
が
水
田
転
換
圃
場
で
作
付
け
ら
れ
て
い
る
。
筆

者
も
以
前
に
秋
田
県
で
の
取
組
を
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
集

落
営
農
組
織
の
複
合
化
に
貢
献
し
て
い
た
（
小
室
・
西
川
（
二
〇

二
四
））。
ま
た
、
メ
ガ
団
地
事
業
は
手
厚
い
補
助
事
業
に
よ
る
ハ

ー
ド
面
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
県
の
試
験
研
究
機
関
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
新
技
術
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で

あ
る
。
そ
し
て
、
メ
ガ
団
地
事
業
自
体
は
二
〇
一
三
年
か
ら
着
実

に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
と
園
芸
作
振
興

と
は
直
接
的
な
関
係
が
無
い
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。

秋
山
満
・
福
田
竜
一
論
文
「
栃
木
県
に
お
け
る
水
田
園
芸
の
実

態
と
畑
地
化
事
業
の
動
向
」
で
は
、
元
々
の
畑
地
や
施
設
も
含
め

た
園
芸
振
興
の
状
況
と
、
水
田
の
畑
地
化
推
進
に
当
た
っ
て
の
課

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
栃
木
県
に
お
い
て
水
田
に
お
け
る
園
芸

作
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
中
規
模
層
ク
ラ
ス
が
周
年
就
業
の

実
現
を
目
指
し
て
多
様
な
作
物
を
生
産
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
大
規
模
な
園
芸
産
地
の
形
成

に
つ
な
が
ら
ず
、
栃
木
県
全
体
の
園
芸
作
の
縮
小
を
押
し
と
ど
め

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
水
田
に
お
け
る
園

芸
作
の
導
入
が
も
と
も
と
の
畑
地
の
耕
作
放
棄
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
、
畑
地
化
支
援
の
対
象
に
な
っ
て
も
水
利
施
設
を
維
持
で

き
る
の
で
、
定
着
支
援
終
了
後
に
、
水
稲
作
付
へ
の
復
帰
の
チ
ェ

ッ
ク
を
徹
底
で
き
な
い
⑶
等
の
興
味
深
い
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

品
川
優
論
文
「
佐
賀
県
に
お
け
る
水
田
園
芸
の
実
態
と
畑
地

化
」
で
は
、
二
毛
作
と
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
地

域
の
一
体
的
水
田
利
用
が
実
現
さ
れ
て
い
る
、
佐
賀
県
に
お
け
る

畑
地
化
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
佐
賀
県
の
方
針
は
一
体
的
水

田
利
用
の
堅
持
で
あ
る
一
方
で
、
所
得
問
題
の
解
決
の
た
め
に
園

芸
作
の
振
興
も
行
っ
て
い
る
。
地
域
再
生
協
議
会
レ
ベ
ル
で
の
畑

地
化
の
実
施
も
概
ね
小
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
畑
地
化
は
地

域
の
一
体
的
水
田
利
用
を
維
持
す
る
限
り
で
取
り
組
む
、
と
い
う

方
針
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
も
そ
も
畑
地
化
支

援
で
は
地
目
変
更
、
畦
畔
除
去
、
用
排
水
施
設
の
撤
去
を
求
め
て

お
ら
ず
⑷
、
そ
の
よ
う
な
対
策
は
佐
賀
県
に
お
い
て
は
「
あ
く
ま

で
も
政
策
対
象
か
ら
の
切
り
離
し
」（
ｐ
�
三
八
）
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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3
�
茨
城
県
阿
見
町
の
事
例
⑸

本
稿
の
最
後
に
、
茨
城
県
阿
見
町
に
お
け
る
水
田
畑
地
化
の
事

例
を
紹
介
し
た
い
。
全
国
的
な
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

下
で
は
、
少
し
で
も
事
例
を
多
く
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
阿
見
町
は
茨
城
県
の
県
南
地
方
に
位
置
す
る
（
筆
者
の

勤
務
先
が
所
在
す
る
）。
二
〇
二
二
年
に
お
い
て
農
業
産
出
額
は

二
七
七
億
円
、
う
ち
野
菜
が
一
六
五
億
円
（
五
九
・
六
％
）
を
占

め
る
⑹
。
統
計
デ
ー
タ
に
は
な
い
が
、
水
田
で
作
付
け
ら
れ
て
い

る
レ
ン
コ
ン
が
主
力
の
作
物
で
あ
る
。
そ
の
レ
ン
コ
ン
田
が
畑
地

化
支
援
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

阿
見
町
役
場
の
調
べ
に
よ
る
と
、
畑
地
化
促
進
事
業
の
採
択
実

績
は
二
〇
二
二
年
度
五
三
・
六
ha
、
二
〇
二
三
年
度
一
九
・
一

ha
、
二
〇
二
四
年
度
九
・
〇
ha
（
見
込
み
）、
合
計
八
一
・
七
ha

で
あ
り
、
す
べ
て
レ
ン
コ
ン
田
で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
に
お
け
る

阿
見
町
の
田
面
積
が
七
〇
七
ha
で
あ
る
の
で
⑺
、
単
純
計
算
す
る

と
一
一
・
六
％
が
畑
地
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
阿
見
町
で
は
畑

地
化
が
相
当
程
度
進
展
し
た
と
評
価
で
き
る
。
第
1
表
は
、
畑
地

化
支
援
を
利
用
し
た
経
営
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
で
あ

る
。
畑
地
化
支
援
を
利
用
し
た
理
由
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
の

が
、
水
活
交
付
金
を
受
け
取
る
よ
り
も
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
阿
見
町
に
お
い
て
、
水
田
で
の
レ
ン
コ
ン
作
付
に
対

し
て
設
定
し
て
い
る
産
地
交
付
金
の
単
価
は
八
〇
〇
円
で
あ
る
。

第1表 畑地化支援に取り組んだ経営の状況（阿見町）

資料：聞き取り調査（2024年）より作成。
註：Ｃ経営の工事実施の有無は不明。

単位：ha

経営耕地面積
レンコン
作付面積

畑地化支援
工事の
実施 畑地化支援に取り組んだ理由

合計 水田
① 畑 実施面積

② ②／①

Ａ 18．0 18．0 0．0 18．0 10．0 55．6％ ×
水活交付金よりも有利。水利設備が
残り、工事もしていないので、水稲
を作付けようと思えば可能。

Ｂ 2．0 2．0 0．0 2．0 0．6 30．0％ ○
水活交付金よりも有利。レンコンを
作ると耕盤が弱くなるので、機械で
水稲を作れなくなる。

Ｃ 1．0 1．0 0．0 1．0 1．0 100．0％ － 役場の説明を聞いてメリットを感じ
たから。
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Ｂ
経
営
の
様
に
、
レ
ン
コ
ン
を
作
付
け
る
と
耕
盤
が
弱
く
な
っ
て

水
稲
の
作
付
が
難
し
く
な
る
と
い
う
声
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

水
活
交
付
金
の
対
象
に
と
ど
ま
る
よ
り
も
、
い
っ
そ
畑
地
化
支
援

の
交
付
金
を
元
手
に
、
畑
地
化
の
工
事
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
の
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、
Ａ
経
営
の
様
に
、
水
利
設
備
の
撤

去
等
の
工
事
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
交
付
金
が
そ
の
ま
ま

収
入
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
水
田
機
能
は
失
わ
れ
て
お
ら

ず
、
水
稲
を
作
付
け
よ
う
と
思
え
ば
可
能
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

本
特
集
の
品
川
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
よ
う

な
農
業
者
の
行
動
の
違
い
は
、
対
象
の
水
田
に
お
い
て
潜
在
的
に

水
稲
を
作
付
け
る
機
能
が
残
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
規
定
さ

れ
そ
う
で
あ
る
。
地
目
変
更
や
水
利
設
備
の
撤
去
等
を
伴
わ
な
い

畑
地
化
は
、
過
剰
と
な
っ
た
生
産
設
備
の
根
本
的
な
撤
去
で
は
な

く
、「
あ
く
ま
で
も
政
策
対
象
か
ら
の
切
り
離
し
」
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
が
、
阿
見
町
の
事
例
か
ら
も
指
摘
で
き
よ
う
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
畑
地
化
促
進
事
業
は
「
水
田
潰
し
」
で
は
な
く
、
財

務
省
か
ら
の
指
摘
に
対
し
て
農
林
水
産
省
が
講
じ
た
政
策
技
術
的

な
対
応
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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1
�
水
田
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
変
化

最
近
数
年
間
の
う
ち
に
、
水
田
農
業
は
大
き
な
環
境
変
化
を
経

験
し
て
き
た
。
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
際
ま
と
め
て
お
く

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
二
〇
一
八
年
に
い
わ
ゆ
る
「
減
反
廃
止
」
が
お
こ
な
わ
れ
、

米
の
直
接
支
払
交
付
金
も
一
七
年
を
最
後
に
打
ち
切
ら
れ
た
。
②

二
一
年
一
二
月
に
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
対
象
水

田
の
見
直
し
方
針
が
確
定
し
、
今
後
五
年
間
（
二
二
〜
二
六
年
）

に
一
度
も
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い
農
地
は
交
付
対
象
水
田
と
し
な

い
方
針
が
示
さ
れ
た
。
関
連
し
て
、
③
二
二
年
秋
に
「
五
年
水
張

り
ル
ー
ル
」
が
具
体
化
さ
れ
、
水
張
り
は
水
稲
作
付
け
に
よ
り
確

認
す
る
こ
と
が
基
本
だ
が
、
湛
水
管
理
を
一
か
月
以
上
行
う
（
及

び
連
作
障
害
に
よ
る
収
量
低
下
が
発
生
し
て
い
な
い
）
場
合
は
、

水
張
り
を
行
っ
た
と
み
な
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
同
時
期
だ
が
、
④

二
二
年
一
一
月
の
補
正
予
算
で
畑
地
化
促
進
事
業
が
措
置
さ
れ
、

二
三
年
か
ら
水
田
の
畑
地
化
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
前
後
す
る

が
、
⑤
二
〇
年
か
ら
米
の
民
間
流
通
に
お
け
る
六
月
末
在
庫
が
二

〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
（
二
二
年
ま
で
）、
北
海
道

に
お
け
る
生
産
者
受
取
米
価
（
ホ
ク
レ
ン
概
算
金
）
は
、
主
力
品

種
（
な
な
つ
ぼ
し
）
で
六
〇
㎏
当
た
り
一
一
、
〇
〇
〇
円
台
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
（
二
一
年
及
び
二
二
年
産
）。
⑥
飼
料
用
米
（
一

般
品
種
）
に
つ
い
て
、
二
四
年
か
ら
段
階
的
に
支
援
水
準
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
同
じ
く
飼
料
作
物
で
あ
る

多
年
生
牧
草
に
つ
い
て
も
、
二
二
年
か
ら
交
付
単
価
が
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
る
（
収
穫
の
み
を
行
う
年
次
は
減
額
）。

本
稿
は
水
田
利
用
に
焦
点
を
当
て
る
が
、
そ
の
観
点
か
ら
ま
と

め
て
お
く
と
、
第
一
に
、
上
記
①
⑤
は
稲
作
の
収
益
性
の
低
下
を

北
海
道
に
お
け
る
水
田
利
用
の
動
向
と
畑
地
化
の
実
態

東
山

寛

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
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も
た
ら
し
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
非
主
食
用
米
等
を
含
む
転
作
の

拡
大
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
た
だ
し
第
二
に
、
転
作
へ
の
支
援
も

安
泰
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
財
政
削
減
圧
力
も
加
わ
っ
て
、
上

記
②
④
⑥
の
よ
う
な
政
策
変
更
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
②
を
回

避
す
る
た
め
に
は
五
年
水
張
り
ル
ー
ル
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必

要
だ
が
、
上
記
③
の
運
用
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
転
作
田
で
も
五

年
間
の
ど
こ
か
で
一
か
月
の
湛
水
管
理
に
取
り
組
む
選
択
肢
も
与

え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
低
米
価
の
も
と
、
転
作
に
傾
斜
し
て
収
益

を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
下
で
、
稲
を
作
る
か
、
転
作
物

栽
培
の
す
き
間
を
ぬ
っ
て
一
か
月
の
湛
水
管
理
を
こ
な
す
か
、
そ

れ
と
も
畑
地
化
を
申
請
す
る
か
、
と
い
う
三
者
択
一
が
迫
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
環
境
変
化
を
受
け
止
め
て
き
た
北

海
道
の
水
田
農
業
で
、
い
ま
ど
の
よ
う
な
動
き
が
生
じ
て
い
る
の

か
を
整
理
し
て
、
紹
介
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
と
し
た

い
。
本
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
承
知
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う

に
平
均
レ
ベ
ル
で
も
相
当
の
規
模
拡
大
が
進
行
し
て
い
る
北
海
道

の
水
田
地
帯
で
は
、
施
設
園
芸
を
複
合
部
門
と
し
て
保
有
す
る
水

田
作
経
営
は
依
然
と
し
て
少
な
く
な
い
も
の
の
、
例
え
ば
タ
マ
ネ

ギ
の
よ
う
な
露
地
野
菜
を
新
規
に
導
入
し
、
拡
大
・
産
地
化
す
る

水
田
園
芸
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
描
き
に
く
い
。
こ
の
点
を
あ
ら
か

じ
め
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

2
�
北
海
道
に
お
け
る
水
田
利
用
の
動
向

農
林
水
産
省
は
減
反
廃
止
の
一
八
年
か
ら
「
水
田
に
お
け
る
作

付
状
況
」
を
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
全
体
に
つ

い
て
、
一
八
年
か
ら
直
近
の
二
三
年
ま
で
の
数
値
を
並
べ
て
お
く

と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
は
、
以
下

の
三
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
主
食
用
米
の
作
付
け
が
、
こ
の
数
年
間
で
大
き
く
減

少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
米
価
が
急
落
し
た
二
一
年
以
降

の
減
少
幅
が
大
き
い
が
、
表
示
し
た
一
八
年
と
二
三
年
を
比
べ
る

と
一
万
七
、
〇
〇
〇
ha
近
く
の
減
少
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
主
食

用
米
の
作
付
比
率
も
低
下
し
て
お
り
、
一
八
年
は
四
七
％
と
か
ろ

う
じ
て
五
〇
％
に
近
い
水
準
で
あ
っ
た
が
、
二
二
年
か
ら
は
四
割

を
割
り
込
む
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
主
食
用
米
以
外
の
「
米
転
作
」
は
年
々
拡
大
し
て
お

り
、
二
三
年
は
こ
れ
だ
け
で
二
万
ha
近
く
が
作
付
け
さ
れ
て
い

る
。
内
訳
は
表
示
し
て
い
な
い
が
、
二
〇
年
か
ら
二
三
年
の
倍
増

に
着
目
す
る
と
、
飼
料
用
米
が
増
加
寄
与
率
で
半
分
く
ら
い
を
占

め
、
次
い
で
備
蓄
米
、
新
市
場
開
拓
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
が
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
％
台
の
寄
与
率
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
動
き
と
第
二
の
動
き

が
あ
い
ま
っ
て
、
ト
ー
タ
ル
の
水
張
面
積
比
率
は
そ
れ
ほ
ど
低
下

し
て
お
ら
ず
、
二
三
年
で
も
四
九
％
と
か
ろ
う
じ
て
五
〇
％
に
近

い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
食
用
米
の
作
付
け

北海道における水田利用の動向と畑地化の実態 ����������������

１１



は
大
き
く
減
少
し
た
も
の
の
、
北
海
道
の
水
田
利
用
の
平
均
像
は

水
張
り
が
半
分
、
転
作
が
半
分
と
い
う
基
本
構
図
を
保
っ
た
ま
ま

推
移
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
が
、
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
か

け
て
の
転
作
面
積
の
変
化
で
あ
り
、
こ
の
一
年
間
で
転
作
物
の
合

計
面
積
は
二
万
一
、
〇
〇
〇
ha
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
原

因
は
、
二
三
年
か
ら
本
格
化
し
た
畑
地
化
の
影
響
以
外
に
は
考
え

ら
れ
な
い
。
二
四
年
八
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会
食
糧
部
会
の
資
料
「
米
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い

て
」
を
見
る
と
、
畑
地
化
促
進
事
業
の
二
三
年
開
始
分
の
実
績
は

全
国
で
約
三
万
ha
、
二
四
年
開
始
分
は
一
・
八
万
ha
で
あ
る
こ
と

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
（
三
一
頁
）。
地
域
別
の
内
訳
は
依
然
と

し
て
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
二
三
年
開
始
分

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の
実
績
は
上
記
の
転
作
減
少
面
積
＝
二
万

ha
程
度
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
作
物
別
の

内
訳
を
見
る
と
、
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
減
少
幅
が
最
も

大
き
い
の
は
飼
料
作
物
で
あ
り
、
減
少
分
全
体
の
六
四
％
を
占
め

る
。
内
容
は
牧
草
転
作
と
思
わ
れ
る
が
、
五
七
％
と
い
う
減
少
率

に
照
ら
す
と
、
こ
の
一
年
間
で
牧
草
転
作
の
六
割
が
畑
地
化
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
次
い
で
減
少
率
が
高
い
の
は
ソ
バ
で
あ
り
、
二

五
％
の
減
少
率
で
あ
る
。
転
作
全
体
も
二
四
％
の
減
少
率
で
あ

り
、
転
作
の
四
分
の
一
を
畑
地
化
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。

続
い
て
、
水
田
地
帯
の
農
業
構
造
の
変
化
を
概
観
し
て
お
き
た

表1 北海道における水田利用の動向

資料：農林水産省公表資料及び農林統計によって作成。
注1）非主食用米及び稲は加工用米、飼料用米、WCS、米粉用米、新市場開拓用米（輸出用米等）及び備蓄米

の計。
注2）転作物計は表示した4作物になたねを加えた数値。
注3）水張面積比率は主食用米＋非主食用米及び稲の面積を水田本地面積で割った値。
注4）ホクレン概算金は「ななつぼし」の当初水準のもの（各種報道による）。

水田本地

面 積

（ha）

主食用米

（ha）

非主食用

米及び稲

（ha）

転作物計

（ha）

うち

麦

（ha）

うち

大豆

（ha）

うち

ソバ

（ha）

うち

飼料作物

（ha）

主食用米

作付比率

（ha）

水張面積

比 率

（ha）

ホクレン

概 算 金

（円／60㎏）

2018 210，500 98，900 7，522 86，755 32，501 19，134 9，178 25，409 47．0 50．6 13，400

2019 210，300 97，000 8，591 87，292 33，132 18，810 9，205 25，517 46．1 50．2 13，500

2020 210，400 95，300 9，372 87，762 33，616 18，500 9，336 25，665 45．3 49．7 13，200

2021 210，300 88，400 14，836 88，827 35，215 18，599 8，603 25，867 42．0 49．1 11，000

2022 210，000 82，500 18，956 89，233 37，248 19，246 8，088 24，156 39．3 48．3 11，500

2023 209，800 82，200 19，508 67，727 33，236 17，609 6，038 10，436 39．2 48．5 12，500
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い
。
こ
こ
で
は
、
北
海
道
の
水
田
中
核
地
帯
と
み
な
さ
れ
る
北
空

知
地
域
と
上
川
中
央
部
を
取
り
上
げ
て
お
く
。
表
2
は
、
北
空
知

地
域
の
深
川
市
（
人
口
二
万
人
）
及
び
上
川
中
央
部
の
旭
川
市
（
同

三
三
万
人
）
と
、
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
五
町
村
を
そ
れ
ぞ
れ
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
農
業
セ
ン
サ
ス
統
計
か
ら
一
戸
（
経
営
体
）
当

た
り
平
均
の
田
面
積
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
農
業
構

造
変
化
が
進
行
し
た
時
期
を
「
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
」
世
代
が
リ
タ
イ

ア
期
を
迎
え
た
一
九
九
〇
年
代
、
さ
ら
に
「
昭
和
二
〇
年
代
生
」

が
同
じ
く
リ
タ
イ
ア
期
を
迎
え
た
二
〇
一
〇
年
代
と
見
て
お
り
、

こ
こ
で
は
一
九
九
〇
年
か
ら
直
近
の
二
〇
二
〇
年
ま
で
、
一
〇
年

刻
み
の
四
時
点
を
と
っ
て
い
る
。
表
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
は
以

下
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
一
九
九
〇
年
代
及
び
二
〇
一
〇
年
代
の
い
ず
れ
を
取

っ
て
も
、
か
な
り
の
テ
ン
ポ
で
規
模
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
北
空
知
地
域
で
は
一
・
三
〜
一
・
五

倍
、
上
川
中
央
部
で
も
一
・
三
〜
一
・
四
倍
の
テ
ン
ポ
で
平
均
規

模
が
拡
大
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
代
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
北

空
知
地
域
で
一
・
二
〜
一
・
五
倍
、
上
川
中
央
部
で
一
・
三
〜
一

・
八
倍
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
上
川
中
央
部
で
拡
大
の
テ
ン
ポ
が
加
速
化
し
て
お
り
、
水
田

農
業
の
経
営
基
盤
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
規
模
拡
大
の
結
果
と
し
て
、
平
均
規
模

も
か
な
り
の
ス
ケ
ー
ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
二
〇

表2 北海道水田中核地帯における平均水田面積の推移等

資料：センサス及び表1に同じ。
注1）1990年・2000年は販売農家の数値、2010年・2020年は農業経営体の数値である。
注2）主食用米作付比率及び水張面積比率は2023年の数値。

1990年 2000年 2010年 2020年 倍率 倍率 主食用米 水張面積
① ② ③ ④ ②/① ④/③ 作付比率 比 率
（ha/戸） （ha／経営体） （倍） （倍） （％） （％）

北
空
知
地
域

深川市 5．9 8．2 11．5 16．4 1．4 1．4 54．7 62．6
妹背牛町 6．5 9．7 14．3 18．7 1．5 1．3 61．2 70．2
雨竜町 7．0 9．3 14．7 18．3 1．3 1．2 63．4 71．4
秩父別町 7．2 10．6 15．9 18．4 1．5 1．2 70．1 80．4
北竜町 7．0 10．2 13．5 20．2 1．5 1．5 58．9 64．5
沼田町 8．5 12．4 15．9 19．3 1．5 1．2 71．9 81．2

上
川
中
央
部

旭川市 3．7 5．2 8．1 12．5 1．4 1．5 49．0 59．3
鷹栖町 4．9 6．7 9．8 15．5 1．4 1．6 56．1 68．3
比布町 4．2 5．4 7．7 11．4 1．3 1．5 47．0 67．1
当麻町 4．3 5．9 8．6 11．1 1．4 1．3 62．8 74．0
東神楽町 4．7 6．4 8．9 15．9 1．4 1．8 51．3 59．8
東川町 4．4 6．2 9．9 17．1 1．4 1．7 66．3 76．7
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年
に
お
け
る
到
達
点
を
見
る
と
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
北
空
知
地

域
の
方
が
ス
ケ
ー
ル
の
面
で
は
大
き
く
、
町
村
平
均
で
二
〇
ha
を

超
え
る
地
域
も
現
れ
て
い
る
（
北
竜
町
）。
上
川
中
央
部
で
も
町

村
平
均
で
一
五
ha
を
超
え
る
地
域
が
現
れ
て
お
り
（
鷹
栖
町
、
東

神
楽
町
、
東
川
町
）、
一
九
九
〇
年
の
平
均
が
三
〜
五
ha
台
だ
っ

た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。

第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
拡
大
し
た
基
盤
の
上
で
、
水
稲
中
心
の

作
付
け
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
主
食
用
米
の
作
付
比

率
を
見
て
も
、
先
に
示
し
た
全
道
平
均
（
三
九
％
）
を
軒
並
み
上

回
っ
て
お
り
、
非
主
食
用
米
等
を
加
え
た
水
張
比
率
は
さ
ら
に
高

ま
る
。
全
体
と
し
て
見
る
と
、
北
海
道
の
水
田
中
核
地
帯
で
は
水

張
り
が
六
〜
七
割
、
転
作
が
三
〜
四
割
と
い
う
構
図
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。

他
方
、
相
対
的
に
稲
作
及
び
水
張
り
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
と
は

い
え
、
三
〜
四
割
は
畑
作
物
や
飼
料
作
物
を
中
心
と
し
た
転
作
が

占
め
て
お
り
、
冒
頭
で
述
べ
た
も
ろ
も
ろ
の
環
境
変
化
と
無
縁
と

い
う
訳
で
は
な
い
。
以
下
で
は
中
核
地
帯
の
動
き
に
注
目
す
る
意

味
合
い
か
ら
、
こ
こ
で
示
し
た
北
空
知
・
上
川
中
央
部
の
市
町
村

か
ら
ひ
と
つ
の
事
例
地
域
を
選
び
（
以
下
、
Ａ
地
域
と
呼
ん
で
お

く
）、二
四
年
八
月
下
旬
に
実
施
し
た
実
態
調
査
に
も
と
づ
い
て
、

水
田
利
用
と
畑
地
化
の
実
態
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

3
�
事
例
地
域
に
お
け
る
水
田
利
用
と
畑
地
化
の
実
態

ま
ず
、
事
例
地
域
（
Ａ
地
域
）
に
お
け
る
水
田
利
用
の
動
向
と

特
徴
を
整
理
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
表
3
は
二
二
年
か
ら
今
年

二
四
年
ま
で
の
水
田
利
用
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
実
数
を
表
示
す
る
こ
と
は
控
え
、
二
二
年
を
一
〇
〇
と
し
た

指
数
を
示
し
て
い
る
。

特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
、
主
食
用
米
の
作
付
け
が
三
年
間
を

通
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
示
は
し
て
い
な
い

が
、「
生
産
の
目
安
」
と
の
関
係
で
も
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
に
な
っ
て

お
り
、
過
剰
作
付
け
な
ど
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、

非
主
食
用
米
等
は
ト
ー
タ
ル
で
減
少
し
て
い
る
が
、
内
訳
を
見
る

と
Ｗ
Ｃ
Ｓ
が
二
倍
に
増
え
て
お
り
、
こ
れ
に
は
五
年
水
張
り
ル
ー

ル
へ
の
対
応
と
い
う
意
味
合
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
に
、

二
三
年
か
ら
の
畑
地
化
の
影
響
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
主
要
な
転

作
物
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
ソ
バ
の
転
作
カ
ウ
ン
ト
面
積
が
、
顕
著

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、
麦
・
大
豆
は
一
割
ほ
ど

増
え
て
お
り
、
収
益
性
の
面
か
ら
言
っ
て
も
、
必
要
な
転
作
物
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
関
係
機
関
が
把
握
し
て
い
る
水
田
の
利
用
区
分
に
つ
い

て
、
畑
地
化
も
含
め
た
状
況
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
表
4
が
そ

れ
に
な
る
が
、
こ
こ
で
も
実
数
に
触
れ
る
こ
と
は
控
え
て
、
構
成

比
を
表
出
し
て
い
る
。
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ま
ず
、
先
述
し
た
よ
う
に
現
在
の
水
田
利
用
は
政
策
変
更
下
で

三
者
択
一
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
例
地
域
で
は
、
①
水
稲
作
付

（
二
二
年
か
ら
二
四
年
の
間
に
一
度
で
も
水
稲
作
付
け
を
お
こ
な

っ
た
田
）、
②
転
作
田
で
あ
っ
て
も
一
か
月
以
上
の
湛
水
管
理
を

お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
二
三
年
・
二
四
年
で
確
認
で
き
た

田
、
③
二
三
年
及
び
二
四
年
に
畑
地
化
申
請
を
お
こ
な
っ
た
田
、

の
三
区
分
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
表
中
の
「
対
応
済
み
」
に
該
当

す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
外
（
水
田
面
積
の
全
体
か
ら
対
応
済
み

を
差
し
引
い
た
も
の
）
が
現
時
点
で
「
対
応
未
定
」
と
な
る
。
な

お
、
事
例
地
域
で
は
管
内
を
五
地
区
に
分
け
て
把
握
す
る
の
が
通

例
で
あ
る
た
め
、
表
で
も
こ
の
地
域
区
分
に
従
っ
て
い
る
（
便
宜

的
に
Ｂ
か
ら
Ｆ
地
区
と
し
た
）。

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
特
徴
は
、
第
一
に
、
管
内
水
田
の
八
割

が
対
応
済
み
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
二
二
年
か
ら
の
政
策
変
化
に

機
敏
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
対
応
の
基
本
形

は
水
稲
作
付
け
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
＝
飼
料
イ
ネ
を
含
む
）
で
あ
る
が
、
地

区
に
よ
っ
て
は
水
稲
作
付
比
率
が
低
い
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ

る
。
こ
の
水
稲
作
付
比
率
の
低
さ
は
、
現
時
点
で
の
対
応
未
定
比

率
の
高
さ
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
何
ら
か
の
事
情

で
水
稲
作
付
け
と
い
う
選
択
肢
を
直
ち
に
は
取
り
得
ず
、
現
時
点

で
対
応
を
決
め
か
ね
て
い
る
と
い
う
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。
第

三
に
、
こ
の
二
年
間
で
畑
地
化
を
選
択
し
た
の
は
地
域
全
体
の
水

田
の
四
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
五
地
区
の
中
で
は
Ｆ
地
区
が
一
五
％

表3 事例地域における水田利用の動向（2022年面積＝100とした指数）

資料：関係機関提供資料及び表1に同じ。

表4 事例地域における水田利用の区分と内訳（2024年）

資料：関係機関提供資料によって作成。
注1）水稲作付は22年～24年の実績をカウントしたもの。
注2）湛水管理及び畑地化は23年と24年の実績の計。

主食用米 非主食用米及び稲
うち
加工用米

うち
飼料用米

うち
WCS

うち
新市場
開拓用米

転作物計 うち
麦

うち
大豆

うち
ソバ

2022 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
2023 102 81 81 59 171 111 96 108 104 84
2024 102 77 113 34 204 91 92 109 110 73

水 田
面積計
（％）

対応済み
（％）

うち
水稲作付
（％）

うち
湛水管理
（％）

うち
畑地化
（％）

対応未定
（％）

Ａ地域（計） 100．0 81．2 73．8 3．7 3．7 18．8
Ｂ地区 100．0 77．0 70．7 5．9 0．4 23．0
Ｃ地区 100．0 86．8 82．7 2．1 1．9 13．2
Ｄ地区 100．0 87．4 85．2 1．9 0．4 12．6
Ｅ地区 100．0 74．9 70．3 2．5 2．2 25．1
Ｆ地区 100．0 78．3 57．4 6．4 14．6 21．7
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と
突
出
し
て
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

の
地
区
は
水
稲
作
付
比
率
も
相
対
的
に
低
い
が
、
裏
返
し
て
言
え

ば
転
作
率
が
も
と
も
と
高
い
地
域
で
あ
り
、
相
応
の
レ
ベ
ル
で
畑

地
化
を
選
択
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
で
も
有
数
の
水
田
中
核
地
帯
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
事
例
地
域
に
お
い
て
も
、
畑
地
化
が
相
応
の
レ
ベ
ル
で

進
め
ら
れ
て
い
る
地
区
も
あ
る
、
と
い
う
事
実
に
注
目
し
た
い
。

こ
れ
に
は
、
地
域
の
立
地
条
件
が
強
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
事
例
地
域
の
自
治
体
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
地
域
全
体
の
お
よ
そ
二
割
が
対
象
農
用
地
面
積

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
田
地
目
だ
け
を
取
り
出
す
と
、
全
体

の
三
割
が
該
当
す
る
。
そ
こ
で
、
事
例
地
域
の
関
係
機
関
が
ま
と

め
て
い
る
二
三
年
の
実
績
資
料
か
ら
、
前
掲
表
と
同
様
に
地
区
別

の
対
象
面
積
割
合
を
示
す
と
表
5
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
対
象
面
積
の
割
合
に

は
、
地
区
別
に
相
応
の
差
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
を
三
つ
に
区

分
す
る
と
、
Ｂ
地
区
は
低
位
、
Ｃ
・
Ｄ
地
区
が
平
均
レ
ベ
ル
に
近

い
中
位
、
Ｅ
・
Ｆ
地
区
が
平
均
レ
ベ
ル
を
超
え
る
高
位
の
水
準
で

あ
る
。
こ
の
条
件
不
利
性
の
程
度
の
差
は
、
そ
の
ま
ま
水
田
地
価

の
高
低
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
の
水
田

地
価
は
、
事
例
地
域
の
関
係
機
関
が
把
握
し
て
い
る
二
二
年
度
の

田
地
目
の
売
買
実
例
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
、
地
区
単
位
の
面
積

過
重
平
均
を
計
算
し
た
平
均
値
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
指
標
を

表5 事例地域における地区差に関連した諸指標

資料：関係機関提供資料によって作成。
注1）転作継続田は前表の湛水管理＋畑地化＋対応未定面積の計とした。
注2）転作継続田の対応別内訳は、転作継続田面積に対する比率である。
注3）水田地価については本文参照。

中山間直接

支払対象田

面積割合

（％）

水田地価

（千円／10ａ）

水田面積に

占める転作

継続田割合

（％）

転作継続田の対応別内訳

湛水管理

（％）

畑地化

（％）

対応未定

（％）

Ａ地域（計） 30．0 221 26．2 14．0 14．2 71．8

Ｂ地区 2．5 373 29．3 20．2 1．5 78．3

Ｃ地区 24．3 266 17．3 12．3 11．3 76．4

Ｄ地区 30．0 298 14．9 12．6 2．6 84．7

Ｅ地区 55．4 135 29．8 8．5 7．4 84．2

Ｆ地区 41．0 127 42．6 15．0 34．1 50．9
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重
ね
合
わ
せ
る
と
、
Ｂ
地
区
は
事
例
地
域
の
中
で
も
優
等
地
の
地

位
に
あ
り
、
Ｅ
・
Ｆ
地
区
は
条
件
不
利
性
の
程
度
が
大
き
い
地
域

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
表
頭
の
「
転
作
継
続
田
」
の
割
合
は
、
前
表
の
水
稲
作

付
面
積
割
合
の
裏
返
し
の
数
字
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
二
二
年

以
降
、
転
作
が
継
続
し
て
い
る
田
面
積
の
割
合
を
あ
ら
わ
す
（
畑

地
化
面
積
を
含
む
）。
さ
ら
に
、
こ
の
転
作
継
続
田
を
分
母
と
し

て
、
湛
水
管
理
・
畑
地
化
・
対
応
未
定
の
三
区
分
で
対
応
別
内
訳

の
比
率
を
あ
ら
た
め
て
計
算
し
た
。

こ
れ
ら
の
指
標
と
先
述
の
地
域
特
性
を
重
ね
て
み
る
と
、
条
件

不
利
性
を
抱
え
る
Ｆ
地
区
で
は
転
作
継
続
田
割
合
が
高
く
、
そ
の

三
分
の
一
で
畑
地
化
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
条
件
不
利
性

を
抱
え
る
Ｅ
地
区
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
対
応
に
至
っ
て
お
ら
ず
、

八
割
が
対
応
未
定
と
な
っ
て
い
る
。
条
件
不
利
性
の
程
度
が
中
位

の
Ｃ
地
区
と
Ｄ
地
区
に
も
対
応
の
差
が
あ
り
、
Ｃ
地
区
で
は
転
作

継
続
田
で
一
割
を
超
え
る
畑
地
化
が
選
択
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
地

区
は
八
割
以
上
が
現
時
点
で
対
応
未
定
で
あ
る
。
五
年
水
張
り
ル

ー
ル
へ
の
対
処
に
は
ま
だ
二
年
の
猶
予
が
あ
り
、
実
情
は
様
子
見

と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
優
等
地
の
Ｂ
地
区
は
、
意
外
に
も
転
作

継
続
田
割
合
が
そ
れ
な
り
に
高
い
。
た
だ
、
対
応
別
内
訳
を
見
る

と
湛
水
管
理
の
割
合
が
相
対
的
に
高
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ

の
地
区
で
は
、
湛
水
状
態
が
転
作
物
生
産
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
相
対
的
に
小
さ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
海
道
の
水
田
中
核
地
帯
で
は
二
二
年
以
降

の
政
策
環
境
の
変
化
の
な
か
で
も
主
食
用
米
の
作
付
け
は
維
持
さ

れ
て
お
り
、
麦
・
大
豆
転
作
も
後
退
し
て
い
な
い
。
反
面
、
条
件

不
利
性
の
程
度
が
大
き
い
地
域
で
は
、
現
在
の
三
者
択
一
の
状
況

下
で
畑
地
化
も
選
択
さ
れ
て
い
る
。
事
例
地
域
に
お
い
て
は
、
主

要
な
転
作
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ソ
バ
の
転
作
田
を
中
心
と
し
て
、

畑
地
化
が
選
択
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
農
林
水
産
省
が
予
算

の
Ｐ
Ｒ
資
料
な
ど
で
書
き
込
ん
で
い
る
畑
地
化
促
進
事
業
の
政
策

目
標
は
「
水
田
を
畑
地
化
し
て
畑
作
物
の
本
作
化
に
取
り
組
む
農

業
者
に
対
し
て
、
畑
地
利
用
へ
の
円
滑
な
移
行
を
促
し
、
畑
作
物

の
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
促
進
す
る
こ
と
」
だ
が
、
実
態
と
し
て

は
条
件
不
利
性
を
抱
え
る
周
辺
部
で
畑
地
化
は
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
政
策
目
標
と
合
致
す
る
の
か
は
、
な
お
慎
重
な

吟
味
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
五
年
水
張
り
ル
ー
ル
へ
の
対
応
は
、
現
時

点
で
あ
と
二
年
の
猶
予
が
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
傾
向
は
今
後
も

進
む
と
思
わ
れ
る
が
、
引
き
続
き
事
例
地
域
を
マ
ー
ク
し
て
、
今

後
の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

北海道における水田利用の動向と畑地化の実態 ����������������
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1
�
は
じ
め
に

近
年
、
地
域
の
水
田
園
芸
を
牽
引
す
る
拠
点
と
な
る
大
規
模
園

芸
団
地
を
整
備
し
、
園
芸
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
自
治
体
や
農
業

協
同
組
合
等
に
よ
る
試
み
が
い
く
つ
か
の
都
道
府
県
で
み
ら
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
水
田
転
換
圃
場
に
大
規
模
園
芸
団
地
を
整
備

し
、
園
芸
生
産
に
取
り
組
む
大
規
模
経
営
体
や
農
業
法
人
に
対
し

て
政
策
資
源
を
集
中
的
に
展
開
し
、「
ス
ピ
ー
ド
」
と
「
規
模
」

を
重
視
し
た
新
た
な
水
田
園
芸
振
興
に
取
り
組
む
秋
田
県
の
事
例

を
紹
介
す
る
⑴
。

2
�
秋
田
県
に
お
け
る
水
田
高
度
利
用
の
た
め
の

園
芸
振
興
施
策

米
価
低
迷
に
よ
る
農
業
経
営
の
収
益
性
の
低
下
か
ら
園
芸
品
目

の
導
入
や
拡
大
に
対
す
る
農
家
の
投
資
意
欲
が
減
退
し
て
い
る
中

で
は
、
水
田
作
経
営
へ
の
園
芸
作
導
入
の
量
的
な
展
開
は
弱
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
秋
田
県
で
は
コ
メ
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
農
業
産
出
額
を
速
や
か
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の
起
爆

剤
と
な
る
新
た
な
園
芸
振
興
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
二

〇
一
三
年
に
秋
田
県
独
自
の
「
園
芸
メ
ガ
団
地
育
成
事
業
」（
以

下
、
メ
ガ
団
地
事
業
⑵
）
を
創
設
し
、
翌
二
〇
一
四
年
か
ら
大
規

模
園
芸
団
地
の
整
備
を
順
次
進
め
て
い
る
。
以
下
に
、
秋
田
県
農

林
水
産
部
（
二
〇
一
七
）、
秋
田
県
農
林
水
産
部
（
二
〇
二
二
）、

上
田
（
二
〇
二
二
）
を
参
考
に
、
メ
ガ
団
地
事
業
の
特
徴
を
整
理

す
る
。

①

一
カ
所
に
団
地
化
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
販
売
額
一
億
円

を
目
指
す

団
地
当
た
り
目
標
販
売
額
を
一
億
円
と
し
て
、
え
だ
ま
め
、
ね

秋
田
県
に
お
け
る
大
規
模
園
芸
団
地
整
備
に
よ
る
水
田
園
芸
振
興
の
現
状
と
課
題

上
田
賢
悦

秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学
部

������������������������ 農村と都市をむすぶ2024．10
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ぎ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト
マ
ト
等
の
主
要
一
七
品
目
の
中
か
ら
栽

培
品
目
を
選
択
し
、
原
則
と
し
て
一
カ
所
に
団
地
化
し
た
大
規
模

な
園
芸
団
地
を
整
備
す
る
。

②

機
械
・
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
対
す
る
手
厚
い
助
成

機
械
・
施
設
整
備
事
業
費
に
対
し
て
、
国
庫
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、
県
と
市
町
村
が
助
成
を
行
い
、
事
業
主
体
の
負
担
を
事
業

費
の
一
／
四
程
度
に
抑
え
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
主
体
と
営
農
主

体
を
分
離
し
、
Ｊ
Ａ
等
の
事
業
主
体
が
取
得
し
た
機
械
・
施
設
等

を
営
農
主
体
へ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
で
、
営
農
主
体
の
初
期
投
資
を

大
幅
に
軽
減
さ
せ
る
事
業
ス
キ
ー
ム
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
営
農
主
体
で
あ
る
農
業
者
や
農
業
法
人
が
事
業
主
体
に
も
な

る
場
合
も
あ
る
。

③

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
総
合
支
援

秋
田
県
の
出
先
機
関
で
あ
る
地
域
振
興
局
、
市
町
村
お
よ
び
Ｊ

Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
り
、
事
業
計
画
の
策
定
か
ら
進
行
管
理
、
栽
培
・
経
営
管

理
技
術
の
習
得
か
ら
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
開
拓
に
至
る
ま
で
様
々
な

支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
田
県
農
業
試
験
場
な
ど
の
公

設
試
験
場
に
よ
る
技
術
的
な
指
導
・
支
援
も
行
わ
れ
て
い
る
。

④

営
農
主
体
や
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
事
業
タ
イ
プ
を
選
択

単
一
団
地
で
販
売
額
一
億
円
を
目
標
と
す
る
「
メ
ガ
団
地
」
に

加
え
て
、
主
要
品
目
を
原
則
共
通
と
し
て
生
産
・
販
売
面
で
連
携

を
図
る
複
数
の
中
規
模
団
地
が
全
体
で
販
売
額
一
億
円
を
目
標

図1 メガ団地の事業タイプ概要
資料：秋田県農林水産部園芸振興課資料に基づき筆者作成

秋田県における大規模園芸団地整備による水田園芸振興の現状と課題 ������

１９



（
個
別
の
団
地
で
は
販
売
額
三
千
万
円
以
上
を
目
標
）と
す
る「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
団
地
」、「
メ
ガ
団
地
」
と
主
要
品
目
や
生
産
・
販

売
で
連
携
し
て
販
売
額
三
千
万
円
以
上
を
目
指
す
「
サ
テ
ラ
イ
ト

型
団
地
」
と
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
の
団
地
メ
ニ
ュ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
た
（
図
1
）。
二
〇
二
二
年
度
か
ら
は
、
中
山
間
地
域
に
お

い
て
販
売
額
三
千
万
円
以
上
を
目
指
す
「
中
山
間
拠
点
」、
一
団

地
で
販
売
額
一
億
円
以
上
を
目
指
す
「
メ
ガ
団
地
」
も
し
く
は
生

産
な
ど
で
連
携
す
る
複
数
の
団
地
が
合
計
販
売
額
一
億
円
以
上

（
個
別
の
団
地
で
は
販
売
額
三
千
万
円
以
上
）
を
目
指
す
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
団
地
」
を
選
択
す
る
「
大
規
模
拠
点
」
の
二
つ
の
メ
ニ

ュ
ー
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
。

⑤

圃
場
整
備
事
業
お
よ
び
農
地
中
間
管
理
事
業
と
一
体
と
な
っ

た
推
進

「
あ
き
た
型
ほ
場
整
備
」
と
称
し
、
ほ
場
整
備
に
よ
り
水
田
の

高
度
利
用
を
可
能
に
す
る
大
区
画
化
や
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム

等
に
よ
る
排
水
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
農
地
中
間
管

理
機
構
と
の
連
携
に
よ
り
農
業
法
人
等
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
面

的
集
積
を
図
り
、
そ
れ
ら
担
い
手
を
中
心
に
メ
ガ
団
地
事
業
に
よ

る
高
収
益
作
物
生
産
の
団
地
化
を
図
っ
て
い
る
。

3
�
大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
事
例

二
〇
一
四
年
に
メ
ガ
三
団
地
か
ら
始
ま
っ
た
大
規
模
園
芸
団
地

の
整
備
は
、
二
〇
二
一
年
時
点
で
メ
ガ
一
五
団
地
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
一
六
団
地
、
サ
テ
ラ
イ
ト
一
九
団
地
の
計
五
〇
団
地
が
整
備
さ

れ
、
大
規
模
菌
床
し
い
た
け
栽
培
を
行
う
一
〇
団
地
を
除
く
四
〇

団
地
が
園
芸
作
物
の
団
地
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
実
績
で

は
、
一
八
団
地
・
一
一
七
ha
で
露
地
ね
ぎ
が
、
六
団
地
・
二
〇
三

ha
で
え
だ
ま
め
が
栽
培
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
水
田
転
換
圃
場
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
メ
ガ
団
地
事
業
に
参
画
し
て
え
だ
ま
め
栽
培
ま
た

は
ね
ぎ
栽
培
に
取
り
組
む
大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
の
二
事
例
に

つ
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
。

1

え
だ
ま
め
栽
培
に
取
り
組
む
大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
の
事

例

①

経
営
概
況

大
規
模
え
だ
ま
め
栽
培
に
取
り
組
む
Ａ
社
の
経
営
概
況
を
以
下

に
示
す
（
表
1
）。
二
〇
〇
六
年
に
法
人
化
し
た
Ａ
社
は
、
離
農

が
進
む
都
市
周
縁
部
を
中
心
に
出
作
に
よ
る
規
模
拡
大
を
進
め
た

結
果
、
経
営
耕
地
面
積
が
法
人
設
立
時
の
約
六
三
ha
か
ら
二
〇
一

二
年
に
は
一
〇
〇
ha
を
超
え
、
二
〇
二
三
年
に
は
約
一
七
二
ha
ま

で
拡
大
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
の
作
目
構
成
は
、
水
稲
四
四
・

九
ha
と
大
豆
五
三
・
三
ha
に
加
え
て
、
え
だ
ま
め
が
七
二
・
〇
ha

と
な
っ
て
お
り
、
露
地
野
菜
が
水
稲
を
大
き
く
上
回
る
作
付
面
積

規
模
に
あ
る
大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
で
あ
る
。

②

え
だ
ま
め
栽
培
へ
の
取
り
組
み
概
況

Ａ
社
で
は
、
急
激
に
規
模
拡
大
が
進
む
中
で
、
水
田
の
水
管
理
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作
業
の
労
働
力
の
制
約
（
熟
練
し
た
水
管
理
担
当
が
二
人
の
み
）

と
、
水
稲
の
面
積
拡
大
で
は
稲
刈
り
作
業
と
大
豆
の
収
穫
作
業
が

重
な
る
こ
と
を
懸
念
し
、
水
稲
作
以
外
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ

た
。
そ
こ
で
、
土
地
利
用
的
な
露
地
野
菜
で
作
業
の
機
械
化
が
比

較
的
進
展
し
て
お
り
、
地
元
Ｊ
Ａ
が
大
規
模
産
地
形
成
へ
向
け
て

強
く
推
進
し
て
い
た
え
だ
ま
め
を
選
択
し
、
二
〇
〇
六
年
に
約
一

〇
ha
か
ら
栽
培
を
開
始
し
た
。
二
〇
一
六
年
よ
り
Ａ
社
単
独
で
営

農
・
事
業
主
体
と
な
る
メ
ガ
団
地
事
業
へ
の
参
画
を
契
機
に
、
え

だ
ま
め
栽
培
規
模
を
四
二
・
三
ha
に
ま
で
拡
大
さ
せ
、
二
〇
二
三

年
度
に
は
七
二
・
〇
ha
と
え
だ
ま
め
導
入
当
初
の
七
倍
強
の
面
積

に
至
っ
て
い
る
。

2

ね
ぎ
栽
培
に
取
り
組
む
大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
の
事
例

①

経
営
概
況

大
規
模
ね
ぎ
栽
培
に
取
り
組
む
Ｂ
社
の
経
営
概
況
を
以
下
に
示

す
（
表
2
）。
Ｂ
社
は
、
基
盤
整
備
事
業
を
契
機
と
し
て
二
〇
〇

八
年
に
設
立
さ
れ
た
集
落
型
農
業
法
人
で
あ
る
。
事
業
地
区
内
の

農
地
集
積
を
進
め
、
二
〇
二
三
年
現
在
の
経
営
面
積
は
約
七
〇
ha

と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
の
作
目
構
成
は
、
水
稲
三
四
ha
と

大
豆
三
一
ha
に
加
え
て
、
露
地
ね
ぎ
が
五
・
三
ha
と
な
っ
て
い

る
。
ね
ぎ
の
販
売
額
が
総
販
売
額
（
補
助
金
・
交
付
金
を
除
く
）

の
約
五
割
を
占
め
る
大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
で
あ
る
。

②

露
地
ね
ぎ
栽
培
へ
の
取
り
組
み
概
況

Ｂ
社
で
は
、
水
稲
お
よ
び
大
豆
作
だ
け
で
は
高
収
益
の
実
現
が

表1 Ａ社の経営概況（2023年）

資料：Ａ社聞き取り調査より
注 ：主要な機械装備の（ ）内数値は，所有台数を表す。
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難
し
い
と
の
判
断
の
下
、
土
地
利
用
的
な
露
地
野
菜
で
作
業
の
機

械
化
が
比
較
的
進
展
し
て
お
り
、
地
元
Ｊ
Ａ
に
よ
る
生
産
・
販
売

面
で
の
支
援
が
充
実
し
た
ね
ぎ
の
大
規
模
栽
培
を
選
択
し
た
。
当

時
、
地
元
Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体
と
な
り
、
メ
ガ
団
地
と
し
て
基
盤
整

備
事
業
が
進
む
隣
地
区
に
作
業
舎
、
農
機
具
格
納
庫
、
育
苗
ハ
ウ

ス
等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
最
終
的
に
Ｂ
社
を
含
む
四
経

営
体
（
農
業
法
人
二
社
、
認
定
農
業
者
二
名
）
が
営
農
主
体
と
な

り
同
事
業
に
参
画
し
、
二
〇
一
五
年
か
ら
団
地
全
体
で
一
一
・
五

ha
の
大
規
模
ね
ぎ
栽
培
が
開
始
さ
れ
た
。

Ｂ
社
で
は
、
団
地
内
の
他
の
営
農
主
体
（
認
定
農
業
者
）
が
ベ

テ
ラ
ン
の
ネ
ギ
栽
培
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
経
験
か

ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
作
業
適
期
の
判
断
や
作
業
手
順
と
い
う
ノ
ウ

ハ
ウ
を
参
考
に
し
て
、
栽
培
技
術
の
習
得
を
進
め
る
こ
と
で
、
作

付
面
積
四
ha
か
ら
開
始
し
た
ね
ぎ
栽
培
の
規
模
を
徐
々
に
拡
大
さ

せ
、
現
在
の
五
・
三
ha
に
至
っ
て
い
る
。
団
地
内
の
他
の
営
農
主

体
も
同
様
に
作
付
面
積
を
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は

団
地
全
体
で
二
二
ha
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

Ｂ
社
を
含
む
メ
ガ
団
地
の
取
組
が
、
地
域
内
に
お
け
る
大
規
模

ね
ぎ
生
産
へ
の
意
欲
を
高
め
、
メ
ガ
団
地
を
核
と
し
た
サ
テ
ラ
イ

ト
型
団
地
が
六
地
区
、
新
規
就
農
者
や
規
模
拡
大
志
向
の
生
産
者

が
生
産
・
販
売
面
で
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
団
地
が
三
地
区

整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
地
域
全
体
の
ね
ぎ
生
産
量
お
よ

び
販
売
額
を
大
幅
に
増
大
さ
せ
て
い
る
。

表2 Ｂ社の経営概況（2023年）

資料：Ｂ社聞き取り調査より
注 ：主要な機械装備の（ ）内数値は，所有台数を表す。
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3

大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
の
存
立
要
因

両
事
例
と
も
秋
田
県
に
お
け
る
一
戸
当
た
り
平
均
作
付
面
積

（
え
だ
ま
め
一
・
〇
二
ha
／
戸
、
夏
ね
ぎ
〇
・
三
ha
／
戸
、
秋
冬

ね
ぎ
〇
・
四
ha
／
戸
）
を
大
き
く
上
回
る
規
模
で
、
水
田
圃
場
に

お
い
て
露
地
野
菜
を
導
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
水

田
作
複
合
経
営
を
成
立
さ
せ
て
い
る
要
因
と
し
て
、
以
下
が
あ
げ

ら
れ
る
。

①

多
様
な
労
働
力
構
成

Ａ
社
の
二
〇
二
三
年
の
労
働
力
構
成
は
、
法
人
役
員
三
名
と
社

員
六
名
に
加
え
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
一
名
、
春
作
業
期
の
臨

時
雇
二
名
、
え
だ
ま
め
収
穫
期
（
七
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
中
旬
）

の
臨
時
雇
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
か
ら
派
遣
さ
れ
る
高
齢
者
を
二
日
お
き
に
一
二
名
程
度
確
保
す

る
と
と
も
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
必
要
に
応
じ
て
「
一
日
農
業
バ
イ

ト
ア
プ
リday

w
ork

」
で
独
自
に
調
達
し
て
い
る
。

Ｂ
社
の
二
〇
二
三
年
の
労
働
力
構
成
は
、
常
勤
の
法
人
役
員
三

名
と
社
員
四
名
に
加
え
、
地
域
内
か
ら
の
臨
時
雇
一
二
名
（
四
月

か
ら
一
二
月
）
で
あ
る
。
ま
た
、
特
徴
的
な
点
と
し
て
は
、
収
穫

作
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
、
メ
ガ
団
地
内
の
他
の
営
農
主
体

と
労
働
力
の
融
通
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

②

機
械
化
一
貫
体
系
の
構
築

Ａ
社
で
は
、
ハ
イ
ク
リ
ブ
ー
ム
や
中
耕
デ
ィ
ス
ク
カ
ル
チ
と
い

っ
た
管
理
作
業
用
機
械
に
加
え
て
、
乗
用
型
え
だ
ま
め
収
穫
機
を

導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
洗
浄
機
、
脱
水
機
、
光
セ
ン
サ
ー
選
別

機
、
予
冷
庫
、
自
動
計
量
・
包
装
ラ
イ
ン
と
い
っ
た
調
整
作
業
に

係
る
機
器
と
、
そ
れ
ら
を
格
納
し
た
選
別
調
製
施
設
を
導
入
し
、

一
日
当
た
り
え
だ
ま
め
収
穫
面
積
一
ha
、
出
荷
量
三
ｔ
が
可
能
な

体
制
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
社
で
も
、
播
種
機
や
全
自
動
移
植
機
を
導
入
し
て
効
率
的
な

作
業
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
自
走
式
・
全
自
動
ね
ぎ
収
穫
機

と
調
整
ロ
ボ
ッ
ト
（
自
動
根
葉
切
り
・
皮
む
き
）
を
導
入
し
た
収

穫
・
調
整
作
業
の
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
一
日
当
た
り
の
出
荷
量
一

ｔ
が
可
能
な
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

③

長
期
継
続
出
荷
体
系
の
確
立

え
だ
ま
め
の
長
期
継
続
出
荷
を
図
る
に
は
、
収
穫
・
調
整
作
業

の
作
業
量
の
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
を
意
図
し
な
が
ら
、
早
生
か
ら
晩
生

ま
で
良
食
味
優
良
品
種
を
複
数
組
み
合
わ
せ
た
栽
培
体
系
を
確
立

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
Ａ
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
栽
培
経

験
に
加
え
て
、
秋
田
県
農
業
試
験
場
が
開
発
し
た
「
え
だ
ま
め
長

期
出
荷
作
付
け
モ
デ
ル
」（
本
庄
ら
、
二
〇
一
〇
）
や
種
苗
会
社

か
ら
の
情
報
を
参
考
に
、

Ｊ
Ａ
や
普
及
指
導
機
関
か
ら
の
助
言

も
受
け
な
が
ら
、
収
量
性
、
作
業
性
、
食
味
を
考
慮
し
て
選
択
し

た
一
二
品
種
の
組
み
合
わ
せ
で
段
播
を
行
っ
て
い
る
（
表
3
）。

そ
し
て
、
七
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
ま
で
の
長
期
継
続
出
荷
を

実
現
し
、
収
穫
作
業
ピ
ー
ク
を
シ
フ
ト
さ
せ
な
が
ら
労
働
量
を
平

準
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
面
積
で
の
農
地
利
用
を
可
能
し
て
い
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る
。一

方
、
葉
鞘
部
を
伸
長
・
軟
白
さ
せ
る
根
深
ね
ぎ
で
あ
る
秋
田

県
の
ね
ぎ
栽
培
に
お
い
て
は
、
作
付
け
規
模
の
拡
大
へ
の
対
応
と

長
期
出
荷
体
系
の
確
立
の
た
め
に
は
、
七
月
か
ら
収
穫
が
可
能
と

な
る
新
作
期
の
導
入
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
秋
田
県
の
よ

う
な
積
雪
寒
冷
地
で
は
、
暖
地
や
温
暖
地
で
七
月
収
穫
の
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
秋
ま
き
年
内
定
植
や
秋
ま
き
露
地
育
苗
に
よ
る
夏

ど
り
栽
培
を
導
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
秋
田
県

農
業
試
験
場
で
は
、
無
加
温
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
お
よ
び
セ
ル
ト
レ
ー

と
連
結
紙
筒
を
活
用
し
た
越
冬
育
苗
に
よ
り
七
月
中
旬
か
ら
の
収

穫
が
可
能
と
な
る
セ
ル
成
型
苗
で
の
「
越
冬
大
苗
七
月
ど
り
」、

八
月
上
旬
か
ら
の
収
穫
が
可
能
と
な
る
連
結
紙
筒
育
苗
苗
で
の

「
越
冬
苗
八
月
ど
り
」
の
新
作
期
を
開
発
し
て
い
る
（
本
庄
、
二

〇
一
九
）。

Ｂ
社
で
は
、
農
業
試
験
場
の
研
究
成
果
を
参
考
に
、
Ｊ
Ａ
や
普

及
指
導
機
関
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
越
冬
大
苗
七
月
ど
り
の
作
型

を
導
入
し
、
七
月
中
旬
か
ら
翌
年
一
月
中
下
旬
ま
で
の
長
期
継
続

出
荷
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
労
働
量
を
平
準
化
さ
せ
な
が
ら
、

余
剰
労
働
力
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い
る
（
図
2
）。

④

地
元
Ｊ
Ａ
に
よ
る
支
援

Ａ
社
の
地
元
Ｊ
Ａ
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
に
え
だ
ま
め
生
産
者

の
選
別
調
製
労
働
力
不
足
を
補
完
す
る
共
同
選
果
場
と
規
格
外
品

の
利
活
用
の
た
め
の
一
次
加
工
施
設
を
併
設
整
備
し
、
生
産
者
に

表3 Ａ社の長期出荷体系となるえだまめ品種構成（2023年）

資料：Ａ社聞き取り調査より
注：品種名の※印は秋田県オリジナル品種を示す
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対
し
て
手
取
り
向
上
と
栽
培
に
集
中
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い

る
。
Ａ
社
に
と
り
、
そ
れ
ら
環
境
は
自
社
の
調
整
作
業
能
力
を
補

完
す
る
も
の
で
あ
り
、発
生
す
る
規
格
外
品（
一
粒
莢
や
破
損
莢
）

の
収
益
化
の
面
か
ら
も
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
社
の
地
元
Ｊ
Ａ
は
、
越
冬
大
苗
七
月
ど
り
等
の
新
作
期
の
普

及
を
図
る
た
め
に
、
二
〇
一
二
年
度
に
育
苗
用
施
設
を
整
備
し

て
、
新
作
期
用
の
ね
ぎ
苗
の
供
給
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
新
作
期

の
ね
ぎ
播
種
作
業
は
水
稲
・
大
豆
の
秋
作
業
と
競
合
す
る
た
め
、

Ｂ
社
も
購
入
し
て
い
る
ね
ぎ
苗
の
供
給
事
業
は
、
産
地
全
体
の
長

期
継
続
出
荷
を
支
え
る
基
盤
と
も
な
っ
て
い
る
。

4
�
お
わ
り
に
〜
今
後
の
園
芸
振
興
の
展
望
と
課
題
〜

秋
田
県
の
水
田
園
芸
の
振
興
方
策
で
あ
る
メ
ガ
団
地
事
業
は
、

収
益
性
の
高
い
園
芸
品
目
を
大
規
模
に
導
入
す
る
水
田
作
複
合
経

営
体
に
対
し
て
、
生
産
技
術
研
究
・
開
発
と
園
芸
振
興
施
策
の
両

面
か
ら
集
中
的
に
支
援
し
、
そ
れ
ら
が
地
域
に
お
け
る
水
田
作
複

合
経
営
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
っ
て
新
規
就
農
者
や
規
模
拡
大
志

向
の
生
産
者
を
牽
引
し
、
加
速
度
的
に
地
域
全
体
の
園
芸
振
興
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
規
模
水
田
作
複
合
経
営
が
園
芸
作
と
水
稲
作
と
を

両
立
し
て
い
く
に
は
、
労
働
競
合
を
回
避
し
な
が
ら
複
数
の
作
業

を
同
時
に
連
続
し
て
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
作
期
拡
大
を

図
っ
た
と
し
て
も
作
業
適
期
は
限
ら
れ
る
た
め
、
作
業
適
期
を
逸

図2 Ｂ社における長期出荷体系となるねぎ収穫期構成
資料：Ｂ社聞き取り調査より。
注 ：収穫，■囲いねぎ収穫
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す
る
こ
と
に
よ
る
収
量
低
下
の
リ
ス
ク
を
排
除
し
き
れ
な
い
。
重

層
的
・
連
続
的
な
複
数
作
業
を
、
限
ら
れ
る
作
業
適
期
幅
で
精
密

実
施
し
て
い
く
に
は
、
作
業
や
資
材
投
入
な
ど
の
各
種
作
業
デ
ー

タ
と
生
育
情
報
や
環
境
情
報
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
作
業
判
断
を
行

っ
て
い
く
と
い
う
、
デ
ー
タ
活
用
型
の
作
業
・
栽
培
管
理
へ
の
転

換
が
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
作

業
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
関
す
る
意
思
決
定
が
で
き
る
人
材
」

の
育
成
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、「
そ
の
意
思
決
定
や
意

思
決
定
の
実
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
や
普
及
指

導
員
等
の
支
援
人
材
の
育
成
強
化
も
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
適
期
作
業
の
た
め
の
労
働
力
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
以
下
の
取
組
が
課
題
と
な
る
。
ま
ず
、
水
稲
部
門
の
更
な
る

効
率
化
・
省
人
化
に
よ
り
、
手
作
業
が
多
い
た
め
に
人
手
が
必
要

と
な
る
園
芸
部
門
へ
の
労
働
力
の
シ
フ
ト
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
二
事
例
と
も
、
水
稲
部
門
の
プ
ー
ル
育
苗
や

密
苗
移
植
栽
培
と
い
う
省
力
化
技
術
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
直

播
栽
培
や
無
代
か
き
栽
培
等
の
導
入
の
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
労
働
力
確
保
を
個
々
の
経
営
体
に
お
け
る
経
営

課
題
に
と
ど
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
や
自
治
体
等
の
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
た
労
働
力
確
保
支
援
施
策
を
水
田
園
芸
の
振

興
施
策
に
組
み
込
ん
で
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

両
事
例
と
も
露
地
野
菜
の
作
付
け
に
は
排
水
が
良
好
な
圃
場
を

選
択
し
、
Ａ
社
で
は
全
層
心
土
破
砕
機
に
よ
る
営
農
排
水
施
工
、

明
渠
施
工
に
よ
る
地
表
水
の
排
除
、
作
土
の
排
水
性
・
通
気
性
を

改
善
す
る
た
め
の
緑
肥
や
堆
肥
等
の
有
機
物
の
投
入
を
積
極
的
に

行
い
、
土
地
生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る

面
積
拡
大
を
進
め
た
場
合
、
排
水
性
の
観
点
か
ら
適
さ
な
い
ほ
場

で
の
作
付
け
も
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
営
農
排
水

対
策
だ
け
で
は
な
く
、水
稲
作
付
け
期
間
か
ら
排
水
性（
透
水
性
）

や
畑
地
の
形
質
と
し
て
重
要
な
砕
土
性
を
悪
化
さ
せ
な
い
農
法
の

導
入
が
合
理
的
で
あ
り
（
進
藤
、
二
〇
二
一
）、
そ
の
た
め
の
技

術
開
発
や
普
及
活
動
を
更
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注⑴

本
稿
は
、
令
和
五
年
度
日
本
農
業
経
営
学
会
研
究
大
会
の
四

〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
秋
田
県
の
水
田
単
作
地
帯

に
お
け
る
園
芸
振
興
と
水
田
高
度
利
用
―
現
状
と
今
後
の
展
望

―
」
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑵

「
園
芸
メ
ガ
団
地
育
成
事
業
」
は
、「
メ
ガ
団
地
等
大
規
模

園
芸
拠
点
育
成
事
業
」「
大
規
模
園
芸
拠
点
整
備
事
業
」
と
事

業
の
名
称
や
内
容
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
総

称
と
し
て
「
メ
ガ
団
地
事
業
」
と
す
る
。

参
考
・
引
用
文
献
：

秋
田
県
農
林
水
産
部
（
二
〇
一
七
）『
園
芸
メ
ガ
団
地
等
の
取
組
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事
例
集
』

秋
田
県
農
林
水
産
部
（
二
〇
二
二
）『
秋
田
の
園
芸
振
興
を
リ
ー

ド
す
る
園
芸
メ
ガ
団
地
取
り
組
み
実
績
集
』

本
庄
求
（
二
〇
一
九
）「
寒
冷
地
に
お
け
る
ネ
ギ
の
無
加
温
ビ
ニ

ル
ハ
ウ
ス
で
の
越
冬
育
苗
に
よ
る
夏
ど
り
栽
培
に
関
す
る
研

究
」『
秋
田
県
農
業
試
験
場
研
究
報
告
』（
五
七
）
：
一
―
七
八
。

本
庄
求
・
篠
田
光
江
・
佐
藤
菜
々
子
・
武
田
悟
・
田
口
多
喜
子
・

田
村
晃
（
二
〇
一
〇
）「
エ
ダ
マ
メ
の
長
期
出
荷
に
向
け
た
作

付
け
モ
デ
ル
」『
秋
田
県
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
農
業
試
験

場
研
究
時
報
』（
四
九
）

進
藤
勇
人
（
二
〇
二
一
）「
水
田
の
田
畑
輪
換
利
用
に
お
け
る
生

産
性
お
よ
び
作
業
性
向
上
に
関
す
る
研
究
」『
秋
田
県
農
業
試

験
場
研
究
報
告
』（
五
九
）
：
一
―
三
九
。

上
田
賢
悦
（
二
〇
二
二
）「
稲
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
園
芸
振
興

へ
の
挑
戦
：
秋
田
県
の
園
芸
メ
ガ
団
地
育
成
事
業
に
よ
る
大
規

模
園
芸
生
産
拠
点
の
創
出
を
事
例
と
し
て
」『
野
菜
情
報
』
二

一
九
：
三
九
―
四
七
。
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1
�
は
じ
め
に

水
田
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
新
食
糧
法
へ
の
移
行
と
米
の
戸

別
所
得
補
償
の
廃
止
下
に
お
け
る
米
価
下
落
と
生
産
調
整
面
積
の

拡
大
に
よ
り
、
こ
の
間
急
激
に
採
算
性
を
悪
化
さ
せ
て
き
た
。
最

近
で
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
需
要
停
滞
と
生
産
資
材
価
格
高
騰
が
大
規

模
経
営
の
採
算
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
加
え

て
、
基
本
法
改
正
の
議
論
の
過
程
で
、
①
生
産
調
整
に
お
け
る
一

般
品
種
に
よ
る
飼
料
用
米
支
援
水
準
の
段
階
的
引
き
下
げ
、
②
い

わ
ゆ
る
「
五
年
水
張
り
ル
ー
ル
の
具
体
化
」
に
よ
る
直
接
交
付
金

対
象
水
田
の
限
定
化
、
及
び
、
③
畑
地
化
促
進
事
業
に
よ
る
水
田

の
畑
地
化（
二
〇
二
三
年
三
万
ha
、二
四
年
一
・
八
万
ha
見
込
み
）

が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
水
田
潰
し
」
が
本
格
化
す
る
も
の
と

現
場
で
は
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
水
田
農
業
の

担
い
手
の
世
代
交
代
が
進
行
途
上
に
あ
る
。
世
代
交
代
を
契
機
に

一
〇
〇
ha
を
超
え
る
経
営
体
も
析
出
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
担
い

手
層
が
大
規
模
水
田
拡
大
型
と
園
芸
作
を
含
む
大
規
模
複
合
タ
イ

プ
に
分
裂
し
て
き
て
お
り
、
今
ま
で
の
個
別
規
模
拡
大
路
線
で
流

動
農
地
を
受
け
き
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
生
産

調
整
の
拡
大
と
米
価
下
落
の
下
で
、
政
策
的
に
も
水
田
農
業
に
お

け
る
高
収
益
作
物
（
園
芸
部
門
）
の
定
着
化
が
問
わ
れ
て
お
り
、

県
で
も
「
園
芸
大
国
と
ち
ぎ
」
作
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
帰
趨
が
問
わ
れ
て
い
る
。

以
下
、
栃
木
県
に
お
け
る
野
菜
作
を
中
心
と
し
た
園
芸
振
興
の

動
向
を
確
認
し
つ
つ
、
合
わ
せ
て
、
水
田
の
畑
地
化
の
動
向
に
関

宇
都
宮
大
学
農
学
部

秋
山

満

宇
都
宮
大
学
農
学
部

福
田
竜
一

栃
木
県
に
お
け
る
水
田
園
芸
の
実
態
と
畑
地
化
事
業
の
動
向

������������������������ 農村と都市をむすぶ2024．10
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し
て
簡
単
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

2
�
栃
木
県
に
お
け
る
農
業
生
産
の
動
向

表
1
は
、
栃
木
県
に
お
け
る
部
門
別
農
業
産
出
額
と
構
成
比
の

推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
栃
木
県
の
農
業
は
、
開
田
地
帯
を
含

む
相
対
的
に
大
規
模
な
米
・
二
条
大
麦
を
主
体
と
す
る
耕
種
部

門
、
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
等
の
施
設
園
芸
を
中
心
と
す
る
園
芸
部

門
、
及
び
県
北
開
拓
地
の
酪
農
を
中
心
と
す
る
畜
産
部
門
が
展
開

し
、
全
国
粗
生
産
額
第
九
位
を
占
め
、
耕
畜
園
の
農
業
生
産
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
い
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
産
調
整
の
拡

大
と
米
価
の
下
落
が
進
行
す
る
な
か
で
、
耕
種
部
門
が
二
割
程
度

に
ま
で
低
下
す
る
と
と
も
に
、
伸
張
が
期
待
さ
れ
た
園
芸
部
門

は
、
二
〇
一
八
年
を
ピ
ー
ク
に
む
し
ろ
減
少
に
転
じ
て
き
て
い

る
。
肉
牛
価
格
に
支
え
ら
れ
た
畜
産
部
門
が
生
産
額
の
過
半
に
達

す
る
勢
い
と
な
り
、
耕
畜
園
の
バ
ラ
ン
ス
は
大
き
く
崩
れ
て
き
た

の
が
近
年
の
動
向
で
あ
る
。
伸
張
し
て
き
た
畜
産
部
門
も
、
コ
ロ

ナ
を
契
機
と
す
る
需
要
停
滞
と
エ
サ
価
格
高
騰
に
よ
る
採
算
悪
化

が
進
行
し
て
お
り
、
三
す
く
み
の
形
で
生
産
停
滞
が
進
行
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

表
出
は
省
く
が
、
首
都
圏
に
近
い
関
東
圏
は
、
園
芸
を
中
心
と

し
た
商
業
型
農
業
の
進
展
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
関
東
・
東

山
の
園
芸
ウ
エ
イ
ト
五
一
％
）
が
、
全
国
粗
生
産
第
三
位
の
茨
城

県
は
園
芸
の
ウ
エ
イ
ト
が
四
三
％
、
同
四
位
の
千
葉
県
が
四
四

表1 農業産出額の部門別推移と構成比（栃木・億円・％）

・生産農業所得統計より作成

農産 園芸 畜産 その他 合計
2000 1058 822 807 57 2746
2005 897 894 907 43 2741
2010 704 955 853 40 2552
2015 584 1039 1055 45 2723
2020 714 887 1225 50 2875
2021 508 863 1287 35 2693
2000 38．5 29．9 29．4 2．1 100．0
2005 32．7 32．6 33．1 1．6 100．0
2010 27．6 37．4 33．4 1．6 100．0
2015 21．4 38．2 38．7 1．7 100．0
2020 24．8 30．9 42．6 1．7 100．0
2021 18．9 32．0 47．8 1．3 100．0

栃木県における水田園芸の実態と畑地化事業の動向 ��������������
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％
、
同
一
二
位
の
群
馬
県
が
四
一
％
、
同
二
一
位
の
埼
玉
県
が
六

二
％
に
対
し
、
同
九
位
の
栃
木
県
は
三
二
％
に
留
ま
り
、
園
芸
部

門
の
比
重
が
低
い
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
水
田
農
業
の
動
向
・

縮
小
が
そ
の
ま
ま
県
農
業
の
推
移
を
決
め
る
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
野
菜
を
中
心
と
す
る
園
芸
作
の
振
興
動
向
が
県
農
業
の
帰
趨

を
決
め
る
位
置
を
占
め
て
い
る
と
し
て
よ
い
。
栃
木
県
に
お
い
て

は
二
〇
一
七
年
か
ら
イ
チ
ゴ
を
中
心
に
「
園
芸
大
国
と
ち
ぎ
」
の

振
興
を
図
っ
て
き
た
が
、
現
実
に
は
世
代
交
代
を
契
機
に
中
小
園

芸
作
の
撤
退
が
進
行
し
て
お
り
、
産
地
維
持
に
向
け
て
こ
う
し
た

下
落
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
の
か
が
当
面
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

3
�
栃
木
県
に
お
け
る
水
田
園
芸
の
動
向

表
2
は
、
栃
木
県
に
お
け
る
主
要
野
菜
品
目
の
動
向
を
見
た
も

の
で
あ
る
。
栃
木
県
の
主
要
品
目
は
全
国
一
位
の
生
産
量
を
誇
る

イ
チ
ゴ
を
中
心
に
、
全
国
六
位
の
ト
マ
ト
、
全
国
二
位
の
ニ
ラ
、

ネ
ギ
、
全
国
七
位
の
ナ
ス
な
ど
、
施
設
園
芸
を
中
心
に
展
開
し
て

き
た
。
水
田
の
複
合
経
営
タ
イ
プ
か
ら
園
芸
部
門
の
規
模
拡
大
と

技
術
高
度
化
が
進
み
、
野
菜
専
業
タ
イ
プ
が
増
加
し
て
き
て
い
る

の
が
第
一
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。し
か
し
、施
設
投
資
の
大
規
模
化
、

規
模
拡
大
に
伴
う
雇
用
労
働
の
確
保
等
が
困
難
化
し
て
き
て
お

り
、
中
小
零
細
層
か
ら
作
付
を
縮
小
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
主
要
部
門
に
お
い
て
す
ら
作
付
面
積
が
縮
小
し
て

表2 園芸作の作付面積の推移と増減動向（栃木・ha・％）

・野菜生産出荷統計より作成

2011 2016 2021 1̂6/11 2̂1/16 全国順位
イチゴ 632 586 509 ▲7．3 ▲13．1 1
トマト 389 378 300 ▲2．8 ▲20．6 6
ニラ 415 396 324 ▲4．6 ▲18．2 2
アスパラガス 68 87 106 27．9 21．8 －
なす 387 393 314 1．6 ▲20．1 7
キュウリ 302 299 242 ▲1．0 ▲19．1 17
ネギ 606 587 655 ▲3．1 11．6 2
さといも 607 588 495 ▲3．1 ▲15．8 5
ホウレンソウ 636 618 604 ▲2．8 ▲2．3 9
タマネギ 272 240 248 ▲11．8 3．3 8

�������������� 栃木県における水田園芸の実態と畑地化事業の動向
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き
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
近
年
伸
び
て
き
て
い
る
の
は
粗
放

型
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
作
型
が
確
立
し
て
き
た
露
地
型
ネ
ギ
、
土

地
利
用
型
の
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
表
に
は
な
い
が
干
し
芋
加

工
を
目
指
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
機
収
型
園
芸
作
物
で
あ
り
、
こ

れ
が
第
二
の
園
芸
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
部
門
の
担
い
手
層

は
水
田
の
中
規
模
層
ク
ラ
ス
の
複
合
経
営
タ
イ
プ
で
あ
り
、
周
年

労
働
体
制
を
目
指
し
て
多
様
な
作
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
流
通
対
応
と
し
て
は
、
契
約
栽
培
や
市
場
外
流
通
に

取
り
組
む
農
家
も
多
い
。
第
三
の
タ
イ
プ
は
、
近
年
増
加
し
て
き

た
道
の
駅
や
直
売
所
を
中
心
と
し
た
地
産
地
消
型
の
労
働
集
約
型

園
芸
作
で
あ
る
。
担
い
手
と
し
て
は
高
齢
層
や
中
小
規
模
層
に
多

く
、
追
加
所
得
型
の
野
菜
作
生
産
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
道

の
駅
を
含
む
直
売
所
は
二
〇
〇
〇
年
二
四
六
カ
所
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
競
争
が
激
し
く
な
り
、
現
在
は
一
六
六
カ
所
の
設
置
と
縮

小
し
て
い
る
が
、
売
上
額
は
二
〇
〇
〇
年
の
六
六
億
円
か
ら
二
〇

二
一
年
に
は
一
五
八
億
円
へ
と
急
伸
長
し
て
お
り
、
観
光
需
要
も

取
り
込
む
形
で
一
件
当
た
り
の
売
上
額
も
大
型
化
し
て
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
地
産
地
消
型
は
、
品
揃
え
機
能
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
少
量
多
品
目
の
周
年
生
産
を
目
指
す
タ
イ
プ
が
多
い
。

以
上
、
栃
木
県
に
お
け
る
園
芸
動
向
は
、
世
代
交
代
に
伴
う
産

地
・
作
付
縮
小
を
基
調
と
し
つ
つ
、
プ
ロ
型
の
専
業
施
設
園
芸
農

家
層
、
土
地
利
用
型
補
完
型
の
機
収
作
物
を
中
心
と
す
る
露
地
型

園
芸
作
、
高
齢
層
や
中
小
担
い
手
を
中
心
と
す
る
労
働
集
約
型
多

品
目
生
産
層
に
分
か
れ
て
き
て
い
る
の
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
従

来
、
園
芸
作
は
適
地
適
産
を
中
心
に
エ
リ
ア
的
な
産
地
育
成
を
目

指
し
て
き
た
が
、
世
代
交
代
を
見
据
え
て
、
こ
う
し
た
担
い
手
形

態
に
着
目
し
た
園
芸
振
興
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

表
3
は
作
物
類
型
別
の
田
に
お
け
る
各
作
物
の
作
付
面
積
割
合

を
み
た
も
の
で
あ
る
。
都
府
県
で
は
作
物
の
水
田
作
付
割
合
は
七

割
弱
、
関
東
・
東
山
で
は
六
割
弱
で
あ
る
が
、
栃
木
県
に
お
い
て

は
八
割
強
に
達
し
、
水
田
に
お
け
る
畑
作
振
興
が
避
け
ら
れ
な
い

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
栃
木
に
お
い
て
は
、
転
作
対
応
は
新
規
需

要
米
、
特
に
全
国
一
位
を
占
め
る
飼
料
米
（
一
・
五
万
ha
）
を
中

心
に
対
応
し
て
い
る
が
、
他
の
戦
略
作
物
た
る
麦
の
九
四
％
、
大

豆
を
中
心
と
す
る
豆
類
の
八
五
％
、
飼
肥
料
作
物
の
六
割
強
が
水

田
作
付
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
転
作
「
定
着
化
」
が
他
地
域

と
比
較
し
て
も
高
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

園
芸
作
と
の
関
連
で
は
、
か
ん
し
ょ
の
二
一
％
、
野
菜
の
四
五
％

が
水
田
作
付
と
な
っ
て
お
り
、
水
田
園
芸
の
振
興
・
定
着
度
合
い

が
、栃
木
県
の
園
芸
振
興
の
帰
趨
を
決
め
る
と
し
て
よ
い
。他
方
、

こ
う
し
た
水
田
へ
の
畑
作
物
・
園
芸
導
入
に
伴
い
、
他
地
域
と
比

較
し
て
畑
地
の
耕
地
利
用
率
が
顕
著
に
低
下
し
て
い
る
点
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
水
田
に
お
け
る
畑
作
物
導
入
が
、
玉
突
き

的
に
既
存
の
畑
地
利
用
の
粗
放
化
・
耕
作
放
棄
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
で
あ
り
、
畑
地
利
用
と
も
連
動
し
た
総
合
的
な
土
地
利
用
計

画
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
生
産
調
整
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
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る
「
五
年
水
張
り
ル
ー
ル
の
徹
底
化
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
水
田
に
お
け
る
園
芸
導
入
を
め
ぐ
る
土
地
利
用
調
整
や
規

模
拡
大
の
課
題
を
土
地
利
用
の
側
面
か
ら
も
検
討
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

4
�
栃
木
県
に
お
け
る
担
い
手
形
態
と
園
芸
振
興

米
の
生
産
調
整
の
拡
大
と
米
価
下
落
に
よ
る
栃
木
県
農
業
の
地

盤
沈
下
へ
の
対
応
と
し
て
、
水
田
園
芸
の
振
興
が
至
上
命
題
と
な

っ
て
い
た
。
県
振
興
計
画
の
策
定
時
（
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て

全
国
的
に
野
菜
生
産
の
停
滞
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
栃
木
県
に
お

い
て
は
主
力
品
目
の
イ
チ
ゴ
を
中
心
に
園
芸
作
の
伸
び
が
確
認

（
二
〇
一
八
年
ピ
ー
ク
）
で
き
、
そ
の
趨
勢
値
か
ら
は
悲
願
で
あ

る
園
芸
部
門
の
全
国
ト
ッ
プ
テ
ン
入
り
が
見
通
さ
れ
る
現
状
に
あ

っ
た
。

振
興
計
画
の
柱
に「
園
芸
大
国
と
ち
ぎ
」の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
、

次
の
四
つ
の
目
標
が
提
示
さ
れ
た
。
第
一
は
、
イ
チ
ゴ
・
ト
マ
ト

を
主
力
と
す
る
高
い
技
術
力
を
活
か
し
た
施
設
園
芸
の
さ
ら
な
る

振
興
で
あ
る
。
第
二
は
、
米
の
直
接
所
得
補
償
廃
止
へ
の
対
応
と

し
て
、
そ
れ
を
補
填
す
る
機
収
型
土
地
利
用
型
園
芸
の
振
興
・
拡

大
で
あ
る
。
第
三
は
、
需
要
増
大
が
見
込
ま
れ
る
加
工
・
業
務
用

需
要
へ
の
積
極
的
対
応
で
あ
る
。
第
四
は
、
地
産
地
消
推
進
の
一

環
と
し
て
、
直
売
場
等
を
活
用
し
観
光
需
要
も
取
り
込
む
形
で
の

多
品
目
型
野
菜
生
産
の
推
進
で
あ
る
。

表3 作物類型別田における作付面積割合と耕地利用率（％）

・耕地及び作付面積統計より作成。なお、2016年以降は統計簡素化により田畑別作付面積の把握が困難となって
いる。

作物別田における作付面積割合（田作付面積／田畑作付面積）％ 耕地利用率

作付面積 水陸稲 麦類 かんしょ 雑穀 豆類 野菜 工芸農作物 飼肥料作物 その他作物 田 畑

都府県
2010 67．9 99．9 94．4 7．6 77．3 83．2 30．8 5．8 43．4 31．3 91．9 84．5

2015 68．9 99．9 94．1 7．4 73．3 84．8 30．8 4．5 53．3 31．2 92．4 82．5

関東・東山
2010 58．0 99．2 86．1 3．0 59．3 46．3 13．4 3．9 33．9 16．2 94．8 84．6

2015 58．6 99．6 85．2 2．9 55．0 45．5 12．8 3．4 53．3 15．6 95．1 84．1

栃木
2010 81．8 99．1 94．4 21．7 68．9 86．0 45．5 14．1 48．0 47．9 98．3 76．5

2015 82．7 99．5 94．6 21．6 68．5 84．1 45．6 10．6 66．5 48．2 100．7 74．5

�������������� 栃木県における水田園芸の実態と畑地化事業の動向
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先
に
見
た
よ
う
に
、
栃
木
県
に
お
け
る
園
芸
作
の
タ
イ
プ
は
、

担
い
手
層
に
着
目
す
る
と
大
き
く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ

る
。
第
一
の
タ
イ
プ
は
、
先
進
的
プ
ロ
施
設
農
家
を
担
い
手
と
す

る
施
設
・
技
術
高
度
化
を
武
器
に
し
た
市
場
出
荷
型
専
業
施
設
農

家
の
層
で
あ
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
、
複
合
型
大
規
模
層
を
担
い

手
と
す
る
機
収
型
露
地
野
菜
作
の
振
興
で
あ
り
、
規
模
の
経
済
と

周
年
就
労
体
制
を
目
指
す
と
と
も
に
、
業
務
用
需
要
に
対
応
し
た

新
し
い
露
地
野
菜
部
門
の
振
興
で
あ
る
。
第
三
の
タ
イ
プ
は
、
高

齢
層
や
中
小
担
い
手
を
中
核
と
し
た
、
直
売
所
を
活
用
し
た
技
術

粗
放
・
労
働
集
約
型
の
地
産
地
消
型
の
園
芸
振
興
で
あ
る
。
先
の

目
標
は
、
こ
う
し
た
担
い
手
タ
イ
プ
を
意
識
し
た
園
芸
振
興
方
策

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

表
4
は
、
園
芸
大
国
と
ち
ぎ
作
り
の
数
値
目
標
と
現
状
を
見
た

も
の
で
あ
る
。
計
画
策
定
時
の
二
〇
一
五
年
は
園
芸
部
門
で
全
国

一
三
位
、
一
〇
三
九
億
円
の
産
出
額
で
あ
り
、
趨
勢
値
か
ら
目
標

年
二
〇
二
五
年
に
は
一
三
〇
〇
億
円
、
全
国
八
位
を
目
指
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
野
菜
生
産
農
家
に
お
け
る
世
代
交
代
が
本
格

化
す
る
な
か
で
、
二
〇
二
二
年
現
在
、
八
六
三
億
円
に
縮
小
、
全

国
順
位
も
一
五
位
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
園
芸
部
門
の
柱

で
あ
る
施
設
園
芸
部
門
で
の
伸
び
悩
み
・
縮
小
が
顕
著
で
、
施
設

園
芸
の
経
営
継
承
問
題
が
深
刻
化
し
た
点
が
問
題
で
あ
っ
た
。
他

方
、
五
千
万
円
以
上
売
上
の
あ
る
露
地
野
菜
産
地
数
は
、
一
六
産

地
か
ら
二
六
産
地
に
増
大
し
た
が
、
な
お
そ
の
広
が
り
は
点
的
で

表4 園芸大国とちぎの推進方針と数値目標

・県生産振興課資料より作成

2015（策定時） 2025（目標） 2022（現状）

園芸産出額 1039億 1300億 863億

施設園芸産出額 661億 760億 563億

露地野菜産地数 16産地 36産地 26産地

加工・業務用生産 7669㌧ 13000㌧ 7800㌧

栃木県における水田園芸の実態と畑地化事業の動向 ��������������
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あ
り
、
産
地
育
成
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
も
の
も
多
い
。
収
穫

機
等
の
専
用
機
の
導
入
、
雇
用
確
保
の
困
難
、
契
約
栽
培
等
の
売

り
先
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
野
菜
の
加
工
・
業
務
向
け

の
販
売
は
、
道
の
駅
の
品
揃
え
の
必
要
か
ら
多
品
目
生
産
と
と
も

に
六
次
化
の
促
進
と
し
て
振
興
し
た
が
、
手
間
暇
の
か
か
る
労
働

集
約
型
生
鮮
野
菜
の
生
産
で
手
一
杯
の
状
況
で
あ
り
、
加
工
食
品

等
の
付
加
価
値
生
産
は
地
場
産
業
を
別
と
す
れ
ば
や
や
停
滞
気
味

で
あ
っ
た
。
振
興
時
期
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
時
期
と
重
な
っ
た
点
も

振
興
に
水
を
差
し
た
と
い
え
る
。

表
5
は
、
先
の
指
標
を
担
い
手
と
作
付
面
積
で
み
た
も
の
で
あ

る
。
園
芸
経
営
体
数
で
見
る
と
、
二
〇
一
五
年
の
一
三
六
九
六
戸

か
ら
一
〇
五
五
六
戸
へ
と
二
三
％
の
減
少
で
あ
り
、
こ
の
間
、
園

芸
農
家
に
お
け
る
世
代
交
代
が
急
激
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
中
小
経
営
の
多
い
露
地
型
で
顕
著
で
三

二
％
の
減
、
主
力
で
あ
る
施
設
園
芸
に
お
い
て
も
一
一
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
、
作
付
面
積
で
も
一
四
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
後
継

者
を
確
保
で
き
な
い
経
営
か
ら
園
芸
部
門
の
撤
退
が
進
行
し
た
の

で
あ
る
。
園
芸
部
門
に
お
け
る
経
営
継
承
支
援
と
新
規
就
農
者
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。他
方
、施
設
園
芸
部
門
に
お
い
て
は
、

売
上
一
億
円
以
上
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
一
二
戸
か
ら
二
八

戸
に
倍
増
し
、
施
設
園
芸
の
階
層
間
格
差
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。
特
に
、
こ
う
し
た
大
規
模
施
設
園
芸
に
お
い
て
は
雇

用
型
経
営
が
多
く
、
労
働
力
確
保
の
見
通
し
が
規
模
拡
大
の
格
差

表5 栃木県における園芸の担い手と作付面積の推移

・県生産振興課資料より作成

2015 2020 増減率

担い手
経営体数

園芸経営体数 13696 10556 ▲22．9
うち施設野菜 4643 4133 ▲11．0

50ａ以上 789 660 ▲16．3
1億円以上 12 28 133．3

うち露地野菜 7842 5373 ▲31．5
2ha以上 260 266 2．3

土地 作付面積 7140 6121 ▲14．3
1経営当たり作付面積（ａ） 52 58 11．5
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を
生
ん
で
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
露
地
野
菜
経
営
に

お
い
て
も
、
二
ha
以
上
の
大
規
模
露
地
野
菜
経
営
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
機
械
装
備
に
連
動
し
た
雇
用
確
保
と
、
野
菜
品
目
の
売
り

先
確
保
の
あ
り
方
が
経
営
間
格
差
を
強
め
た
印
象
だ
。
全
体
と
し

て
、
園
芸
部
門
に
お
け
る
世
代
交
代
が
進
行
途
上
に
あ
り
、
担
い

手
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
格
差
を
伴
い

つ
つ
大
規
模
経
営
体
が
着
実
に
増
加
し
て
き
て
お
り
、
Ⅰ
個
あ
た

り
作
付
面
積
も
増
大
傾
向
に
あ
る
。
経
営
継
承
支
援
と
し
て
空
き

ハ
ウ
ス
や
流
動
農
地
の
調
整
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ク
と
な
る
労
働
力

対
策
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

5
�
栃
木
県
に
お
け
る
水
田
園
芸
振
興
の
課
題

栃
木
県
の
園
芸
振
興
は
、
担
い
手
に
着
目
す
れ
ば
施
設
型
の
プ

ロ
農
家
と
水
田
大
規
模
複
合
経
営
と
高
齢
者
等
の
労
働
集
約
型
多

品
目
生
産
農
家
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
い
た
。
出
荷
先

も
、
市
場
出
荷
型
、
契
約
・
市
場
外
流
通
、
直
売
所
を
利
用
し
た

地
産
地
消
型
と
売
り
先
が
異
な
る
。
従
来
、
園
芸
作
の
振
興
は
適

地
適
産
を
基
本
に
エ
リ
ア
型
の
産
地
育
成
を
目
指
し
た
が
、
産
地

ご
と
に
タ
イ
プ
の
異
な
る
担
い
手
が
点
在
す
る
状
況
だ
。
担
い
手

育
成
と
産
地
育
成
が
連
動
し
た
支
援
方
式
の
確
立
が
求
め
ら
れ

る
。
従
来
の
産
地
育
成
は
、
市
場
出
荷
を
原
則
に
、
作
物
別
部
会

で
技
術
指
導
を
中
核
に
集
荷
機
能
を
柱
に
部
会
運
営
が
な
さ
れ
た

が
、
売
り
先
が
多
元
化
す
る
場
合
、
部
会
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を

含
め
た
仲
卸
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
露
地
型
機
収
作
物
は

契
約
出
荷
や
業
務
用
市
場
外
流
通
が
基
本
と
な
る
の
で
、
市
場
出

荷
を
超
え
た
取
引
先
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
作
物
別
部
会
の
作
る
農
業
指
導
か
ら
売
る
農
業
指
導
へ
の
転

換
が
課
題
と
な
る
。
単
協
と
全
農
の
役
割
分
担
を
含
め
た
売
り
切

る
体
制
作
り
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
つ
の
タ
イ
プ
に
共
通
す
る
の
は
、
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
で

あ
る
。
農
業
内
部
に
お
け
る
雇
用
関
係
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
農

外
を
含
む
こ
う
し
た
労
働
力
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
が
求
め

ら
れ
る
。
Ｊ
Ａ
等
に
よ
る
人
材
派
遣
や
紹
介
事
業
等
の
労
働
力
支

援
活
動
の
強
化
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
園
芸
作
導
入
・
拡

大
に
お
い
て
、
育
苗
や
定
植
な
ど
個
別
経
営
の
み
で
は
乗
り
切
れ

な
い
作
業
の
存
在
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
う

し
た
作
業
を
洗
い
出
し
、
組
織
的
な
支
援
方
策
を
検
討
す
る
こ
と

も
園
芸
振
興
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
園
芸
部
門
に
お
い

て
も
世
代
交
代
が
本
格
化
し
て
お
り
、
農
地
や
空
き
ハ
ウ
ス
、
中

古
機
械
の
活
用
を
含
め
た
経
営
継
承
対
策
や
農
業
資
源
の
調
整
能

力
の
強
化
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
、「
五
年
水
張
り
ル
ー
ル
の

徹
底
化
」
に
よ
り
、
作
付
地
の
計
画
的
利
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
単
な
る
流
動
化
対
策
の
み
で
は
な
く
、
土
地
利
用
秩
序

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

現
状
で
は
、
園
芸
部
門
の
世
代
交
代
が
本
格
化
し
て
お
り
、
先

に
見
た
組
織
的
体
制
整
備
を
図
り
つ
つ
、
生
産
下
落
傾
向
に
歯
止
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め
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
単
品
目
の
生

産
振
興
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
生
産
主
体
、
売
り
先
、
エ
リ
ア
戦

略
を
組
み
合
わ
せ
る
形
で
、
懐
の
広
い
産
地
作
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

6
�
栃
木
県
に
お
け
る
水
田
畑
地
化
の
課
題

水
田
の
畑
地
化
事
業
は
昨
年
か
ら
本
格
化
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、
そ
の
実
績
は
全
国
レ
ベ
ル
で
二
〇
二
三
年
事
業
で
約
三
万

ha
、
二
〇
二
四
年
事
業
で
約
一
・
八
万
ha
の
活
用
が
見
込
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
地
域
別
の
実
績
は
現
在
集
計
中
で
、
本
年
九

月
中
に
は
公
表
さ
れ
る
見
通
し
の
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
状
況
で
、

実
績
数
値
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
か
ら
そ
の

取
り
組
み
状
況
の
概
要
を
報
告
し
よ
う
。

栃
木
県
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
五
年
水
張
り
ル
ー
ル
の
徹

底
化
」
と
「
一
般
品
種
に
よ
る
飼
料
米
給
付
金
の
引
き
下
げ
」
を

前
提
に
「
水
田
潰
し
」
の
一
環
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
。「
地
目
変
更
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
」
取
り
組
み
と

い
う
こ
と
で
、
栃
木
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
申
請
が
上
が
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
一
つ
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
等
の
飼
料
作
利
用
農
地

の
申
請
で
あ
り
、
今
後
と
も
飼
料
作
を
継
続
す
る
予
定
と
い
う
こ

と
で
申
請
に
踏
み
切
る
も
の
、
第
二
は
、
固
定
団
地
的
に
転
作
を

進
め
て
い
た
土
地
で
、
計
画
的
水
張
り
が
難
し
い
エ
リ
ア
の
申

請
、
第
三
に
、
将
来
的
な
作
付
見
通
し
が
立
た
ず
、
当
面
有
利
な

う
ち
に
畑
地
転
換
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
。

畑
地
化
促
進
事
業
は
個
人
申
請
方
式
だ
が
、
団
地
化
等
の
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
、
再
生
協
議
会
協
議
の
マ
タ
ー
に
な
る
。
個
人
申
請
希

望
を
再
生
協
議
会
で
チ
ェ
ッ
ク
し
き
れ
る
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
い
う
。

制
度
的
な
問
題
と
し
て
は
、
幾
つ
か
の
危
惧
が
あ
る
よ
う
だ
。

第
一
は
、
必
ず
し
も
地
目
変
更
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
水
稲
の

作
付
が
で
き
る
水
田
と
水
稲
の
作
付
が
で
き
な
い
水
田
に
二
重
化

し
て
し
ま
い
、
将
来
農
地
流
動
化
が
起
き
た
場
合
、
小
作
料
や
作

付
を
め
ぐ
っ
て
農
地
管
理
が
混
乱
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
に
、
土
地
改
良
賦
課
金
は
精
算
さ
れ
る
が
、
水
利
施
設

は
存
続
す
る
た
め
、
五
年
後
以
降
の
作
付
に
お
い
て
水
稲
作
付
禁

止
の
チ
ェ
ッ
ク
を
誰
が
行
う
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
は
、

水
田
の
再
整
備
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
土
地
改
良
の
整
備
同

意
や
換
地
等
の
同
意
に
お
い
て
問
題
が
起
き
る
の
で
は
と
い
う
懸

念
で
あ
る
。
第
四
に
、
転
換
目
的
が
は
っ
き
り
し
な
い
消
極
的
畑

地
化
の
場
合
、
将
来
的
に
耕
作
放
棄
化
す
る
懸
念
が
あ
る
点
で
あ

る
。
そ
の
他
、
制
度
的
な
問
題
も
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
に
走
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
点
も
多
そ
う
だ
と
い
う
感

じ
で
あ
っ
た
。
拙
速
な
対
応
が
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
運

営
管
理
の
徹
底
を
は
か
っ
て
頂
き
た
い
。
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7
�
お
わ
り
に

水
田
園
芸
の
振
興
の
場
合
、
田
畑
輪
換
的
な
農
法
転
換
の
課
題

が
あ
る
。
畑
地
に
お
け
る
露
地
型
園
芸
作
物
に
お
い
て
は
、
連
作

障
害
に
よ
る
収
量
低
下
や
品
質
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
ク
ロ
ッ
プ
や
農
薬
使
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
水
田

に
お
け
る
田
畑
輪
換
の
効
果
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
栃
木

県
に
お
い
て
は
土
地
利
用
型
園
芸
作
物
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
き
た
が
、
受
賞
者
は
田
畑
輪
換
の
効
果
は
大
き
い
と
力
説
し
て

い
た
。
実
態
的
な
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
農
法
転
換

は
、
個
別
経
営
の
計
画
的
土
地
利
用
の
範
囲
で
調
整
可
能
な
場
合

も
あ
る
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
的
な
調
整
を
本
格
的
に

目
指
す
な
ら
ば
、
水
稲
、
麦
・
大
豆
、
飼
料
作
物
も
含
め
た
地
域

的
な
土
地
利
用
方
式
の
確
立
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
地
域
的
な
計
画

的
土
地
利
用
の
な
か
に
い
か
に
園
芸
作
が
組
み
込
ま
れ
て
い
く
の

か
、
環
境
に
優
し
く
、
安
全
で
安
定
し
た
農
法
転
換
の
課
題
と
し

て
今
後
と
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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1
�
は
じ
め
に

二
〇
二
三
年
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
た
畑
地
化
促
進
事
業
は
、

経
営
所
得
安
定
対
策
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
対
策

に
お
い
て
生
産
対
応
に
関
す
る
も
の
は
、
a）
米
、
畑
作
物
等
の
重

要
品
目
や
戦
略
品
目
の
生
産
維
持
・
拡
大
、
b）
地
域
に
お
け
る
水

田
利
用
の
あ
り
様
の
模
索
・
構
築
、
の
二
つ
に
大
別
で
き
、
a）
は

畑
作
物
及
び
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
、
b）
は
水
田
活
用
の
直
接

支
払
い
を
講
じ
て
い
る
。

畑
地
化
促
進
事
業
の
畑
地
化
と
は
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い

の
交
付
対
象
水
田
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
指
し
、
地
目
変
更
や
畦

畔
除
去
、
用
排
水
施
設
の
撤
去
と
い
っ
た
法
的
あ
る
い
は
物
理
的

対
応
は
課
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
政
策
対
象
か
ら
の
切
り
離

し
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
a）
及
び
b）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
水
田
地
帯
で
あ
る
佐
賀
県
に
お

い
て
、
水
田
に
お
け
る
稲
作
か
ら
園
芸
作
物
へ
の
利
用
転
換
は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
進
め
る
べ
く
講
じ
た
畑
地

化
促
進
事
業
は
ど
の
程
度
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ら
の

実
態
や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

2
�
佐
賀
の
水
田
利
用

⑴

水
田
利
用
状
況

二
〇
二
二
年
の
佐
賀
県
の
水
田
面
積
は
四
一
、
七
〇
〇
ha
、
水

田
率
八
三
・
一
％
の
水
田
地
帯
で
あ
る
。
佐
賀
の
水
田
農
業
の
特

徴
は
二
毛
作
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
水
田
利
用
の
概
況
を
示

し
た
の
が
図
1
で
あ
る
。
な
お
、
図
中
の
数
値
、
特
に
裏
作
は
各

農
業
再
生
協
議
会
（
以
下
「
再
生
協
」）
が
作
成
し
た
「
水
田
収

佐
賀
県
に
お
け
る
水
田
園
芸
の
実
態
と
畑
地
化

品
川

優

佐
賀
大
学
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益
力
強
化
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
「
ビ
ジ
ョ
ン
」）
等
を
も
と
に
算
出

し
た
推
計
値
で
あ
る
。

表
作
を
み
る
と
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
は
二
二
、
八
〇
〇
ha

で
水
田
面
積
の
五
割
強
に
と
ど
ま
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
生
産
調

整
面
積
の
拡
大
対
応
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
大
豆
は
五
、

五
〇
〇
ha
、
主
食
用
米
以
外
で
は
Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
の
二
、
〇
〇
〇
ha
を

中
心
に
三
、二
〇
〇
ha
、園
芸
作
物
を
中
心
と
し
た
そ
の
他
が
四
、

〇
〇
〇
ha
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
裏
作
で
は
麦
が
一
九
、
五
〇
〇

ha
と
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
そ
の
大
部
分
は
小
麦
と
二
条
大
麦
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
は
大
豆
の
二
、
〇
〇
〇
ha
、
タ
マ
ネ
ギ
等
の
園
芸

作
物
が
該
当
す
る
そ
の
他
一
、五
〇
〇
ha
で
あ
る
。以
上
の
結
果
、

佐
賀
の
水
田
利
用
率
は
一
四
六
・
〇
％
（
九
州
一
一
五
・
六
％
）

と
全
国
一
位
で
あ
る
。

ま
た
、
佐
賀
の
水
田
農
業
の
特
徴
の
一
つ
が
、
集
団
転
作
と
ブ

ロ
ッ
ク
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｂ
Ｒ
）
で
あ
る
。
国
に
よ
る
生
産

調
整
関
与
の
後
退
も
あ
り
、
集
団
転
作
及
び
Ｂ
Ｒ
に
取
り
組
ん
だ

集
落
状
況
を
農
業
セ
ン
サ
ス
で
確
認
で
き
る
の
は
二
〇
〇
〇
年
が

最
後
で
あ
る
。
集
団
転
作
に
取
り
組
ん
だ
集
落
の
割
合
は
、
全
国

二
二
・
〇
％
に
対
し
佐
賀
は
四
七
・
九
％
と
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
、

そ
の
う
ち
Ｂ
Ｒ
へ
の
取
組
は
全
国
五
〇
・
三
％
、
佐
賀
八
八
・
三

％
と
、
佐
賀
の
場
合
、
ほ
ぼ
集
団
転
作
イ
コ
ー
ル
Ｂ
Ｒ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
も
続
い
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
佐
賀
の
水
田
農
業
は
、
米
・
麦
・
大
豆
の
表

図1 佐賀の水田利用概況（2022年）

資料：「九州農林水産統計年報」（各年版）及び各「市町村水田農業ビジョン」より作成。
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・
裏
作
関
係
に
、
Ｂ
Ｒ
と
い
う
一
体
的
水
田
利
用
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。

⑵

水
田
利
用
の
変
化

で
は
、
こ
う
し
た
米
・
麦
・
大
豆
の
一
体
的
水
田
利
用
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
二
〇
一
七
年
と
比
較
し
て
み
る
。

な
お
、
デ
ー
タ
の
制
約
上
、
表
・
裏
作
ご
と
で
は
な
く
品
目
単
位

で
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
水
田
面
積
は
二
〇
一
七
〜
二
二
年
で

六
〇
〇
ha
減
少
（
▲
一
・
四
％
）
し
て
い
る
。
同
様
に
主
食
用
米

は
一
、
八
〇
〇
ha
減
（
▲
七
・
三
％
）、
大
豆
五
三
〇
ha
減
（
▲

六
・
六
％
）
に
対
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
五
〇
〇
ha
増
（
三
・
四
倍
）、

飼
料
用
米
一
六
〇
ha
増
（
四
・
六
倍
）、
そ
の
他
九
三
〇
ha
増
（
一

二
・
一
％
）、
さ
ら
に
裏
作
が
中
心
の
小
麦
は
一
、
四
〇
〇
ha
増

加
（
六
・
八
％
）
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
食
用
米
や
大
豆
の
作

付
け
か
ら
Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
や
そ
の
他
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

近
年
の
特
徴
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
転
換
の
要
因
の
一
つ
に
は
、
収
益
性
の
問
題
が
あ

る
。
資
料
の
制
約
が
大
き
い
た
め
概
要
に
と
ど
ま
る
が
、
佐
賀
の

米
・
麦
・
大
豆
及
び
盛
ん
な
園
芸
作
物
の
一
〇
ａ
当
た
り
所
得
を

み
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
主
食
用
米
の
二
・
三
万
円
に
対
し
、
経

営
所
得
安
定
対
策
を
加
え
た
小
麦
は
四
・
六
万
円
、
大
豆
は
六
・

八
万
円
と
高
い
⑴
。
一
方
、
主
な
園
芸
作
物
で
は
、
露
地
タ
マ
ネ

ギ
二
・
二
万
円
、
露
地
キ
ャ
ベ
ツ
一
二
・
八
万
円
、
施
設
キ
ュ
ウ

表1 佐賀の主要品目における10ａ当たり所得比較（2020年）

資料：農水省「農産物生産費統計（個別経営体）」及び「営農類型別経営統計」，佐賀県『米麦大豆関係資料』よ
り作成。

注：1）小麦と大豆の反収は，直近7中5平均で算出している。
2）米の価格は，佐賀県産さがびよりを用いている。
3）小麦の価格は，佐賀県産チクゴイズミを用いている。
4）大豆の価格は，佐賀県産フクユカタを用いている。
5）小麦の経営費は県別データがないため，都府県の数値を用いている。
6）大豆の経営費は県別データがないため，九州の数値を用いている。
7）園芸作物は県別データがないため，すべて全国の数値を用いている。
8）園芸作物の交付金の（）は，「共済・補助金等受取金」を指している。

（単位：㎏，円）

主食用米 小麦 大豆 露地
タマネギ

露地
キャベツ

施設
キュウリ

① 反収 436 350 199
② 価格 15，106 2，966 10，873
③ 粗収益 109，770 17，310 35，990 357，402 429，1884，386，809
④ 経営費 86，387 44，254 36，085 368，551 315，1833，286，043
⑤ 生産物所得（③－④） 23，383 －26，944 －95 －11，149 114，0051，100，766
⑥ 水田活用の直接支払交付金 35，000 35，000

（33，160）（14，458）（48，768）
⑦ 畑作物の直接支払交付金 37，997 33，563
⑧ 所得（⑤＋⑥＋⑦） 23，383 46，053 68，468 22，012 128，4631，149，534
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リ
一
一
五
・
〇
万
円
と
総
じ
て
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
米
・
麦
・

大
豆
で
は
所
得
の
相
対
化
が
み
ら
れ
、
特
に
後
二
者
は
交
付
金
水

準
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

一
方
、
県
全
体
で
み
る
と
、
農
畜
産
物
産
出
額
に
お
け
る
米
・

麦
・
大
豆
の
割
合
は
、こ
こ
一
〇
年
で
は
ほ
ぼ
二
〇
％
台
前
半（
二

〇
一
九
年
の
み
一
七
・
三
％
）
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
園
芸
作

物
は
四
五
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
な
か
で
も
一
九
年
は
四
九

・
三
％
と
五
割
に
近
づ
い
て
い
る
。

3
�
さ
が
園
芸
8
8
8
運
動
と
畑
地
化
促
進
事
業

⑴

さ
が
園
芸
8
8
8
運
動

水
田
の
畑
地
化
に
対
し
、
佐
賀
は
先
述
し
た
一
体
的
水
田
利
用

を
特
徴
と
す
る
た
め
、
県
も
そ
の
堅
持
を
基
本
と
し
て
い
る
。
一

方
で
、
米
・
麦
・
大
豆
の
所
得
問
題
を
カ
バ
ー
す
べ
く
、
園
芸
作

物
の
導
入
と
そ
の
生
産
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
担
い
手
の
経
営
発

展
に
つ
な
げ
て
い
く
新
た
な
水
田
農
業
の
展
開
も
進
め
て
い
る
。

そ
れ
が
二
〇
一
九
年
か
ら
開
始
し
た
「
さ
が
園
芸
8
8
8
運
動
」

（
以
下
「
8
8
8
運
動
」）
で
あ
る
。

8
8
8
運
動
は
、
園
芸
作
物
の
産
出
額
を
二
〇
二
八
年
度
ま
で

に
八
八
八
億
円
に
高
め
る
も
の
で
あ
る
（
二
二
年
度
産
出
額
六
三

八
億
円
）。
品
目
は
、
佐
賀
に
適
し
た
品
目
か
つ
高
収
益
が
見
込

ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
露
地
野
菜
で
は
タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、
施
設
野
菜
は
イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
、
果
樹
は
栽
培
管
理
が
し
や
す
い
水
田

等
平
野
部
で
の
露
地
ミ
カ
ン
な
ど
を
推
奨
し
て
い
る
。
8
8
8
運

動
の
予
算
額
は
二
七
・
四
億
円
（
二
三
年
度
）
で
あ
り
、
基
盤
整

備
促
進
事
業
（
さ
が
園
芸
8
8
8
推
進
型
）
や
、
園
芸
用
施
設
・

機
械
整
備
の
助
成
、
収
量
向
上
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
加
え
、
新

規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
に
対
す
る
支
援
も
新
た
に
設
け
て
い

る
。
つ
ま
り
、
園
芸
作
物
支
援
を
通
じ
た
水
田
の
利
用
転
換
、
新

規
就
農
者
確
保
の
一
体
的
推
進
で
あ
る
。

⑵

畑
地
化
促
進
事
業

県
内
に
は
二
四
の
再
生
協
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
み

る
こ
と
で
、
水
田
の
利
用
状
況
と
畑
地
化
予
定
面
積
を
確
認
で
き

る
。
た
だ
し
、
畑
地
化
予
定
面
積
す
べ
て
が
畑
地
化
促
進
事
業
の

活
用
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
四
の
う
ち
畑
地

化
予
定
面
積
が
ゼ
ロ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
四
つ
、
〇
・
一
ha
が
最
多
の

九
つ
と
、
両
者
で
過
半
を
占
め
る
（
二
〇
二
三
年
度
）。
一
方
、

一
〇
ha
を
超
え
る
も
の
が
四
つ
あ
り
、
最
大
が
三
四
ha
、
残
り
は

一
〇
ha
台
前
半
で
あ
る
。
す
べ
て
を
合
算
す
る
と
八
四
・
五
ha
と

な
る
。

一
方
、
県
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
七
五
〇
ha
と
記
さ
れ
て
お
り
、
両

者
の
差
は
大
き
い
。
そ
こ
で
沖
縄
を
除
く
近
畿
以
西
の
西
日
本
二

二
府
県
と
各
市
町
村
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
合
計
を
比
較
す
る
と
、
畑
地

化
予
定
面
積
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
は
九
府
県
、
県
ビ
ジ
ョ
ン

佐賀県における水田園芸の実態と畑地化 �������������������
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の
数
値
の
方
が
大
き
い
、
も
し
く
は
そ
の
逆
が
九
県
あ
る
⑵
。
し

た
が
っ
て
、
県
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
市
町
村
の
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
た

も
の
や
、
参
考
の
程
度
が
異
な
る
独
自
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
推
測
さ
れ

る
。
適
切
な
畑
地
化
希
望
の
把
握
と
事
業
の
実
施
、
ま
た
地
域
で

の
情
報
共
有
を
鑑
み
る
と
、
両
ビ
ジ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

た
だ
し
、
佐
賀
県
の
七
五
〇
ha
は
畑
地
化
促
進
事
業
の
要
望
調

査
（
二
〇
二
四
年
三
月
）
を
と
り
ま
と
め
、
九
州
農
政
局
に
提
出

し
た
数
値
で
あ
る
。
そ
の
後
、
借
地
の
場
合
は
地
権
者
の
同
意
の

有
無
や
、
地
域
の
な
か
で
十
分
に
合
意
が
と
れ
て
い
る
の
か
な
ど

要
件
の
精
査
が
複
数
回
お
こ
な
わ
れ
、
最
終
的
に
二
一
二
ha
が
事

業
採
択
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
差
し
引
き
約
五
〇
〇
ha
が

採
択
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
要
件
の

不
備
だ
け
で
は
な
く
、
と
り
あ
え
ず
申
請
し
た
人
、
途
中
で
申
請

を
取
り
下
げ
た
人
、
さ
ら
に
は
畦
畔
や
用
排
水
施
設
が
す
で
に
な

い
水
田
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
少
な
か
ら
ず
現
場
で
は
混
乱
が

あ
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
水
田
の
園
芸
利
用
と
畑
地
化
の
取
組
実
態
を
み
る
た
め

に
、
江
北
町
を
取
り
上
げ
る
。

4
�
江
北
町
に
み
る
水
田
の
園
芸
利
用
と
畑
地
化

⑴

地
域
農
業
の
概
要

杵
島
郡
江
北
町
は
県
央
に
位
置
し
、
佐
賀
市
か
ら
自
動
車
で
二

〇
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
。
町
の
北
側
は
中
山
間
地
域
で
あ
り
、

町
内
二
六
集
落
の
う
ち
七
集
落
が
該
当
し
、
い
ず
れ
も
中
山
間
直

接
支
払
い
を
受
給
し
て
い
る
。
残
り
一
九
集
落
は
平
野
部
で
あ

り
、
町
全
体
の
七
割
強
に
及
ぶ
。

町
の
農
地
は
、
概
ね
平
野
部
八
五
〇
ha
、
中
山
間
地
域
一
五
〇

ha
の
約
一
、
〇
〇
〇
ha
で
あ
り
、
水
田
率
九
七
・
二
％
の
水
田
地

帯
で
あ
る
。
町
の
鉱
害
復
旧
事
業
を
契
機
に
基
盤
整
備
は
ほ
ぼ
終

了
し
て
お
り
⑶
、
一
区
画
当
た
り
平
均
で
中
山
間
地
域
二
〇
ａ
、

平
野
部
三
〇
ａ
で
あ
る
。

農
家
数
は
四
〇
〇
戸
、
認
定
農
業
者
は
六
〇
人
（
平
均
五
〇
〜

六
〇
代
）
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
新
規
就
農
者
一
〇
人
や
、
主
に

集
落
単
位
で
設
立
し
て
い
る
五
つ
の
集
落
営
農
法
人
な
ど
も
含
ま

れ
る
。
水
田
で
は
、
主
食
用
米
六
九
〇
ha
、
大
豆
三
三
〇
ha
、
裏

作
の
二
条
大
麦
一
、
〇
三
〇
ha
、
タ
マ
ネ
ギ
九
〇
ha
を
つ
く
る
二

毛
作
地
帯
で
あ
り
、
Ｂ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大
豆
か
ら
Ｗ
Ｃ

Ｓ
稲
（
一
一
〇
ha
）
に
移
行
し
た
た
め
、
近
年
は
大
豆
面
積
が
減

少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
も
畜
産
農
家
の
需
要
が
限
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
増
え
る
見
込
み
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
園

芸
作
物
で
は
タ
マ
ネ
ギ
に
加
え
、
施
設
の
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、

ナ
ス
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
で
は
露
地
ミ
カ
ン
を
つ

く
っ
て
い
る
⑷
。

⑵

水
田
の
園
芸
利
用
と
畑
地
化

������������������� 佐賀県における水田園芸の実態と畑地化

４２



江
北
町
の
再
生
協
は
、
隣
接
す
る
大
町
町
と
二
町
で
構
成
し
て

い
る
。
二
〇
二
三
年
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
み
る
と
、
畑
地
化
予
定
面
積

は
一
〇
ha
と
記
載
し
て
い
る
。
各
町
の
内
訳
は
不
明
で
あ
る
が
、

江
北
町
の
畑
地
化
促
進
事
業
の
採
択
面
積
は
〇
・
八
六
ha
と
そ
の

十
分
の
一
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
取
水
口
の
な
い
水
田

や
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
て
い
る
水
田
、
畑
地
化
を
迷
っ
て
い
る
人
な

ど
、
か
な
り
幅
広
い
意
向
を
拾
い
上
げ
た
予
定
面
積
と
思
わ
れ

る
。水

田
を
畑
地
化
す
る
〇
・
八
六
ha
は
二
件
の
申
請
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
中
山
間
地
域
に
属
す
る
門
前
集
落
で
あ

る
⑸
。
門
前
集
落
の
農
家
数
は
一
二
〜
一
三
戸
、
水
田
面
積
は
一

五
ha
で
、
米
、
二
条
大
麦
、
大
豆
、
タ
マ
ネ
ギ
を
二
毛
作
で
つ
く

っ
て
い
る
。た
だ
し
、水
田
は
山
際
の
ほ
ぼ
平
野
部
に
あ
る
た
め
、

中
山
間
直
接
支
払
い
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
水
田
は
一
区

画
平
均
二
〇
ａ
で
整
備
し
て
い
る
が
、
た
め
池
の
水
を
水
路
に
流

し
、水
路
に
堰
板
を
は
め
て
水
田
に
水
を
入
れ
る「
掛
水
エ
リ
ア
」

の
た
め
、
米
づ
く
り
に
苦
労
す
る
水
田
が
多
い
。

他
方
、
樹
園
地
は
一
七
・
八
ha
と
水
田
よ
り
も
多
く
、
す
べ
て

中
山
間
直
接
支
払
い
の
交
付
金
（
急
傾
斜
は
一
三
・
一
ha
）
を
受

け
て
い
る
。
樹
園
地
の
ほ
と
ん
ど
で
ミ
カ
ン
を
つ
く
っ
て
お
り
、

温
州
ミ
カ
ン
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
栽
培
が
難
し
く
流
通
量

の
少
な
い
今
村
温
州
も
盛
ん
で
あ
り
、
県
ブ
ラ
ン
ド
の
「
に
じ
ゅ

う
ま
る
」
も
つ
く
り
は
じ
め
て
い
る
。

畑
地
化
し
た
二
件
の
〇
・
八
六
ha
は
、
①
〇
・
三
一
ha
と
②
〇

・
五
五
ha
で
あ
る
。
①
は
地
権
者
と
耕
作
者
は
同
一
で
あ
る
。
①

農
家
（
四
〇
歳
）
は
、
現
在
米
と
大
豆
で
計
一
ha
（
裏
作
で
二
条

大
麦
一
ha
）
と
、
露
地
ミ
カ
ン
二
ha
を
つ
く
っ
て
い
る
。
五
年
ほ

ど
前
に
①
を
樹
園
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け

は
、
親
か
ら
経
営
移
譲
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
こ
と
や
、「
掛

水
エ
リ
ア
」
の
た
め
米
づ
く
り
が
大
変
な
こ
と
、
中
山
間
直
接
支

払
い
の
急
傾
斜
に
該
当
す
る
樹
園
地
で
の
作
業
は
厳
し
い
た
め
、

作
業
し
や
す
い
平
野
部
の
水
田
を
園
芸
利
用
し
た
こ
と
、
収
益
性

の
違
い
な
ど
で
あ
る
。
加
え
て
、
県
か
ら
の
8
8
8
運
動
の
推
進

や
畑
地
化
促
進
事
業
の
説
明
な
ど
も
あ
り
、
今
回
畑
地
化
促
進
事

業
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
畦
畔
除
去
も
お
こ
な
い
、
水
田

二
枚
を
一
枚
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
8
8
8
運
動
で
推
進
し
て
い

る
「
水
田
転
換
園
等
の
平
坦
地
で
糖
度
の
上
が
り
に
く
い
園
地
で

も
、
高
品
質
果
生
産
⑹
」
が
可
能
な
根
域
制
限
栽
培
を
導
入
し
、

「
に
じ
ゅ
う
ま
る
」
を
つ
く
っ
て
い
る
。

他
方
、
②
は
貸
借
関
係
に
あ
る
が
親
子
間
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
地
権
者
で
あ
る
父
親
は
三
〜
四
ha
を
経
営
す
る
ミ
カ
ン
専
業

農
家
で
あ
る
。
水
田
も
所
有
す
る
が
、
②
を
除
き
す
べ
て
貸
し
付

け
て
い
る
。
②
は
以
前
か
ら
、
父
親
が
作
業
の
し
や
す
い
平
野
部

の
水
田
を
樹
園
地
に
転
換
し
て
ミ
カ
ン
を
つ
く
っ
て
い
た
。
も
と

Ｊ
Ａ
職
員
の
息
子
（
四
三
歳
）
は
脱
サ
ラ
後
、
二
年
間
親
元
で
研

修
を
受
け
た
の
ち
、
ミ
カ
ン
農
家
と
し
て
父
親
と
は
別
で
独
立
就
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農
し
て
い
る
。
父
親
か
ら
②
を
借
地
し
、
現
在
②
を
含
め
一
ha
で

ミ
カ
ン
（
一
部
レ
モ
ン
が
あ
る
）
を
つ
く
っ
て
い
る
。
今
回
の
畑

地
化
促
進
事
業
で
畦
畔
除
去
も
お
こ
な
い
、
水
田
二
枚
を
一
枚
に

し
て
い
る
。

⑶

園
芸
団
地

門
前
集
落
で
は
、二
つ
の
園
芸
団
地
を
進
め
て
い
る
。一
つ
が
、

先
の
畑
地
化
促
進
事
業
の
ミ
カ
ン
団
地
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
が
、

水
田
一
四
ha
を
施
設
園
芸
で
の
利
用
に
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
。

対
象
品
目
は
施
設
キ
ュ
ウ
リ
と
し
、
新
規
就
農
者
が
入
植
す
る
。

二
〇
二
三
年
か
ら
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
さ
が
園
芸
8
8
8
推
進

型
）
を
活
用
し
て
一
・
四
ha
（
地
権
者
五
人
）
を
三
区
画
に
整
備

す
る
も
の
で
あ
り
、
二
区
画
は
す
で
に
整
備
済
み
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
一
区
画
に
は
す
で
に
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
先
進
農
家
で
研

修
し
た
新
規
就
農
者
（
五
〇
代
前
半
）
が
二
四
年
三
月
に
キ
ュ
ウ

リ
を
定
植
し
て
い
る
。
も
う
一
区
画
は
、
二
五
年
に
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し
た
新
規
就
農
者
育
成
事
業
で
あ
る
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
フ
ァ
ー
ム
」
の
修
了
生
（
二
〇
代
前
半
）
が
入
植

す
る
。

た
め
池
か
ら
遠
く
、
水
の
便
が
悪
い
水
田
を
園
芸
団
地
に
し
た

経
緯
か
ら
、
今
後
畑
地
化
促
進
事
業
の
活
用
が
予
想
さ
れ
る
が
、

現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
先
に
触
れ
た
園
芸
作
物

支
援
を
通
じ
た
水
田
の
園
芸
利
用
と
新
規
就
農
者
確
保
の
一
体
的

推
進
の
事
例
で
あ
る
。

5
�
ま
と
め

以
上
、
佐
賀
に
お
け
る
水
田
の
園
芸
利
用
と
畑
地
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
米
・
麦
・
大
豆
の
一
体
的
水
田
利
用
を

基
本
と
し
つ
つ
、
収
益
性
の
問
題
か
ら
県
は
8
8
8
運
動
を
通
じ

た
水
田
の
利
用
転
換
や
園
芸
団
地
の
創
設
、
さ
ら
に
は
新
規
就
農

者
確
保
を
進
め
て
い
た
。

実
際
の
水
田
の
園
芸
利
用
と
畑
地
化
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
一
つ
が
、
農
業
者
自
身
の
意
思
・
選
択
で
水
田
を

園
芸
利
用
し
畑
地
化
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た

事
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
条
件
や
水
の
確
保
、
収
益
性
の

観
点
な
ど
か
ら
絶
対
的
相
対
的
な
不
利
性
を
カ
バ
ー
す
べ
く
水
田

の
園
芸
利
用
と
畑
地
化
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
農

政
の
畑
地
化
促
進
事
業
の
目
的
で
あ
る
水
田
で
の
畑
作
物
の
本
作

化
・
畑
地
化
と
合
致
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

い
ま
一
つ
は
、
政
策
に
よ
り
押
し
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、「
五
年
の
う
ち
一
回
も
水
張
り
を
お
こ
な
っ
て
い

な
い
農
地
」
は
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
の
交
付
対
象
水
田
か

ら
除
外
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
米
の
過
剰
を
危
惧
す
る

結
果
、
水
稲
の
作
付
け
は
求
め
ず
、
最
低
限
の
水
張
り
と
い
う
目

に
み
え
る
形
を
通
じ
た
時
限
的
顕
在
的
水
田
機
能
の
維
持
活
動
を

要
件
と
す
る
。
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交
付
対
象
水
田
か
ら
の
除
外
と
い
う
点
で
は
畑
地
化
促
進
事
業

と
同
じ
で
あ
る
が
、
農
業
者
が
将
来
的
な
水
田
機
能
の
維
持
活
動

を
し
な
い
と
い
う
選
択
を
し
て
い
な
く
て
も
、
将
来
的
潜
在
的
水

田
機
能
は
少
な
く
と
も
農
政
上
、
捨
象
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ソ
バ

な
ど
水
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
品
目
は
所
定
期
間
内
で
の
水
張
り
が

難
し
く
⑺
、
交
付
対
象
水
田
か
ら
の
除
外
と
直
接
支
払
い
の
受
給

不
可
は
収
益
性
問
題
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
当

該
品
目
の
生
産
継
続
の
阻
害
や
生
産
品
目
の
選
択
肢
を
狭
め
る
危

険
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
水
張
り
を
し
な
い
、
あ
る
い
は
時
限
的

に
で
き
な
い
こ
と
が
、
将
来
の
水
田
機
能
を
必
ず
し
も
消
失
さ
せ

る
わ
け
で
は
な
い
。

経
営
所
得
安
定
対
策
を
導
入
し
た
際
の
基
本
法
も
、
地
政
学
的

リ
ス
ク
や
輸
入
競
争
の
激
化
、
感
染
症
の
発
生
リ
ス
ク
な
ど
の
高

ま
り
を
受
け
、
不
測
時
だ
け
で
な
く
平
時
も
範
疇
と
す
る
食
料
安

全
保
障
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
基
本
法
に
改
正
さ
れ
た
。
一
方
、

食
料
自
給
力
は
過
去
最
低
水
準
と
な
り
、「
国
内
生
産
の
み
に
よ

る
米
・
小
麦
中
心
の
作
付
け
」
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
の
八
割

の
生
産
に
と
ど
ま
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
国
レ
ベ
ル

で
の
国
民
全
体
へ
の
食
料
供
給
と
そ
の
た
め
の
生
産
手
段
の
確
保

を
念
頭
に
お
け
ば
、
将
来
的
潜
在
的
水
田
機
能
も
包
摂
し
た
農
政

が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

注⑴

再
生
協
に
よ
っ
て
は
、
産
地
交
付
金
と
し
て
二
毛
作
助
成
や
大
豆
の
団

地
化
な
ど
多
様
な
助
成
が
加
算
さ
れ
る
。

⑵

県
・
市
町
村
と
も
に
畑
地
化
予
定
面
積
が
ゼ
ロ
の
二
県
、
市
町
村
の
数

値
を
公
表
し
て
い
な
い
二
府
県
は
除
い
て
い
る
。

⑶

石
炭
採
掘
に
と
も
な
う
地
盤
沈
下
が
問
題
と
な
り
、
炭
鉱
を
閉
山
し
た

一
九
六
九
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
鉱
害
復
旧
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ

の
一
環
と
し
て
圃
場
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。

⑷

産
地
交
付
金
で
は
、
一
〇
ａ
当
た
り
一
万
円
の
「
露
地
園
芸
作
物
等
助

成
」
を
設
け
て
い
る
。
露
地
ミ
カ
ン
の
場
合
、
永
年
作
物
の
た
め
栽
培
（
改

植
）
か
ら
収
穫
で
き
る
ま
で
の
五
年
間
交
付
さ
れ
る
。

⑸

門
前
集
落
は
、
東
京
か
ら
来
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
奮
闘
を
描
く

映
画
「
土
の
ひ
と

風
の
ひ
と
」
の
制
作
舞
台
に
な
っ
て
い
る
（「
佐
賀
新

聞
」
二
〇
二
三
年
四
月
一
八
日
付
け
）。

⑹

田
島
丈
寛
「
温
州
ミ
カ
ン
の
根
域
制
限
栽
培
の
造
成
に
つ
い
て
」（
県
農

林
水
産
部
果
樹
試
験
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
八
年
三
月
記
事
）。

⑺

佐
藤
加
寿
子
・
椿
真
一
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
見
直
し
が

地
域
農
業
・
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
」（『
農
業
・
農
協
問
題
研
究
』
第
七
九

号
、
農
業
・
農
協
問
題
研
究
所
、
二
〇
二
二
年
）。
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こ
れ
は
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
と
そ
の
財
政
構
造
」
の
後
編

で
あ
る
。
前
編
の
「
経
営
所
得
安
定
対
策
と
そ
の
財
政
構
造
⑴
」

（
本
誌
七
月
号
）
で
は
、
広
義
の
経
営
所
得
安
定
対
策
を
含
む
食

料
安
定
供
給
関
係
費
予
算
が
、
民
主
党
政
権
下
で
の
農
業
者
戸
別

所
得
補
償
制
度
に
よ
り
比
重
を
高
め
た
が
、
そ
の
後
の
自
公
復
帰

政
権
（
安
倍
政
権
）
下
で
徐
々
に
比
重
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
を
指

摘
し
た（
前
編
1
�
経
営
所
得
安
定
対
策
の
位
置
）。
あ
わ
せ
て
、

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定
を
つ
う
じ
た
米
・
麦

管
理
の
現
状
を
分
析
し
た
（
前
編
2
�
米
麦
の
管
理
）。
ま
た
、

農
業
経
営
所
得
安
定
対
策
を
運
営
す
る
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

の
農
業
経
営
安
定
勘
定
の
現
状
に
つ
い
て
、
特
に
畑
作
物
の
直
接

支
払
交
付
金
の
う
ち
、麦
の
関
連
経
費
は
輸
入
麦
の
売
買
差
益（
マ

ー
ク
ア
ッ
プ
）
を
財
源
と
し
て
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
繰
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
甘
味
資
源
作
物
（
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ

イ
シ
ョ
）
関
連
経
費
は
糖
価
調
整
金
を
財
源
と
し
て
、（
独
立
行

政
法
人
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
か
ら
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
納
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
前
編
3
�
農
業
経
営
安
定
勘
定

の
財
政
構
造
）。

後
編
で
は
、「
4
�
輸
入
麦
の
管
理
の
課
題
」
に
お
い
て
、
輸

入
麦
に
関
連
す
る
管
理
上
の
課
題
に
つ
い
て
分
析
す
る
。「
5
�

糖
価
調
整
制
度
の
管
理
と
課
題
」
に
お
い
て
は
、
甘
味
資
源
作
物

・
糖
類
の
管
理
上
の
課
題
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

4
�
輸
入
麦
の
管
理
の
課
題

国
内
麦
へ
の
直
接
支
払
い
と
財
源

国
内
麦
の
振
興
経
費
・
管
理
経
費
は
、
輸
入
麦
の
売
買
差
益
を

財
源
に
し
て
調
達
す
る
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
き
た
。
食
管
制
度
の

時
代
か
ら
、
こ
れ
は
特
別
会
計
の
手
法
を
つ
う
じ
て
行
わ
れ
て
い

経
営
所
得
安
定
対
策
と
そ
の
財
政
構
造
⑵

神
山
安
雄

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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る
。
こ
れ
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
の
受
入
れ
に
と
も
な
っ
て
制
定

さ
れ
た
食
糧
法
（
一
九
九
五
年
施
行
）
の
下
で
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。現

行
の
仕
組
み
で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の
直
接

支
払
交
付
金
の
う
ち
、
麦
に
つ
い
て
は
、
輸
入
麦
の
売
買
差
益（
マ

ー
ク
ア
ッ
プ
）
が
、
輸
入
麦
を
管
理
す
る
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
、

同
じ
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
な
か
の
農
業
経
営
安
定
勘
定
に

繰
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。

畑
作
物
の
直
接
支
払
い
は
、
支
払
い
対
象
を
担
い
手
（
認
定
農

業
者
等
、
認
定
新
規
就
農
者
、
集
落
営
農
）
に
限
定
し
、
麦
、
大

豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ソ
バ
、
ナ
タ
ネ
に

つ
い
て
直
接
支
払
交
付
金
を
支
払
う
。
直
接
支
払
交
付
金
は
、
面

積
払
い
（
一
〇
ａ
二
万
円
、
ソ
バ
は
一
・
三
万
円
）
を
作
付
面
積

に
応
じ
て
先
払
い
し
、
収
量
に
応
じ
た
数
量
払
い
を
支
払
う
。
数

量
払
い
単
価
は
、
作
物
・
品
質
区
分
ご
と
に
設
定
さ
れ
、
麦
類
は

小
麦
、
二
条
大
麦
、
六
条
大
麦
、
は
だ
か
麦
ご
と
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
二
三
〜
二
五
年
産
の
小
麦
は
、
六
〇
㎏
当
た
り
六
三
四
〇

円
（
課
税
事
業
者
は
五
九
三
〇
円
）
で
あ
る
。
数
量
払
い
は
、
そ

の
数
量
に
応
じ
て
、
先
払
い
の
面
積
払
い
を
差
し
引
い
て
支
払
わ

れ
る
。

田
作
の
麦
・
大
豆
は
、
一
般
会
計
を
財
源
と
す
る
水
田
活
用
の

直
接
支
払
（
一
〇
ａ
三
・
五
万
円
）
の
上
に
重
ね
て
畑
作
物
の
直

接
支
払
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

麦
に
つ
い
て
は
、「
麦
の
需
給
に
関
す
る
見
通
し
」
を
毎
年
度

策
定
し
、
麦
の
需
要
量
見
通
し
を
も
と
に
、
こ
れ
に
対
す
る
供
給

量
を
国
内
麦
の
生
産
量
と
麦
の
輸
入
量
の
予
測
か
ら
見
通
し
て
い

る
。「

需
給
見
通
し
」
を
も
と
に
、
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
な

か
の
、
食
糧
管
理
勘
定
の
う
ち
輸
入
麦
を
管
理
す
る
麦
勘
定
、
ま

た
経
営
所
得
安
定
対
策
を
運
営
す
る
農
業
経
営
安
定
勘
定
の
う

ち
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
の
麦
に
対
す
る
交
付
金
額
に
相
当
す
る

部
分
の
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
の
繰
入
額
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

食
糧
管
理
勘
定
か
ら
農
業
経
営
安
定
勘
定
へ
の
繰
入
れ
の
歳
出

決
算
額
、
す
な
わ
ち
農
業
経
営
安
定
勘
定
の
食
糧
管
理
勘
定
か
ら

受
入
れ
の
歳
入
決
算
額
は
、
予
算
額
と
ま
っ
た
く
同
額
で
あ
る
。

例
え
ば
二
二
年
度
決
算
で
は
、
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
農
業
経
営

安
定
勘
定
へ
の
繰
入
れ
の
支
出
済
歳
出
額
、
農
業
経
営
安
定
勘
定

の
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
の
受
入
れ
の
収
納
済
歳
入
額
は
一
二
四
一

億
八
六
三
二
万
六
千
円
で
あ
り
、
当
初
予
算
額
と
同
額
で
あ

る（
注
1
）
。

輸
入
麦
の
売
買
差
益
は
、
穀
物
の
国
際
価
格
の
変
動
な
ど
に
よ

っ
て
年
度
ご
と
に
増
減
す
る
。
輸
入
麦
の
売
買
差
益
が
減
少
し
て

も
、
国
内
麦
の
振
興
経
費
は
ま
か
な
わ
れ
て
い
る（
図
2
―
1
）。

輸
入
麦
の
売
買
差
益
の
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
麦
の
振
興
経

費
が
、
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
予
算
額
ど
お

り
に
繰
入
れ
ら
れ
る
。
輸
入
麦
の
売
買
差
益
の
減
少
に
よ
っ
て
生
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じ
た
食
糧
管
理
勘
定
の
麦
勘
定
の
赤
字
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

麦
類
の
輸
入
管
理
の
仕
組
み

需
要
量
・
輸
入
量
と
も
い
ち
ば
ん
多
い
小
麦
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
農
業
協
定
、
包
括
的
連
携
協
定
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
）
と

日
米
貿
易
協
定
の
仕
組
み
を
み
て
お
こ
う
。

小
麦
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
に
よ
っ
て
、
国
家
貿
易
を
維
持
し

な
が
ら
、
カ
レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
枠
（
五
七
四
万
ト
ン
）
を
設
定

し
、
そ
の
枠
内
輸
入
は
関
税
ゼ
ロ
と
す
る
代
わ
り
に
、
一
㎏
当
た

り
四
五
・
二
円
を
上
限
に
し
て
売
買
差
益
（
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
）
を

徴
収
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
カ
レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
枠
を
超
え

る
輸
入
に
つ
い
て
は
高
い
関
税
（
一
㎏
五
五
円
）
を
課
し
、
枠
外

輸
入
を
抑
制
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
米
貿
易
協
定
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
の
カ
レ
ン
ト

・
ア
ク
セ
ス
枠
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
加
盟
国
に

つ
い
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
枠
に
加
え
て
、
カ
ナ
ダ
枠
を
一
七
年
度
四
・
〇
万

ト
ン
か
ら
二
四
年
度
五
・
三
万
ト
ン
、
豪
州
枠
を
三
・
八
万
ト
ン

か
ら
五
万
ト
ン
に
設
定
、
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
発
効
九
年
目
の
二
六

年
度
ま
で
に
四
五
％
削
減
す
る
と
し
た
。
日
米
貿
易
協
定
で
は
、

米
国
枠
を
一
九
年
度
一
二
万
ト
ン
か
ら
二
四
年
度
一
五
万
ト
ン
に

設
定
、
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
二
六
年
度
ま
で
に
四
五
％
削
減
す
る
こ

と
と
し
た
。

図2－1 国内麦振興費（推計）と輸入麦の売買差益の推移
（2000～2022年度、決算ベース）

資料；農林水産省、「麦の参考統計表」（政策審食糧部会提出資料）等により作成
注1）国内麦振興費は、麦作経営安定対策費、2007年度からは農業経営安定対策事業のうち、生産条件不利地域

対策（ゲタ対策）、畑作物の所得補償・直接支払の麦に相当する部分の農林水産省による推計。
2）輸入麦売買差益は管理費を除いたもの。食糧管理勘定の数値（7月号、表2、P.50）とは一致しない。
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輸
入
麦
の
売
買
差
益
を
国
内
麦
の
振
興
経
費
の
財
源
に
す
る
枠

組
み
で
は
、
カ
ナ
ダ
・
豪
州
・
米
国
枠
の
輸
入
麦
の
マ
ー
ク
ア
ッ

プ
削
減
は
、
多
少
な
り
と
も
国
内
麦
の
経
営
所
得
安
定
対
策
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

国
内
麦
・
輸
入
麦
の
価
格
関
係

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
の
枠
組
み
に
よ
る
輸
入
麦
の
管
理
は
、
国
内

麦
の
管
理
の
枠
組
み
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
内
麦

の
管
理
が
変
わ
る
な
か
で
、
輸
入
麦
の
管
理
も
変
化
し
た
。
画
期

は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
が
開
始
さ
れ
る
二
〇
〇
七
年
度
で
あ

る
。経

営
所
得
安
定
対
策
以
前
の
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
六
年
度
の
時

期
は
、
国
内
麦
に
つ
い
て
国
に
よ
る
無
制
限
買
入
制
が
維
持
さ

れ
、
国
内
産
の
小
麦
・
大
麦
・
は
だ
か
麦
に
政
府
買
入
価
格
を
設

定
し
て
い
た
。
輸
入
麦
に
つ
い
て
は
、
世
界
市
場
で
の
買
付
価
格

に
、
港
湾
諸
経
費
等
と
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
加
え
て
、
標
準
売
渡
価

格
を
年
間
固
定
で
設
定
し
て
い
た
。
国
内
麦
も
標
準
売
渡
価
格
で

売
渡
さ
れ
る
か
ら
、
買
入
価
格
と
の
売
買
逆
ざ
や
が
発
生
す
る
。

国
内
麦
の
売
買
損
失
は
、輸
入
麦
の
売
買
差
益（
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
）

収
入
で
埋
め
る
仕
組
み
で
あ
る
。

国
内
麦
の
売
買
逆
ざ
や
に
管
理
経
費
を
加
え
た
財
政
支
出
（
コ

ス
ト
逆
ざ
や
）
を
、
輸
入
麦
の
売
買
差
益
か
ら
管
理
経
費
を
差
引

い
た
財
政
収
入
で
埋
め
る
「
内
外
麦
コ
ス
ト
プ
ー
ル
」
方
式
で
あ

り
、
特
別
会
計
を
つ
う
じ
て
運
営
し
た
。

食
糧
法
は
、
輸
入
麦
の
国
家
貿
易
を
維
持
し
、
国
内
麦
は
、
生

産
者
と
そ
の
委
託
者
に
よ
る
売
渡
し
申
し
込
み
に
対
し
て
政
府
の

無
制
限
買
入
れ
を
義
務
づ
け
た
。
一
九
九
九
年
産
小
麦
（
銘
柄
区

分
Ⅱ
・
一
等
）
の
政
府
買
入
価
格
は
六
〇
㎏
八
八
九
三
円
、
政
府

売
渡
価
格
は
二
四
三
〇
円
と
、
売
買
逆
ざ
や
で
あ
る
。

民
間
流
通
と
麦
作
経
営
安
定
対
策

農
水
省
は
、「
新
た
な
麦
政
策
大
綱
」
を
決
め
（
一
九
九
八
年

省
議
決
定
）、
国
内
麦
は
、「
自
由
な
民
間
流
通
」に
委
ね
る
と
し
、

二
〇
〇
〇
年
産
麦
か
ら
の
民
間
流
通
へ
の
移
行
を
打
ち
だ
し
た
。

そ
の
上
で
、
民
間
流
通
の
定
着
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
「
政
府

買
入
れ
の
途
を
残
す
」
と
し
た
。

こ
の
と
き
の
麦
の
民
間
流
通
制
度
は
、
播
種
前
全
量
契
約
、
競

争
制
限
的
な
入
札
制
度
（
義
務
上
場
制
、
値
幅
制
限
、
申
込
限
度

数
量
）、
実
績
主
義
で
あ
っ
た
。

入
札
取
引
の
基
準
は
、
そ
の
と
き
の
政
府
売
渡
価
格
に
な
る
。

政
府
買
入
価
格
と
の
逆
ざ
や
が
あ
る
た
め
、
生
産
者
手
取
り
を
確

保
す
る
た
め
、
麦
作
経
営
安
定
資
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
産
小
麦（
Ⅱ
・
一
等
）の
麦
作
経
営
安
定
資
金
は
、

入
札
基
準
価
格
を
前
述
の
九
九
年
産
標
準
売
渡
価
格
（
六
〇
㎏
二

四
三
〇
円
）
と
し
、
生
産
者
手
取
り
を
九
九
年
産
政
府
買
入
価
格

（
六
〇
㎏
八
八
九
三
円
）
と
同
額
に
し
て
、
そ
の
差
額
分
を
二
〇
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〇
〇
年
産
の
麦
作
経
営
安
定
資
金
（
六
〇
㎏
六
四
六
三
円
）
と
し

て
交
付
す
る
も
の
で
あ
っ
た（
注
2
）
。

輸
入
麦
に
つ
い
て
は
、
標
準
売
渡
価
格
が
買
入
価
格
〈
買
付
価

格
＋
港
湾
経
費
〉
に
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
上
乗
せ
し
て
年
間
固
定
で

設
定
さ
れ
た
。
こ
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
が
、
国
内
麦
振
興
経
費
（
麦

作
経
営
安
定
資
金
等
）
の
財
源
と
な
っ
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の
開
始

農
水
省
は
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
を
ま
と
め
、
〇

七
年
度
か
ら
農
政
改
革
三
対
策

米
政
策
改
革
推
進
対
策
、
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

を
推
進
す
る
と
し
た
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、
一
定
規
模
以
上
の
担
い
手
等

（
認
定
農
業
者
等
は
都
府
県
四
ha
、
北
海
道
一
〇
ha
以
上
、
集
落

営
農
は
二
〇
ha
以
上
）
に
対
象
を
限
定
し
、
条
件
不
利
補
正
対
策

（
ゲ
タ
対
策
）
に
よ
り
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ

レ
イ
シ
ョ
に
つ
い
て
、
生
産
費
と
販
売
価
格
と
の
差
額
を
補
て
ん

す
る
。
加
え
て
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
に

よ
り
米
・
麦
・
大
豆
・
て
ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
の

合
計
収
入
に
対
し
て
基
準
収
入
を
下
ま
わ
っ
た
場
合
に
差
額
の
九

割
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

面
積
要
件
が
大
問
題
と
な
り
、品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策（
〇

七
年
度
）
で
は
「
お
お
む
ね
四
ha
、
一
〇
ha
」
と
し
て
そ
の
六
四

％
水
準
ま
で
引
き
下
げ
て
運
用
さ
れ
た
。
翌
〇
八
年
度
か
ら
は
水

田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
と
名
称
を
変
え
、
面
積
要
件
を
事

実
上
は
ず
し
て
い
っ
た
。

国
内
麦
管
理
と
輸
入
麦
管
理
の
方
式
変
更

経
営
所
得
安
定
対
策
の
〇
七
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、
国

内
麦
の
管
理
方
式
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。

国
内
麦
は
、
民
間
流
通
へ
の
移
行
が
終
わ
っ
て
い
た
（
国
内
麦

の
政
府
買
入
数
量
は
〇
五
年
度
か
ら
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
）。

そ
の
た
め
、
国
内
麦
の
無
制
限
買
入
れ
制
を
廃
止
し
、
民
間
流

通
に
委
ね
、
政
府
の
標
準
売
渡
価
格
制
も
廃
止
し
た
（
食
糧
法
二

〇
〇
六
年
改
正
）。（注
3
）

麦
作
経
営
安
定
資
金
制
度
も
廃
止
し
、経
営
所
得
安
定
対
策（
条

件
不
利
補
正
対
策
＋
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
）
に
移
行
し
た
。

輸
入
麦
は
、
標
準
売
渡
価
格
制
に
よ
り
売
買
差
益
が
確
保
さ

れ
、
国
内
麦
振
興
経
費
の
財
源
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
標
準

売
渡
価
格
は
年
間
固
定
で
あ
り
、
転
作
麦
の
増
加
な
ど
に
よ
り
麦

作
経
営
安
定
資
金
な
ど
国
内
麦
の
財
政
支
出
が
膨
ら
む
な
か
で
、

見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

輸
入
麦
の
管
理
は
、
〇
七
年
度
か
ら
標
準
売
渡
価
格
制
を
廃
止

し
、
政
府
売
渡
価
格
（
売
払
価
格
）
は
「
相
場
連
動
制
」（
価
格

変
動
制
）
に
変
更
さ
れ
た
。

「
相
場
連
動
制
」
に
よ
る
価
格
設
定
は
、
海
外
市
場
か
ら
商
社
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が
買
い
付
け
た
価
格
（
買
付
価
格
）
に
、
年
間
固
定
の
港
湾
諸
経

費
を
上
乗
せ
し
、
政
府
買
入
価
格
と
す
る
。
政
府
買
入
価
格
に
年

間
固
定
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
を
上
乗
せ
し
て
、
政
府
売
渡
価
格
（
売

払
価
格
）
と
し
た
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
（
売
買
差
益
）
は
、
政
府
管

理
経
費
（
保
管
料
、
事
務
人
件
費
等
）
に
「
経
営
安
定
対
策
費
に

充
当
す
る
経
費
」
を
加
え
て
年
間
固
定
と
さ
れ
た（
注
4
）。

輸
入
麦
の
売
渡
価
格
の
改
定
は
、「
原
則
、
年
三
回
（
四
月
、

八
月
、
一
二
月
）」
と
し
た
が
「
当
面
、
年
二
回
（
四
月
、
一
〇

月
）」
と
し
て
、
年
二
回
の
改
定
が
現
在
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。

買
付
価
格
の
算
定
は
、「
改
定
月
の
三
か
月
前
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
た
八
か
月
間
の
平
均
」
と
さ
れ
た（
注
5
）。

食
糧
小
麦
（
一
般
輸
入
、
米
国
産
ハ
ー
ド
・
レ
ッ
ド
・
ウ
イ
ン

タ
ー
の
場
合
）
の
〇
七
年
四
―
九
月
期
の
政
府
売
渡
価
格
（
一
ト

ン
当
た
り
）
は
、
買
付
価
格
二
万
八
五
六
一
円
に
港
湾
諸
経
費
二

〇
〇
七
円
を
加
え
た
額
を
政
府
買
入
価
格
と
し
、
こ
れ
に
マ
ー
ク

ア
ッ
プ
一
万
六
八
六
八
円
を
加
え
て
、
算
定
さ
れ
た（
注
6
）。

穀
物
国
際
価
格
の
高
騰
へ
の
対
応

国
内
麦
の
民
間
流
通
・
標
準
売
渡
価
格
の
廃
止
に
よ
り
、
輸
入

麦
の
政
府
売
渡
価
格
は
半
年
ご
と
改
定
の
「
相
場
連
動
制
」
に
な

っ
た
。

標
準
売
渡
価
格
は
、「
消
費
者
の
家
計
へ
イ
ン
フ
レ
の
影
響
が

及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
」
目
的
で
導
入
さ
れ
た
が
、「
現
時
点
で

は
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
レ
は
想
定
し
難
い
」
と
し
た（
注
7
）。

し
か
し
、
〇
七
年
半
ば
す
ぎ
か
ら
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国

際
価
格
が
高
騰
し
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
小
麦
の
国
際
価
格
も
高
騰
し

て
い
っ
た（
第
二
次
世
界
食
糧
危
機
）。
穀
物
類
の
国
際
価
格
は
、

〇
七
〜
〇
九
年
、
一
一
〜
一
四
年
と
高
騰
・
高
止
ま
り
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
輸
入
食
糧
小
麦
の
政
府
買
付
価
格
は
急
上

昇
し
た（
注
8
）。

豪
州
産
Ａ
Ｓ
Ｗ
で
み
る
と
、
〇
六
年
度
は
、
標
準
売
渡
価
格（
一

ト
ン
四
万
六
三
五
〇
円
）
に
対
し
、
買
付
価
格
は
〇
七
年
三
月
で

も
三
万
五
〇
六
四
円
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
〇
七
年
四
〜
九
月
期
は
、
政
府
売
渡
価
格
四
万
八
六

六
〇
円
に
対
し
、
買
付
価
格
は
〇
七
年
四
月
の
三
万
五
七
四
三
円

が
七
月
に
は
四
万
九
五
〇
円
、
九
月
に
は
五
万
二
〇
二
円
に
上
昇

し
た
。

〇
七
年
一
〇
月
〜
〇
八
年
三
月
期
は
、
政
府
売
渡
価
格
五
万
三

五
三
〇
円
に
対
し
、
買
付
価
格
は
〇
七
年
一
〇
月
が
六
万
七
七
四

円
、
〇
八
年
一
月
が
六
万
三
九
一
一
円
で
あ
る
。

「
相
場
連
動
制
」
に
よ
る
政
府
売
渡
価
格
は
、
直
近
八
か
月
間

の
買
付
価
格
の
平
均
を
も
と
に
し
た
、
上
半
期
・
下
半
期
の
半
年

間
固
定
で
あ
る
。
国
際
価
格
の
高
騰
時
に
は
買
付
価
格
が
高
騰

し
、
政
府
買
入
価
格
が
売
渡
価
格
を
上
ま
わ
り
、
売
買
差
益
を
確

保
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
た
（
図
2
―
2
）。（
そ
の
た
め
、
政
府

売
渡
価
格
の
算
定
は
、
〇
九
年
一
〇
月
改
定
期
か
ら
、「
改
定
月
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の
二
か
月
前
ま
で
の
六
か
月
間
の
買
付
価
格
の
平
均
」
に
改
め
ら

れ
た
。）

そ
れ
で
も
、
農
業
経
営
安
定
勘
定
へ
の
麦
管
理
勘
定
か
ら
の
繰

入
れ
は
予
算
額
ど
お
り
行
わ
れ
、
麦
管
理
勘
定
に
は
一
般
会
計
か

ら
損
失
額
が
繰
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

輸
入
麦
の
売
渡
し
制
度
の
見
直
し

も
う
ひ
と
つ
の
改
定
は
、
輸
入
麦
の
売
渡
し
方
式
で
あ
る
。
食

糧
管
理
制
度
の
下
で
も
、
麦
は
早
く
か
ら
間
接
統
制
に
移
行
し
、

輸
入
麦
は
、
輸
入
委
託
商
社
に
よ
り
買
付
け
ら
れ
、
政
府
は
買
入

委
託
代
金
（
買
付
価
格
）
を
支
払
っ
て
買
入
れ
て
い
る
。
買
入
れ

後
、
政
府
は
一
定
期
間
（
従
来
は
二
・
六
か
月
ほ
ど
、
〇
五
年
当

時
は
二
・
三
か
月
に
短
縮
）
保
有
し
た
後
、
こ
れ
を
売
り
渡
し
て

い
た
。

こ
の
二
・
三
か
月
は
、
輸
入
食
糧
小
麦
の
「
備
蓄
」
期
間
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
過
去
最
大
の
備
蓄
の
取
り
崩
し
が
一

九
九
三
〜
九
四
年
の
カ
ナ
ダ
の
船
積
み
遅
延
に
よ
る
一
・
八
か
月

分
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る（
注
9
）。

国
内
麦
を
民
間
流
通
に
委
ね
て
政
府
管
理
か
ら
は
ず
し
た
後
、

国
家
貿
易
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
輸
入
食
糧
小
麦
に
つ
い
て
、
Ｓ

Ｂ
Ｓ
（
売
買
同
時
契
約
）
に
よ
る
即
時
販
売
方
式
に
一
〇
年
一
〇

月
か
ら
改
め
ら
れ
た
。

輸
入
食
糧
小
麦
を
政
府
は
直
ち
に
販
売
す
る
が
、
売
渡
さ
れ
た

図2－2 輸入食糧小麦の政府買入価格と売渡価格の関係
（2006～2022年度）

資料；農林水産省「麦の参考資料」（政策審食糧部会提出資料）各年度、等により作成
注1）政府売渡価格は、各年度上半期・下半期ごとに固定。

5銘柄加重平均（包装込み、税込み）。5銘柄は、アメリカ産ダーク・ノーザン・スプリング（主にパン
・中華麺用）、カナダ産ウエスタン・レッド・スプリング（主にパン用）、アメリカ産ハード・レッド・ウ
インター（主にパン・中華麺用）、オーストラリア産スタンダード・ホワイト（ASW、主に日本麺用）、
アメリカ産ウエスタン・ホワイト（主に菓子用）。

2）政府買付価格は年度平均。政府管理経費は年間固定。

��������������������� 経営所得安定対策とその財政構造⑵

５２



製
粉
企
業
は
こ
れ
を
一
定
期
間
保
管
す
る
方
式
が
と
ら
れ
た
。
製

粉
企
業
が
二
・
三
か
月
保
管
す
れ
ば
、
政
府
が
保
管
料
の
一
・
八

か
月
分
を
助
成
す
る
。
輸
入
食
糧
小
麦
に
つ
い
て
、
政
府
は
「
備

蓄
」
機
能
の
一
部
を
製
粉
企
業
に
肩
代
わ
り
さ
せ
た
こ
と
に
な

る
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
と
麦
の
管
理

民
主
党
政
権
が
〇
九
年
九
月
に
誕
生
し
、
公
約
で
あ
っ
た
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
一
〇
年
度
か
ら
モ
デ
ル
的
に
、
一
一
年

度
か
ら
は
本
格
的
に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
販
売
農
家
す
べ
て
を
対
象
に
し
た
、

米
の
所
得
補
償
、
水
田
活
用
の
所
得
補
償
、
畑
作
物
の
所
得
補
償

か
ら
成
っ
て
い
た
。

前
政
権（
自
公
政
権
）の
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
は
、

原
則
「
担
い
手
」
が
対
象
で
あ
り
、
中
規
模
層
以
下
で
は
生
産
者

手
取
り
価
格
が
生
産
費
割
れ
の
米
に
は
所
得
政
策
が
な
い
と
い
う

批
判
か
ら
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
構
想
さ
れ
た
。

米
の
所
得
補
償
が
新
設
さ
れ
た
が
、
水
田
活
用
の
所
得
補
償
は

転
作
等
助
成
の
産
地
確
立
交
付
金
を
踏
襲
し
、
畑
作
物
の
所
得
補

償
は
経
営
所
得
安
定
対
策
の
条
件
不
利
是
正
対
策
（
ゲ
タ
対
策
）

の
四
品
目
に
ナ
タ
ネ
、
ソ
バ
を
加
え
て
、
踏
襲
さ
れ
た
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
財
源
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
費
の
大

幅
な
削
減
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
一
年
三
月
に
は
東

日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
輸
入
麦
の
売
買
差
益
を
財
源
と
し
た
国
内

麦
の
振
興
費
に
つ
い
て
の
議
論
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
〇
七
年
前

後
に
固
ま
っ
て
い
た
麦
政
策
の
枠
組
み
が
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ

た
。麦

全
体
で
み
る
と
、
一
〇
年
度
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交

付
対
象
数
量
六
一
・
八
万
ト
ン
が
一
一
年
度
畑
作
物
の
所
得
補
償

の
交
付
対
象
数
量
七
九
・
九
万
ト
ン
、
一
二
年
度
九
一
・
九
万
ト

ン
に
増
え
、
そ
の
う
ち
小
麦
で
は
、
五
三
・
五
万
ト
ン
か
ら
七
〇

・
一
万
ト
ン
、
八
二
・
五
万
ト
ン
に
増
え
た（
注
10
）。
一
一
年
度
か

ら
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格
展
開
は
、
販
売
農
家
す
べ
て
を

交
付
金
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
転
作
麦
の
増
加
も
あ
り
、
麦
全
体

の
対
象
数
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
た
。

所
得
安
定
対
策
・
所
得
補
償
制
度
で
あ
る
国
内
麦
振
興
経
費

は
、
一
〇
年
度
七
五
六
億
円
に
減
少
し
て
い
た
が
、
一
一
年
度
八

五
一
億
円
、
一
二
年
度
九
九
六
億
円
に
急
増
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
輸
入
麦
の
売
買
差
益
は
、
〇
七
・
〇
八
年
度
の

落
ち
こ
み
か
ら
〇
九
年
度
は
大
き
く
回
復
し
た
が
、
一
〇
年
度
か

ら
一
二
年
度
に
か
け
て
再
び
減
少
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
一
〇
年
代
前
半
の
穀
物
類
価
格
の
高

騰
・
高
止
ま
り
（
第
二
次
世
界
食
糧
危
機
）
の
原
因
は
、
①
新
興

国
、
特
に
中
国
の
飼
料
作
物
・
油
糧
種
子
需
要
の
拡
大
、
食
料
・

農
業
政
策
の
転
換
と
、
②
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
食
料
・
農
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業
政
策
の
転
換
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

価
格
の
高
騰
が
先
行
し
、
小
麦
価
格
が
後
を
追
う
か
た
ち
で
あ
っ

た
。
一
〇
年
代
初
め
の
米
国
や
豪
州
の
干
ば
つ
、
さ
ら
に
穀
物
輸

出
国
に
転
じ
て
い
た
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
干
ば
つ
、
輸
出
規

制
が
あ
り
、
再
び
穀
物
類
価
格
は
高
騰
し
、
商
品
市
場
で
の
投
資

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
投
機
が
こ
れ
を
増
幅
し
た
。
こ
の
時
期
、
大
豆

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
史
上
最
高
値
を
記
録
、
更
新
し
た
が
、
小
麦

価
格
は
一
九
七
三
年
の
史
上
最
高
値
を
超
え
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。二

〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
、
米
国
の
住
宅
バ
ブ
ル
崩
壊
に
端
を

発
す
る
国
際
金
融
危
機
が
発
生
し
、
ド
ル
安
円
高
が
つ
づ
い
て
い

た
。以

上
の
よ
う
な
要
因
か
ら
、
一
〇
年
代
初
め
の
戸
別
所
得
補
償

時
期
で
は
、
麦
の
所
得
補
償
経
費
・
管
理
経
費
の
増
加
が
あ
り
な

が
ら
も
、「
相
場
連
動
制
」
に
よ
り
輸
入
麦
の
買
付
価
格
の
上
昇

が
売
渡
価
格
に
転
嫁
さ
れ
、
一
定
の
売
買
差
益
が
確
保
さ
れ
、
国

内
麦
・
輸
入
麦
の
管
理
上
の
財
政
問
題
は
、
ま
だ
顕
在
化
し
な
か

っ
た
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
当
初
か
ら
財
源
問
題
を
か
か
え
た

が
、
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
麦
に
つ
い
て
は
財
源
問
題

に
足
元
を
す
く
わ
れ
る
こ
と
を
免
れ
た
こ
と
に
な
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
へ
の
移
行

一
二
年
一
二
月
総
選
挙
で
自
公
復
帰
政
権
（
安
倍
政
権
）
が
成

立
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
経
営
所
得
安
定

対
策
と
名
前
を
変
え
、
当
初
一
三
年
度
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
一

四
年
度
か
ら
変
更
し
て
い
っ
た
。

米
の
所
得
補
償
は
直
接
支
払
交
付
金
と
し
て
、
一
四
年
度
か
ら

は
半
減
し
、
一
八
年
度
に
は
廃
止
し
た
。
水
田
活
用
の
所
得
補
償

は
、
直
接
支
払
交
付
金
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。

畑
作
物
の
所
得
補
償
も
直
接
支
払
交
付
金
と
名
前
を
変
え
、「
担

い
手
」
に
交
付
対
象
を
限
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
三
年
度
の
畑

作
物
の
直
接
支
払
は
、
支
払
対
象
者
が
減
り
、
交
付
金
額
も
減
少

し
た
。
畑
作
物
の
直
接
支
払
の
対
象
数
量
も
減
少
し
た

麦
全

体
で
は
、
一
二
年
度
九
一
・
九
万
ト
ン
か
ら
一
三
年
度
八
八
・
六

万
ト
ン
へ
、
う
ち
小
麦
は
八
二
・
五
万
ト
ン
か
ら
七
八
・
〇
万
ト

ン
へ
減
少
。

し
か
し
、
主
食
用
米
の
需
給
調
整
数
量
が
年
々
増
加
し
、「
麦

・
大
豆
の
本
作
化
」
が
い
わ
れ
、
転
作
麦
の
増
加
に
よ
り
畑
作
物

・
麦
の
直
接
支
払
交
付
金
額
（
国
内
麦
振
興
費
）
は
年
々
増
加
し

て
い
っ
た
（
図
2
―
1
）。
こ
れ
に
対
し
、
輸
入
麦
の
売
買
差
益

は
、
輸
入
量
が
徐
々
に
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
麦
の
直
接
支
払

交
付
金
額
を
不
十
分
に
し
か
ま
か
な
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

畑
作
物
（
麦
・
大
豆
）
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、
田
作
の
麦
・

大
豆
に
は
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
（
一
〇
ａ
三
・
五
万

円
）
に
上
乗
せ
し
て
支
払
わ
れ
る
。
水
田
活
用
の
直
接
支
払
は
、
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そ
し
て
畑
作
物
（
大
豆
）
の
直
接
支
払
も
、
一
般
会
計
か
ら
ま
か

な
わ
れ
る
。「
麦
・
大
豆
の
本
作
化
」
を
め
ざ
す
な
ら
ば
、「
畑
地

化
の
促
進
」
に
よ
っ
て
、
田
作
の
麦
・
大
豆
か
ら
水
田
活
用
の
直

接
支
払
を
は
ぎ
と
り
、
麦
・
大
豆
の
財
政
支
出
を
畑
作
物
の
直
接

支
払
だ
け
に
集
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
畑
地
化
の
促
進
」
は
、

そ
う
し
た
脈
絡
で
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
過
程
で
繰
り
越
し
需
要
が
顕
在
化
し
、

原
油
を
は
じ
め
他
の
消
費
財
価
格
と
と
も
に
、
穀
物
類
価
格
も
上

昇
を
は
じ
め
て
い
た
。
そ
こ
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
（
二
二
年
二
月
）
で
あ
る
。
そ
の
直
後
（
三
月
初
め
）、

シ
カ
ゴ
取
引
所
の
小
麦
の
期
近
価
格
は
、
史
上
最
高
値
を
記
録
し

た
。
原
油
・
ガ
ス
を
は
じ
め
、
穀
物
な
ど
食
料
品
全
体
な
ど
、
物

価
上
昇
が
つ
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
フ
レ
の
事
態
と
な
っ

た
。物

価
上
昇
（
イ
ン
フ
レ
）
の
抑
制
対
策
と
し
て
、
米
国
と
欧
州

は
、
金
利
引
き
上
げ
策
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
と
国
債
増
発
・
そ
の
日
銀
引
き
受
け

に
よ
る
財
政
支
出
の
拡
大
、
一
方
で
の
規
制
緩
和

と
い
う
新

自
由
主
義
的
政
策
を
と
っ
て
き
た
日
本
は
、
金
利
引
き
上
げ
が
で

き
ず
、
極
端
な
円
安
に
お
ち
い
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
フ
レ
の

上
に
輸
入
イ
ン
フ
レ
が
重
な
り
、
物
価
上
昇
を
増
幅
さ
せ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
繰
り
越
し
需
要
の
回
復
も
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
に
よ
る
高
騰
の
前
か
ら
穀
物
価
格
は
上
昇
し
て
い
た
。
二

一
年
一
〇
月
期
の
輸
入
食
糧
小
麦
の
売
渡
価
格
は
対
前
期
比
一
九

・
〇
％
上
昇
、
二
二
年
四
月
期
は
対
前
期
比
一
七
・
三
％
上
昇
の

一
ト
ン
当
た
り
七
万
二
五
三
〇
円
（
五
銘
柄
加
重
平
均
）
と
な
っ

て
い
た
。

岸
田
首
相
は
、「
物
価
対
策
と
し
て
小
麦
の
売
渡
価
格
を
二
三

年
四
月
ま
で
上
げ
な
い
」
と
宣
言
し
た
。
二
二
年
一
〇
月
期
の
輸

入
食
糧
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格
は
、
実
質
据
え
置
き
と
し
、
二
三

年
四
月
期
の
売
渡
価
格
を
直
近
一
年
間
の
買
付
価
格
を
も
と
に
算

定
す
る
と
の
緊
急
措
置
が
と
ら
れ
た
。

輸
入
食
糧
小
麦
の
二
三
年
四
月
期
の
売
渡
価
格
は
、
直
近
一
年

間
（
二
二
年
三
月
第
二
週
〜
二
三
年
三
月
第
一
週
）
の
平
均
買
付

価
格
の
算
定
で
は
、
五
銘
柄
加
重
平
均
（
税
込
み
）
で
一
ト
ン
八

万
二
〇
六
〇
円
、
対
前
期
比
一
三
・
一
％
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
直
後
の
価
格
急
騰
の
影
響
を
受
け

た
期
間
を
除
き
、
直
近
六
か
月
間
の
平
均
買
付
価
格
を
も
と
に
、

二
三
年
四
月
期
の
売
渡
価
格
は
一
ト
ン
七
万
六
七
五
〇
円
、
対
前

期
比
五
・
八
％
引
き
上
げ
と
算
定
さ
れ
た（
注
11
）。

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
日
米
貿
易
協
定
に
よ
る
カ
ナ
ダ
枠
、
豪
州
枠
、

米
国
枠
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
引
下
げ
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

二
二
年
度
麦
勘
定
の
売
買
差
益
が
大
幅
に
減
少
し
た
の
は
、
以

上
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
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国
内
麦
・
輸
入
麦
の
管
理
上
の
課
題

国
内
麦
は
民
間
流
通
、
輸
入
麦
は
国
家
貿
易
を
維
持
し
な
が
ら

も
間
接
統
制
の
下
で
、
気
候
変
動
や
世
界
市
場
の
不
安
定
化
が
増

す
な
か
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
よ
う
な
価
格
高
騰
に
輸
入
麦
の

現
行
の
管
理
制
度
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
輸
入
食
糧
小
麦
の
価
格
は
、
二
一
年
、
二
二
年
と

急
騰
し
た
。「
平
時
の
食
料
安
全
保
障
」「
食
料
安
定
供
給
の
確
保
」

を
い
う
な
ら
ば
、
基
本
は
国
内
農
業
生
産
の
増
大
で
あ
り
、
米
政

策
が
基
軸
に
な
る
。
副
軸
は
「
麦
・
大
豆
の
本
作
化
」
で
あ
ろ
う

が
、
国
内
麦
の
所
得
支
持
政
策
に
つ
い
て
輸
入
麦
の
売
買
差
益
を

財
源
と
す
る
輸
入
依
存
の
仕
組
み
は
、
少
な
く
と
も
再
検
討
の
余

地
が
あ
る
。

5
�
糖
価
調
整
制
度
の
管
理
と
課
題

甘
味
資
源
作
物
の
経
営
所
得
安
定
対
策

甘
味
資
源
作
物
の
う
ち
北
海
道
の
て
ん
菜
と
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ

レ
イ
シ
ョ
は
、
麦
・
大
豆
と
並
ん
で
、
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計

の
農
業
経
営
安
定
勘
定
を
つ
う
じ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

て
ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
の
直
接
支
払
交
付
金

は
、（
独
立
行
政
法
人
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
に

よ
る
糖
価
調
整
事
業
・
で
ん
ぷ
ん
調
整
事
業
で
徴
収
さ
れ
る
調
整

金
を
財
源
に
し
て
い
る
。
て
ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ

の
直
接
支
払
交
付
金
の
財
源
と
し
て
、
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
か
ら
調
整
金
収
入
の
一
部
が
納
付
さ
れ
て
い
る
（
前
編
＝

本
誌
七
月
号
、
表
3
）。

甘
味
資
源
作
物
に
は
、
沖
縄
県
と
鹿
児
島
県
南
西
諸
島
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
、鹿
児
島
県
の
で
ん
ぷ
ん
原
料
カ
ン
シ
ョ（
サ
ツ
マ
イ
モ
）

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
糖
価
調
整
事
業
の
な
か
で
、
畑

作
物
（
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
）
の
直
接
支
払
と

同
じ
枠
組
み
の
な
か
で
交
付
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

糖
価
調
整
事
業
の
仕
組
み

糖
価
調
整
制
度
は
、
最
終
製
品
の
精
製
糖
に
高
率
の
関
税
・
調

整
金
を
課
し
、
輸
入
を
事
実
上
は
ば
む
こ
と
。
精
製
糖
の
原
料
と

な
る
輸
入
粗
糖
な
ど
は
調
整
金
を
課
し
、
調
整
金
を
財
源
に
国
内

の
甘
味
資
源
作
物
生
産
者
と
国
内
産
糖
製
造
業
者
に
交
付
金
を
支

払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
の
甘
味
資
源
作
物
生
産
と
糖
業
を
守

る
も
の
で
あ
る
。

糖
価
調
整
事
業
の
仕
組
み
（
図
2
―
3
）
は
、
砂
糖
の
内
外
価

格
差
調
整
の
基
準
指
標
と
し
て
調
整
基
準
価
格
を
設
定
し
、
そ
の

価
格
を
輸
入
糖
の
価
格
が
下
ま
わ
っ
た
場
合
に
糖
価
調
整
が
発
動

さ
れ
る
。

調
整
基
準
価
格
は
、
特
に
効
率
的
な
製
造
コ
ス
ト
で
あ
る
。
効

率
的
な
水
準
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
て
ん
菜
の
生
産
費
の
加
重
平
均

に
、
製
造
コ
ス
ト
を
加
え
て
算
定
さ
れ
る
。
二
三
砂
糖
年
度
の
調
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整
基
準
価
格
は
、
一
製
品
ト
ン
当
た
り
一
五
万
三
二
〇
〇
円
で
あ

る
。調

整
基
準
価
格
と
輸
入
糖
の
平
均
輸
入
価
格
の
差
額
に
調
整
率

（
現
行
三
七
％
）
を
乗
じ
て
、
調
整
金
単
価
が
設
定
さ
れ
る
。

四
半
期
ご
と
の
需
給
見
通
し
を
も
と
に
事
業
者
は
輸
入
糖
の
輸

入
を
申
請
す
る
が
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
こ
れ
を
買
入
れ
、
輸
入
価
格
に

調
整
金
を
加
え
て
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
事
業
者
に
売
り
戻
す
（
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｃ
に
よ
る
調
整
金
の
徴
収
）。
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
売
戻
価
格
が
国
内
産

糖
の
販
売
価
格
と
な
る
。

国
内
産
糖
の
販
売
価
格
と
調
整
基
準
価
格
と
の
差
額
分
を
、
甘

味
資
源
作
物
生
産
者
と
国
内
産
糖
製
造
事
業
者
へ
の
交
付
金
と
し

て
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
交
付
金
の
財
源
が
調
整
金
で
あ
る
。

調
整
基
準
価
格
は
、
特
に
効
率
的
な
製
造
コ
ス
ト
の
た
め
、
標

準
的
な
コ
ス
ト
と
の
差
額
分
が
国
費
か
ら
の
交
付
金
と
し
て
支
払

わ
れ
る
。
こ
の
精
製
糖
の
糖
価
調
整
制
度
の
枠
組
み
の
な
か
に
、

異
性
化
糖
と
輸
入
加
糖
調
製
品
に
対
す
る
調
整
金
の
徴
収
が
あ

る
。異

性
化
糖
調
整
金
は
、
国
内
産
糖
の
販
売
価
格
を
異
性
化
糖
ベ

ー
ス
に
換
算
し
た
異
性
化
糖
標
準
価
格
を
算
定
し
、
平
均
供
給
価

格
が
こ
れ
を
大
幅
に
下
ま
わ
る
場
合
、
輸
入
糖
の
平
均
輸
入
価
格

水
準
と
の
差
額
分
を
調
整
金
と
し
て
異
性
化
糖
企
業
か
ら
徴
収
す

る
も
の
。
一
一
年
度
以
降
、
異
性
化
糖
調
整
金
の
発
生
は
な
か
っ

た
が
、
用
途
の
拡
大
等
の
現
状
か
ら
換
算
率
を
引
き
上
げ
、
二
四

図2－3 糖価調整制度の仕組み（砂糖の場合）

資料；農林水産省「砂糖及びでん粉をめぐる現状と課題について」2022年9月、による
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年
四
月
以
降
、
異
性
化
糖
調
整
金
が
発
生
し
て
い
る（
注
12
）。

加
糖
調
製
品
調
整
金
は
、
加
糖
調
製
品
の
関
税
引
き
下
げ
に
合

意
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
（
一
八
年
一
二
月
三
〇
日
）
に
合
わ

せ
、
制
度
化
さ
れ
た
。
コ
コ
ア
調
製
品
、
粉
乳
調
製
品
、
豆
調
製

品
、コ
ー
ヒ
ー
調
製
品
、そ
の
他
調
製
品
か
ら
の
調
整
金
収
入
は
、

一
九
年
度
六
二
億
円
か
ら
二
三
年
度
一
〇
二
億
円
に
増
加
し

た（
注
13
）。

で
ん
ぷ
ん
調
整
金
制
度
は
、
糖
価
調
整
制
度
と
同
じ
枠
組
み
で

あ
る
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
用
の
バ
レ
イ
シ
ョ
・
カ
ン
シ
ョ
の
生
産
費

の
加
重
平
均
と
で
ん
ぷ
ん
製
造
経
費
と
を
加
え
た
「
特
に
効
率
的

な
製
造
コ
ス
ト
」
を
調
整
基
準
価
格
（
二
三
で
ん
ぷ
ん
年
度
一
製

品
ト
ン
当
た
り
一
七
万
九
三
四
〇
円
）
と
し
て
、
輸
入
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
・
輸
入
で
ん
ぷ
ん
に
対
し
て
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
・
糖
化
製
品

企
業
と
化
工
で
ん
ぷ
ん
企
業
か
ら
調
整
金
を
徴
収
、
畑
作
物
（
で

ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
）
の
直
接
支
払
交
付
金
、
で
ん
ぷ
ん
原

料
カ
ン
シ
ョ
交
付
金
、
国
内
産
い
も
で
ん
ぷ
ん
企
業
へ
の
交
付
金

の
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

糖
価
調
整
制
度
と
経
営
所
得
安
定
対
策

国
の
行
う
糖
価
調
整
事
業
は
、
輸
入
糖
・
で
ん
ぷ
ん
等
に
調
整

金
を
課
し
、
調
整
金
収
入
を
国
内
の
甘
味
資
源
作
物
生
産
へ
の
価

格
・
所
得
政
策
経
費
と
精
製
糖
企
業
や
糖
化
・
化
工
で
ん
ぷ
ん
企

業
の
振
興
経
費
に
充
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
国
内
産
糖
・

で
ん
ぷ
ん
と
輸
入
糖
・
で
ん
ぷ
ん
と
の
抱
き
合
わ
せ
制
で
運
営
さ

れ
、
甘
味
資
源
作
物
生
産
者
に
は
最
低
生
産
者
価
格
を
設
定
し
て

い
た
。
〇
七
年
度
か
ら
の
品
目
横
断
的
な
経
営
所
得
安
定
対
策
の

開
始
に
よ
っ
て
、
最
低
生
産
者
価
格
は
廃
止
さ
れ
、
北
海
道
の
て

ん
菜
・
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
が
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交

付
金
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
で
ん
ぷ
ん
原
料
カ
ン
シ
ョ
に
は
、
砂
糖
会

計
と
で
ん
ぷ
ん
会
計
か
ら
交
付
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
糖
価
調
整
事
業
は
、
砂
糖
消
費
の
減
少
が
輸
入
糖
の

減
少
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
が
調
整
金
収
入
の
減
少
と
な
り
、
砂
糖

会
計
の
赤
字
を
累
積
さ
せ
る
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を
か
か
え
て

い
る
。
こ
れ
に
甘
味
資
源
作
物
の
豊
作
に
よ
る
交
付
金
支
出
の
増

加
や
砂
糖
国
際
価
格
の
高
騰
な
ど
が
重
な
る
と
、
赤
字
額
が
急
増

し
て
、
制
度
存
続
の
危
機
が
発
生
す
る
。

砂
糖
調
整
金
収
支
の
改
善
の
た
め
に
、
て
ん
菜
の
作
付
指
標
面

積
の
設
定
（
一
九
八
五
年
度
開
始
）、
精
製
糖
企
業
の
調
整
金
負

担
水
準
引
き
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
五
砂
糖
年
度

末
に
は
累
積
赤
字
七
〇
六
億
円
が
発
生
し
、
砂
糖
生
産
振
興
資
金

残
高
の
充
当
や
一
一
年
度
予
算
で
の
糖
価
調
整
緊
急
対
策
三
二
九

億
円
が
実
施
さ
れ
た（
注
14
）。

糖
価
調
整
収
支
の
現
状
と
課
題

甘
味
資
源
作
物
の
最
低
生
産
者
価
格
は
、
〇
七
年
度
に
廃
止
さ

れ
、
直
接
支
払
の
交
付
金
と
な
っ
た
。
て
ん
菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
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バ
レ
イ
シ
ョ
は
、
〇
七
〜
一
〇
年
度
で
は
経
営
所
得
安
定
対
策
の

条
件
不
利
是
正
対
策
（
ゲ
タ
対
策
）
交
付
金
、
一
一
〜
一
三
年
度

は
畑
作
物
の
所
得
補
償
の
交
付
金
、
一
四
年
度
か
ら
は
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
で
あ
る
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
カ
ン
シ
ョ
は
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
糖

価
調
整
事
業
の
交
付
金
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

甘
味
資
源
作
物
の
数
量
払
い
交
付
金
単
価
（
二
三
年
産
）
は
、

て
ん
菜
が
一
ト
ン
六
八
四
〇
円
（
糖
度
一
六
・
六
度
基
準
）、
で

ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
が
一
ト
ン
一
万
三
五
六
〇
円
（
で
ん
ぷ

ん
含
有
率
一
九
・
七
％
基
準
）
で
あ
る
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
者
交
付
金
単
価
は
、
一
ト
ン
一
万
六
八
六

〇
円
（
糖
度
一
三
・
一
〜
一
四
・
三
度
基
準
）、
で
ん
ぷ
ん
原
料

カ
ン
シ
ョ
（
特
定
品
種
）
が
一
ト
ン
三
万
二
九
〇
円
で
あ
る
。

こ
れ
ら
甘
味
資
源
作
物
の
交
付
金
は
、
調
整
金
収
入
が
財
源
に

な
っ
て
い
る
。
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
で
あ
る
て
ん

菜
、
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
の
交
付
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
の
糖
価
調
整
収
支
の
砂
糖
勘
定
、
で
ん
ぷ
ん
勘
定
か
ら
調
整

金
収
入
の
一
部
を
国
庫
（
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
農
業
経
営

安
定
勘
定
）
に
納
付
し
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
糖
価
調
整
収
支
は
一
九
年
度
か
ら
急
速
に
悪
化
し
て

い
る
（
表
2
―
1
）。
こ
れ
は
、
砂
糖
消
費
の
減
少
・
輸
入
糖
の

減
少
・
調
整
金
収
入
の
減
少
と
い
う
長
期
的
・
構
造
的
問
題
が
つ

づ
い
て
い
る
上
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
が
砂
糖

表2－1 糖価調整事業；砂糖勘定の収支状況の推移（2011～2023事業年度）

資料；（独法）農畜産業振興機構（ALIC）資料（HPより取得）、により作成
注1）年次は、事業年度（会計年度）。
2）調整金収入は、輸入指定糖、異性化糖（2018年度から徴収なし）、輸入加糖調整品（2018年度から）の収
入決定額。

3）その他収入は、補助金等収益など。2011年度には糖価調整緊急対策交付金等を含む。
4）国庫納付金他は、支払い利息、支払い消費税等を含む。
5）収支差は、当該年度末時点の期中の暫定値。期末残高は、当該年度末の累積額。

単位；億円

事業年度

収 入 支 出 収支差

（Ａ－Ｂ）

期末残高
計

（Ａ）
調整金
収 入

その他
収 入

計
（Ｂ）

サトウキビ
交 付 金

国内産糖
交付金

国庫納付
金他

2011 912 514 399 471 153 131 187 441 △352
2012 642 559 83 591 168 154 270 51 △301
2013 649 561 88 614 177 191 246 35 △269
2014 623 533 91 592 188 207 197 31 △237
2015 635 543 92 618 188 210 219 17 △220
2016 594 497 97 627 217 205 205 △33 △254
2017 592 485 107 601 228 217 156 △10 △263
2018 605 517 89 554 170 190 193 52 △212
2019 611 506 104 676 214 255 207 △65 △277
2020 536 434 102 622 212 243 168 △86 △363
2021 513 406 108 605 213 249 143 △91 △455
2022 466 362 104 573 223 219 130 △107 △562
2023 365 268 97 481 186 206 88 △116 △677
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消
費
を
急
減
さ
せ
、
そ
の
回
復
過
程
で
国
際
的
な
物
価
上
昇
（
イ

ン
フ
レ
）
が
進
み
、
バ
イ
オ
燃
料
需
要
の
関
係
も
あ
り
国
際
糖
価

が
高
騰
し
、
こ
れ
に
円
安
の
急
進
行
が
加
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

糖
価
調
整
収
支
の
改
善
の
た
め
、
前
述
の
よ
う
な
加
糖
調
製
品

調
整
金
の
徴
収
、
輸
入
糖
調
整
金
負
担
水
準
の
引
き
上
げ
等
の
措

置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
バ
レ
イ
シ
ョ
や
カ
ン
シ
ョ
の
病
害
対
策
も

進
ん
だ
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
は
、
持
続
可
能
な
航
空
燃
料（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

の
実
証
試
験
事
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。

農
水
省
は
「
糖
価
調
整
制
度
の
持
続
的
な
運
営
」
を
課
題
に
据

え
、
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
課
題
が
「
持
続
的
な

て
ん
菜
生
産
」
で
あ
る
。

そ
の
対
応
策
と
し
て
、
農
水
省
は
、
二
三
砂
糖
年
度
の
て
ん
菜

交
付
金
交
付
対
象
数
量
六
〇
万
ト
ン（
特
例
数
量
六
二
万
ト
ン
）、

作
付
指
標
面
積
五
万
四
五
〇
〇
ha
を
、
二
六
砂
糖
年
度
に
は
交
付

対
象
数
量
五
五
万
ト
ン
、
指
標
面
積
五
万
ha
に
削
減
す
る
こ
と
を

打
ち
だ
し
た
。
北
海
道
畑
作
で
需
要
の
高
い
バ
レ
イ
シ
ョ
（
で
ん

ぷ
ん
原
料
用
、
加
工
用
）
や
大
豆
・
小
豆
、
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
へ
の
転
換
を
促
す
と
し
た
（
支
援
交
付
金
一
〇
ａ
二
・
五

〜
三
・
五
万
円
）（
注
15
）。

し
か
し
、
て
ん
菜
の
作
付
面
積
は
二
三
年
産
五
万
一
三
〇
〇
ha

の
見
込
み
で
、
す
で
に
指
標
面
積
を
下
ま
わ
っ
た
。
で
ん
ぷ
ん
原

料
バ
レ
イ
シ
ョ
の
作
付
面
積
は
、
二
二
年
産
で
多
少
回
復
し
た

が
、
減
少
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。

農
水
省
も
い
う
よ
う
に
、
て
ん
菜
は
、
小
麦
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、

豆
類
と
並
ん
で
、
北
海
道
畑
作
の
輪
作
体
系
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
作
物
で
あ
る
。「
持
続
可
能
な
畑
作
の
輪
作
体
系
」
と
い
う

視
点
か
ら
、
ま
た
精
製
糖
企
業
が
地
域
経
済
に
占
め
る
位
置
か
ら

も
見
て
、
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る
制
度
改
善
の
道
を
探
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

6
�
ま
と
め
に
か
え
て

経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
が
、
麦
に

つ
い
て
は
輸
入
麦
の
売
買
差
益
（
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
）
を
財
源
と
し

て
、
て
ん
菜
と
で
ん
ぷ
ん
原
料
バ
レ
イ
シ
ョ
に
つ
い
て
は
輸
入
糖

と
輸
入
で
ん
ぷ
ん
等
の
糖
価
調
整
金
収
入
を
財
源
と
し
て
い
る
こ

と
を
分
析
し
た
。

輸
入
前
提
・
輸
入
依
存
の
こ
れ
ら
の
所
得
政
策
は
、
コ
ロ
ナ
禍

と
そ
の
回
復
過
程
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
を
経
る
な
か
で
、
小

麦
な
ど
穀
物
や
砂
糖
な
ど
食
料
品
全
体
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど

全
般
に
及
ぶ
国
際
的
な
物
価
上
昇
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
に
対
し
て
、
特
殊
日
本
的
に
は
円
安
の
急
進
行
（
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
後
遺
症
）
も
重
な
り
、
困
難
な
事
態
に
お
ち
い
っ
て

い
る
。

こ
れ
は
、
麦
や
砂
糖
な
ど
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
農
畜
産
業
分
野

だ
け
で
も
、
政
策
や
制
度
の
ほ
こ
ろ
び
が
い
く
つ
も
現
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
前
編
で
示
し
た
輸
入
米
（
Ｍ
Ａ
米
）
の
買
入
単
価
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（
一
ト
ン
当
た
り
）
は
二
〇
年
度
八
・
七
万
円
か
ら
二
一
年
度
一

〇
万
円
、
二
二
年
度
一
三
・
二
万
円
に
上
昇
し
、
財
政
負
担
を
急

増
さ
せ
て
い
る
（
本
誌
七
月
号
、
五
〇
ペ
ー
ジ
、
表
2
）。
一
方

で
、
端
境
期
と
は
い
え
主
食
用
米
の
供
給
不
足
が
生
じ
た
。
畜
産

関
係
で
は
、
牛
マ
ル
キ
ン
も
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金
も
困
難
な

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

制
度
や
仕
組
み
の
「
改
善
」
が
、
生
産
者
や
消
費
者
、
民
間
中

小
業
者
に
負
担
を
強
い
る
か
た
ち
で
進
ま
な
い
か
、
よ
く
見
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

注⑴

財
務
省
「
令
和
四
年
度
決
算
の
説
明
」
特
別
会
計
の
う
ち
（
農
林
水
産

省
所
管
）
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
に
よ
る
。

⑵

農
林
水
産
省
「
麦
を
め
ぐ
る
事
情
」
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
に
よ
る
。

⑶

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
報
告
「
今
後
の
麦
政
策
の
あ
り
方
」

二
〇
〇
五
年
一
一
月
。

⑷

農
林
水
産
省
「
輸
入
麦
の
売
渡
制
度
に
つ
い
て
」
二
〇
〇
六
年
一
一
月
。

⑸

二
〇
〇
七
年
四
月
期
の
輸
入
食
糧
小
麦
の
買
付
価
格
の
算
定
は
、
〇
六

年
度
標
準
売
渡
価
格
の
決
定
後
の
買
付
コ
ス
ト
を
も
れ
な
く
反
映
さ
せ
る

と
し
て
、
算
定
期
間
を
〇
五
一
二
月
か
ら
〇
六
年
一
一
月
ま
で
の
一
年
間

と
し
た
。

⑹

注
⑷
に
同
じ
。

⑺

前
掲
「
今
後
の
麦
政
策
の
あ
り
方
」。

⑻

政
策
審
食
糧
部
会
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
提
出
の
農
林
水
産
省
「
参
考

統
計
表
」
一
〇
九
ペ
ー
ジ
。

⑼

前
掲
「
今
後
の
麦
政
策
の
あ
り
方
」。
そ
の
「
備
蓄
制
度
の
見
直
し
」（
六

ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
。

⑽

農
林
水
産
省
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
支
払
実
績
に
つ
い
て
」

二
〇
一
一
年
度
版
、
二
〇
一
二
年
度
版
、
に
よ
る
。

⑾

農
林
水
産
省
「
麦
の
参
考
資
料
」（
二
〇
二
四
年
三
月
）、「
外
国
産
食
糧

用
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格
の
動
向
」（
一
〇
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
。

⑿

農
林
水
産
省
「
異
性
化
糖
に
係
る
糖
価
調
整
制
度
の
運
用
の
見
直
し
に

つ
い
て
」
二
〇
二
三
年
九
月
。
同
「
糖
価
調
整
制
度
の
持
続
的
な
運
営
を

図
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
」
二
〇
二
四
年
九
月
。

⒀

前
掲
「
糖
価
調
整
制
度
の
持
続
的
な
運
営
を
図
る
た
め
の
取
組
に
つ
い

て
」。

⒁

農
林
水
産
省
「
砂
糖
及
び
で
ん
粉
政
策
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
」
二
〇
一
一
年
九
月
。

⒂

農
林
水
産
省
「
持
続
的
な
て
ん
菜
生
産
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
」
二
〇
二
二
年
一
二
月
。

経営所得安定対策とその財政構造⑵ ���������������������
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編
集
後
記

今
号
か
ら
本
欄
の
執
筆
担
当
が
交
代
し
ま
し
た
。
前
任
者
同
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
前
任
の
柴
山
氏
は
、
二
一
年
七
月
号

か
ら
事
務
局
を
担
い
、
特
に
就
任
直
後
の
二
一
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
現
地
調
査
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
取
材

・
研
究
活
動
が
制
限
さ
れ
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
編
集
委
員
会
・
座

談
会
運
営
な
ど
、
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
献

身
的
な
事
務
局
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
▼
一
方
、
後
を
受
け
継
ぐ
小
生
は
、
全
農
林
副
委
員
長
と

し
て
四
年
間
、
事
務
局
任
務
を
分
担
し
つ
つ
先
生
方
の
論
議
を
傍

聴
し
て
き
た
が
、
い
ざ
事
務
局
長
と
な
れ
ば
、
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
背
伸
び
を

せ
ず
に
着
実
に
任
務
を
こ
な
す
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
と
し
ま
す
▼

な
お
、
事
務
局
を
担
当
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
原
点
に
立
ち
返
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、「
全
農
林
五
十
年
史
」
を
紐
解
い

て
み
ま
し
た
。
一
九
五
一
年
六
月
の
創
刊
号
に
は
、「
都
市
と
農

村
の
働
く
者
が
一
致
し
て
良
い
日
本
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
考
え

を
推
し
進
め
て
ゆ
く
の
に
役
立
つ
雑
誌
」と
の「
創
刊
の
こ
と
ば
」

と
と
も
に
、
日
本
の
労
農
提
携
運
動
の
指
針
、
実
践
の
手
引
き
と

し
て
親
し
ま
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
役
割
は
、
今
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
さ
て
、
巷
で
は
、
自
民
党
総
裁
選
と

立
憲
民
主
党
の
代
表
選
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
席
巻
し
て
い
ま
す
。

政
権
与
党
と
野
党
第
一
党
の
代
表
者
選
び
は
、
早
晩
実
施
さ
れ
る

総
選
挙
の
結
果
に
も
影
響
す
る
こ
と
か
ら
当
然
で
し
ょ
う
が
、
自

民
党
総
裁
選
の
各
候
補
者
か
ら
は
、
政
治
改
革
を
唱
え
つ
つ
も
、

あ
の
裏
金
問
題
を
徹
底
的
に
究
明
す
る
と
の
声
は
誰
か
ら
も
聞
こ

え
ず
、
極
め
て
残
念
で
す
。
徹
底
的
な
実
態
解
明
が
あ
っ
て
こ
そ

の
再
発
防
止
策
と
い
う
基
本
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
証
左
で
あ

り
、
こ
れ
は
他
の
政
策
論
議
に
も
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
▼
他
方
、
市
民
の
暮
ら
し
は
�
令
和
の
米
騒
動
�
で
食

料
安
保
が
現
実
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
は
端
境
期
に

地
震
騒
動
に
よ
る
買
い
溜
め
が
重
な
っ
た
一
過
性
の
も
の
と
沈
静

化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
小

生
が
出
席
し
た
農
水
省
退
職
者
が
集
う
会
合
で
は
、
農
業
生
産
に

従
事
す
る
Ｏ
Ｂ
か
ら
、「
高
齢
化
に
資
材
価
格
高
騰
と
猛
暑
が
重

な
り
生
産
意
欲
が
無
く
な
っ
た
」
と
一
切
の
農
機
具
を
売
り
払
っ

て
�
店
じ
ま
い
�
し
た
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
担
い
手

の
枯
渇
に
よ
り
、
日
本
農
業
が
永
遠
の
端
境
期
と
な
る
危
機
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
岡
本
）

６２


